


|  地球にやさしいエネルギー? エネルギー利用の効率化 J  

ビ) レ冷暖房は今、氷蓄熱式ヒートボンヲめ時代。

新設ビルから既設ビルの熱源改修まで、多くの採用実績がありますも
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- クリスヲル空ワー

- 奈良市写真美術館

氷蓄熱式ヒートポンプシステムは、 午後10時から翌朝8時までの夜間の

割安な電力料金を利用して、 夏は氷、冬は温水を蓄熱槽に蓄え、

昼間にそのエネルギーを冷暖房に活かしますO

- 氷 蓄 熱 式 ヒ ー ト ポ ン プ シ ス テ ム の メ リ ッ ト は ・・・・・・・・ -

r 、
・水蓄熱に比ベエネルギー量は約 12倍、必要スペースは 1/4- 1/12，コン

パクトな蓄熱槽で、地下ピットのないビルにも設置が可能です

・夜間蓄熱の電力料金は、昼間の約 1/3と大変お得ランニングコストを

大幅に低減できます

・熱源容量を小さくできますので、受電設備・契約電力の低減が可能です二

・負荷に応じた出力調 fl を蓄熱分で賄うため 、高効率のヒートポンプを

一層効率よく、定格連続運転できま衣

. C 02、N Oxの排出が特に少ない夜間電力を利用する、地球環境にやさ

しいシステムです

・お客さまの初期投資の負担を軽減する、リース制度も設けられています。

ｾ＠ ｾ＠

- 夜間蓄熱による冷暖房運転例
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辿 物 の 空調 負荷 曲 線

蓄 熱 による冷 暖房 分

22時 8時 18時 22崎

くらしとエネルギーを考える 盟

。関西電力【刺期間違君丁鵠税調官討(441)8m1(的 ｾ＠



会 長 就 任 ご あ い さ つ

市 川 宏

このたび、佐野正 一前 会長のご退任をうけ、その後任の大役をお引き 受

けすることになりました。昭和59年10月のご就任以来約10年の長きにわ

たって、卓越せる識見と強力な指導力によって本協会の発展のためにご

尽力をいただいた前会長のあとだけに、浅学非才を省みて、 責任の重大

きに改めて身の縮まる思いをいたしております。

今さら申し上げるまでもなく、本会は大正 6 年 3 月に 設泣 き れ た 建設諸

所 管の最古の公金 法人であり、 長 い歴史と伝統を誇 り、これまで建築界

に数多 くの輝かい、事跡を残 して参っております。

しかし、歴代会長 をはじめとする役員、委員 の方々のご尽捧、会員の皆

様のご支援にもかかわらず、本会の王匙伏は必ずしも平易とは申せません。

E X PO'70に向かつて盛りあがった個人会員数は、その幕引 きとともに年

を追って減少の道をたどり、さいわい皆様のご協力のお蔭でこの10年、

ょうやく横這 いの状態が非自寺されているとはいえ、経営収支の悪化 は深

刻なものがあります。

これを打開する道はー にかかって会勢の拡大にあることは明らかと思わ

れますが、このためにも、今私 E もに与えられた使命は、魅力ある 事業

を企画することによ って、新しい、特に若 い会員層の増加を積極的に図

ることカ主肝要と考えております。

創 立70周年を記念 して創設された 「日本建築協会賞」、ある いはまた会誌

「建築と社会」の飛躍的 な充実 等は、そうした憂成すべき 事態を打司皮す

るために、佐野前会長のご指導によって行われた協会活性化の一端であ

り、大きな成果を収められたものであります。

今後はこれらの成果を号 |き継ぎ、特に本協会が大阪に本部をもち、建築

に関係する各種の専 門分野を集めた西の学会として、各部門の連繋と調

整に当たり、相互の親睦と共存共栄に貢献するという原点を想起し、 ユ

ニー クな態勢を生かして会員の皆様のご期待にお応えてやきるよう努力 し

て参りたいと思っております。

副会長をは じめとする役員、委員の皆様、そして全員各位の一層のご理

解、ご支援を切にお願 いする次第です。



定時評議会決議

お知らせ

平 成 6 年 3 月23 日開催の定時評議員

会において、役員の出差、平成 6年度

事業計画( 案) 並びに収支予算( 案) が

承認されましたので、ここに会告い

1. 平成 6年度評議員会正副議長

議 長 高 橋 保 夫 氏 ( 銭 高 組 )

高IJ 議 長 鶴 田 昭一氏( 主主築工房和泉屋)

2  . 平成 6年度会長・副会長・理事
( 敬称岡市)

留 イ壬 新( 重) 任 *  ffl 新任

会 長 *司1)11 ｾＨｊｪ｛刷建築事務所Ｉ

薬袋 公明( 日建設計)

金多 i紫0;¥古11大学)

副会長

台 銭高普 ｴｦｩＨ 銭 ｾＺｪＪ ｊｬＩ
三 品 哲 夫

* 岡 本 行普 (11開 l設計)

荒 井 流行* 知l建築事務所)
ホ ＩｾｪＮ ，柑 Ｑ 司( 口本建築締造技悼T者協会)

岡 本 宏行( 大阪市郎 ，Ii聖書備局) 井 上 ｾＨ大阪大学Ｉ

片倉健雄( 近畿大下) 市川 正美( 大成建設)

立 成 良三( 大阪府建築部) 多弁 幸男( $ ; ) 1' 建築研究所)

理 事

田村 良二( 竹中工務l占) * 太岡 隆イ言( 坂fi 処築研究所)

( 技術)

日露阪 利 為( 大林組) 金 井 弘次( 阪急電鉄)

真鍋 正宏( 住宅 . tllili 型車備公団) 小 島 fi ft ( 鹿島建設)

村 上 秀夫( 村上総合事務所) 須賀 好富( 近畿大学)

和田 克虫1 ] ( 日本建築総令試験所) 松 村 康 三 (iili 辺設日[ - )

浦和11宏至朗( 安;) 1'建築設J I・'1¥務所)

* 森 n 雅文( 伊藤建築設刑事務所)

奥村俊夫( 奥村組) j菱沼禎夫( 浅沼組)

大林芳郎( 大林組) 今 村 祐 三ul l ( 大阪池設業協会)

鴻池一季( 鴻池租L ) 白井 民三( 熊谷組)

( 総合)
竹中 錬ー( 竹中工務府) 西京茂之( アジタ)

松キす t佐吾( 松村組) 西 川 秀 信 ( 戸 111建設)

森井符也( 清水建設) 藤木 鍛三( 藤木工務府)

0 欠H

前 野 慶太郎( あめ川、屋)

( 屯気)
栗 原 信英( 栗原工業) 小 林 四 郎 { 住友電設)

若 山 繁( きんでん) 菅谷 tii' j( ダイダン)

( 管工)
城口 府 平( 大阪総川;Jf 究所) 伴 lI i: l 秀( 西原衛生正業所)

堀 fむ久治( 三機工業) * 宮 内 朗( 斎久工業)

( 建材)

立 野 - Ull( ユニ オン) 原 凹孝 太郎 (/)，[ 111セメント化一仁)

中西 孝( マンテン) i栄j工 実( アスワン)

事務局 野 上 淳二( 常務理事)

O 鏡花予1 [ '1¥の副会長就任による欠μ

3  Ｎ平成 Ｖ 年度収支予算書 Ｈ案Ｉ ー刊 Ｖ 判川口ー平成 Ｗｾ ｦＮ ＳｈＳＱｕ ー

収入の部
単位・千 JIJ

科 ｉ ｾ ｉ＠ 平成 6
1
1喰: 平成 5年度 Jti 6減 平成 6 年度予算案内訳

会費収入 74.670 70.756 3.914 

併l人正会員 32.986 28，叩O 4，486 14 ， ＴＰＰｊｾ＠ (ORI3，2∞円) x2.3ω 名

個人正会員( 地方) 2，268 2，040 228 12，600fl Jx  180名

団体正会員 39，関O 40，∞o  6  920 20，000J'J X I. 954日

準会員 お6 216 120 8，400円X40名

tlj : 拠収入 97，310 107.890 6 10，580 

会詑収入 61. ω。63，500 6  2，500 広告料、全誌頒布等収入

契約締大完上収入 1. 300 1. 200 100 78円X12，5∞部、 156円x2000部

会民名待収入
。

8，切O 6  8，500 

出版委員 会収 入 3，000 1，700 1，300 企同科， flll ι 講座参加料収入

2  

たします。

1. 平成 6 年度評議員会正副議長

2. 平成 6年度会長・副会長・理事

3. 平成 6年度収支予算書( 案)

科 回 平成 6年度

Z時宮委員会収入 3，8∞ 

教育委員会収入 5，200 

出オ委員会収入 160 

受託事業収入 20，0∞ 

幸 ｦｌｾ 以入 2，850 

寄付金収入 5∞ 

雑収入 2，8∞ 

記 念 事 制j' 1 . 立金制約|又入
。

退戦給与引当預金耳)(}j ) i 収入 1，6∞ 

当期収入合計 ( A)  176，880 

前期繰越収支差額 16，247 

収入合計 ( B)  193，127 

収 出 の 部

事業費 87，310 

会託: 発行政 59，0∞ 

契 約 峨 矧
初

会 j J . 名簿発行型t
。

出版委員会事業費 8卯

事業委員会事業費 3，8∞ 

教育委員会事業務 2，8∞ 

樹 ｴ 委員会司喋ＧＡＺｾ 130 

記念司 Ｑ 喋 ｾ 。

受書回L業費 18，6∞ 

斜fi/!.{ 2，050 

管理費 89.570 

給料 ・手当 64，4邸

退 ｾ｡ 占 金 1. 648 

福利厚生費 7，090 

助成費 3，5∞ 

封殺到 1，2印

旅費交通費 ω  

通信組鍛Ｎｾ I，O(旧

集金型t 1，4∞ 

消耗品質 4∞ 

修繕型t 42 

印刷製本費 3初

光非! ¥水資 240  

火災T縦覧科 15 

手且税公認 3，4∞ 

汗討活費 350 

lill 物管理費 3，920 

雑Pi 4ω 

退月似合与引当積立金支出
。

予備Pi
。

当期支出合計 (C) 176，8初

当期収支差額 仏以C)
。

次期繰越収支差額 (Bi-{C) 16，247 

4. 平成 6年度事業計画( 案)

平成 5年度 lfl 6減 平成 6 年度予算案内訳

3，000 800 見宇金、講i商会等参加科収入

5，5ω 6  300 事務講習合参加料収入

240 企 80

22.0ω 6  2，∞o  研究調査委託料収入

2，2580 ωo 建築クラプ、全誌復刻版等収入

5ω 
。

3.5ω 6  700 預金利仏会議室使用科等

2，5ω 6  2，500 

。
1. ωo 退戦金に充当

185，146 6  8，266 

30，658 6 14，411  

215，804 622.677 

単位: 千円

99，2ω 6 11 ，970 

61，5ω 6  2.500 印刷官、原摘料他

ω  
。

4，5∞ 6 4，500 

600 250 講座 ｊ ｾ ｉｻ 世経費

3.0ω ωo 見学金、誘演全等経曹

4，0ω 6  1.200 実務篇習全、 コン9 - )レ等経費

140 A  10  

2.5ω 6  2，500 

20，6ω 6  2，060 研究、調査受託費

2，300 6  250 

85，352 4，218 

62，167 2，318 本給、手当、賞与等

。
1.648 聴員 2名の退積金

7，270 6  180 社会保険料等事業主負担金

2，7∞ ωo 支部への吏付金 ・補助金

1，2ω 50 総合. 評議員全、理事会等経費

3ω 6  250 

1，100 6  100 電話料. 切手代等

1，4∞ 。全世収入磁替科等

7ω 6  300 

日 A  8  

4ω 6  20 

230 10 電気ft

15  
。

3，0ω 400 間走資産税、消費税、府iJi 民悦等

5ω 6  150 

3，920 。事務所持益費

4∞ 。新関脇読料、慶弔費等

。 。

514 6  514 

185，146 6  8，266 

。 。

30，658 6 14，411 

( i 主) 平成 6年度の借入金限度額は3，000万円とする。



4. 平成 6年度事業計画( 案)

本会は、本年度末で創立78年を迎えるが、主主設

省 所 管 の 公 並 法 人 と し て 最 古 の 歴 史 と 伝 統 を 保

持して お り、さらに創強制ヲ侍徴として被合的、総

合的な会員梢成と運営組織を有して L 、る。

現在の社会、経済情勢の変化 と学術、技術の発

展は目まぐるし L 、ものがあり、本会の雄築界に来

たす役割は、ますます重要なものとなっている。

本会会員の年齢椛成は、年々高齢化 し、また、

近年における個人会員数の伸び悩み、諸経質の増

お及び景気の低迷等により、本会の経営ボ況は、

極めて深刻な状況にあり、経営改善が当面の課題

となる 。

建築に ｼ 刻する各分野相互聞の迅 ｩｬｬｾ ・ 協淵に努力

を払いつつ、前述の佐営改善に向け会勢占むた、 と

りわけ若年問に魅力のある協会づくりに鋭意、努

める 必要がある。

この観点から、本年度において、個人会費の改

定により当面の収支改普ーを図りながら、会誌のさ

らなる内容の充実、現行事業のより 一 階 の 活 性

化 、寺干し、世代を魅きつける事業の企画 ・実施 、 業

務 の 効 率化 及び不動収益の確保などに取り組む

とともに、支部t雌哉の強化 と支部関係事業の充実

を図るものとする 。

上記の方針をふまえて次の苓喋を実施する 。

1 会誌「建築と社会」の発行( 編集委員会)

大 正 6 年 9 月の剣f lJ以来、第 2 次世界大戦終戦

前後のー剛切を除いて、毎月発行を続け、木会の

歴史と伝統を継永するとともに、会 員 連41Fの手段

として、また、建築の専門家と社会を結ぶ桜点と

して、会誌は、重要な役割を果たしている。 本 年

は第75j ! 主の発行に入るが、建築関係各専門分野が

相 互 に 協 力 す る 編 集 体 制 の 下 に 、 問 題 の 関 連 づ

け、 問題点の一層の掘り下げを行うほか、ニュー

ス性を盛り込み、建築界等に対する作搾財却4誌と

しての価値を高める。また、 l時宜に適した特集の

編集や幸平年初を魅きつける ユ ニ ー クで新鮮味の

ある誌面など、ますますその内容の光笑を図り、

頒路の開拓に努めるものとする。

また、 fi 1J .iL75周年記念事業として開始した「建

築と社会」の復刻版( 創干IJ 号より昭和30年まで7

の刊行を継続し、木会諸活動の記録制尉寺すると

ともに、日本現代史、特に建築史や都市計由史の

研究者に資料を提供する。

2.  r建築技術選書」とくプロのノウハウ〉

( 出版委員会)

「建築技術選書」は、創立60周年記念事業のー

っとして昭和53年度より、本会の企画の下に学芸

出版祖が発行し、昭和60年度までの出版物は38illt

を数え、広〈 ーづ般に頒布されている。また、技術

逃魯の姉妹版 として、H召和59年度から、手際よく

要点を整理した判りやすい内容でイラスト入り

2 色刷りのくプロのノウハウ> シリーズを発行

し、平成 5年度までに22附を刊行した。そのほか、

昭 和61年度からはおIJ立70周年を記念して「建築技

術選告榊装版」を 9 'ff1t発行し、これまでの刊行実

絞は言祁9il 仕に及んで" いる 。

本年度は、< 特装版> r建築生産の合型化 』、 r*

にまつわる トラブノレの刑列 ・附 味J < 建 築 編>

及び< 設i糊漏> を発行するほか、適切なテーマと

拶自主者を選定して、社会のニーズに退応する刊行

物の発行を図る 。 また、これらの出版物ぞテキス

トとして使用し、著者自らによる実務的な講習会

等を制鮒t して実施する。

3 講習会などの実施

1) 建築工事実務鱗習会( 教育委員会)

本会創立直後から各種技術税習会を実施して

きた力士戦後は昭和32年 度 以l泳 中 堅 技 符 緒 制 す

象とした講習会を毎年IJ 制緩し、平成 5 年度までに

延 べ54回の開催を数えている。

本年度は、現j場実務に即応した講習内容のさら

なる充実を図るほか、支部等での本講習会|捌. mの

拡充などに干TI. f ! 霊的に取り創 lむものとする 。 また、

ＱＱ 剤、の要 ￱ｾｊ に適応した実務教育のあり方につい

ても検討を進める 。

2) 剛多会等( 司ー叫 接1，，( 会)

l時宜に適したテー? を選ぴ、会誌の特集との述

携にも留意しながら、講演会、統智会、初H彦会を

実施するとともに、ｾｔ￭必 ￮ｾ 築物について、その建

築の怠図、設計の主旨などを発注者または設計者

から聞く会を開催する 。 また、各磁ビデオ ・テー

プを活用した映写会をｾ胞する。

3) 見学会( 事業委l..i. 会)

近代建築物、由緒ある歴史的な古建築物や地域

開発プロジェクトなどを対象とする見学会を毎

月 1 回程度実施する 。 また、年 1 - 2 回は地方者11

市での見学会を企画実施し、地方会員との交流と

ともに当該地域の廃史や伝統文化 t の触れ合い

を図る。

4) 若い会員の集L 、( 事業委員会)

手干い会員の! i ¥. ¥l ( 性と i荷カを展|井lするため、サロン

形式の集会を適宜開催し、 rwu: 市と参加者の対話に

重点を笹き、会l..i. 相1互 の 刺l室 ・交流を図る。

また、協会の活性化を図るため、上記1) ー4) に

つき、若者に魅力を抱かせる事業 ・催し物の企画

. 実施に努める 。

4. 新建築材来初鯛査検討 ( k l ! : 材委員会)

景気の低迷を反映して、メーカーの新製品開発

も減少の傾向にあるが、今後、メーカーとの告‘ 剤t

交換制掘的に行い、過去に紹介した製品につい

て も 使 用 指f樽 の 今 円 (1勺許倒的[ J えるなど、会誌

「建築と社会」での「新必卦4紹介コ ーナー」の権

威を高め、より魅力のあるものとする 。 また、建

材 関 係他 団体と協力しながら、会員に、より的確

で Ｇｾｍ な情報の捌共に努めるほか、事業委員会と

協調して、者い会11. にも魅力のある建材関係の見

学会を企画する。

5 . 青年技術者の顕彰 作戸判抑附守巡考委員会)

1I i".;f n29年度から本顕彰を実施し、平成 5 年度ま

でに602名を顕彰した。本年度は41Ij" i ] 自主? 迎える

が、例年の通り ｩ 前 ＳＵ 歳以下の会以の弐 ｾ Ｎ ｡ を選考

し、「娃築と相会」紙上でl l iMsする。

6. 工高生デザインコンクールの実施

( 教育委以会)

昭 和30年以来、全国の高等' i 等弘主築科の生徒を

対象として設計技能の向上奨励のため、水コンク

ーノレを; k ; 施している 。 平成 5 年度までに延べ808

枚、 4099点の応募があり、逐年、参加1岐及び参加

すfIまtl "llJ Uしている。本年度は買i40l ulコンクーノレを

実bをする。

7. 工高等建 築科優秀卒業生の表彰( 教育委員会)

IIH和27年度から木表彩を実施 し、平成 5 年度は

211校、 232名を表彰した。

本1J 三j支も ''{..=J 校長の鍛l穏により、 40同 nの表彰を行

フ。

8. 図・ 関覧制度の充実( 司下務局)

昭 和63年度から本会所蔵のi'till な図:fJ . ! =、資料を

公 ｉ ｊｆｊ しているが、平成 Ｕ 年中の ｊｊ ｉＮ ｉｾｾ ［ 折は ＴＳ 手うであ

る。本年度も l矧系団体の間程: t ; IJJ .立との情報交換に

努めながら、 ｼ 比 ｉ ｾ 王者の ｦ 更を図るため、さらに，ＨＺ主主 ｩ 二い ｬ

谷の充夫と整備に努める。

9 . 闘査・研究業務の受託 ( 事務局)

公共同f本 公 的 機 関 そ の 他 各 方 而 か ら のJ 司査 ・

研究委託について、受け皿l の整備を医l りながら、

般紙的に対応する。また、可能な坊令、この成果

を「主. I ! : 築と社会」に発表し、斯界の発展に資する。

10. 支部、地方との連携の強化WIt会全体)

本会組織の強化 t 会勢の拡張のため、各市設委

l 1.会、. t j i . : 務局等協会全組織 ・全ZJ¥: 撲を通じて、支

部及び地方との迅 ｭ Ｇ ｾ を密にし、支部正 ｬ 訴事 ｴ の強化と

活性化を図る。

また、支部未設置のj t ! l J 岐については、設置条1 ' 1ニ

を目j切ぷしながら、支部の設置を働きかける。

11. 会員の増強( 協会全体)

協会のPRi 荷動の活性化、会11. の 1tI，) J による会

以柑強、 また、兄学会、議潤会等制tli し物への一

般参加者等を対象として、平，! 't極的に会1，，( 加入1fJJ 奨

を図るほか、退会手続きの変更など i品会防止策の

実施により、会員の増強に努める。

12. 喋務の効率化等( 事務局)

作業の効率的執行及び事務の効率化により経

費の削減に努める 。他方、有利な資金運m、また、

会議室使用料の改訂など収益の向上を l玄lる。

13. その他

会員相互間及び関係者との親睦・交流を凶るた

め、新年会や忘年会などを適宜開催するとともに

業務の円滑な推進のため関係団体との協調を緊

密にするほか、適当な事業に対しては、後援、協

伐を行う。また、協会運営に支障のな L 、純聞で、

会議室を会民及び一般の利用に Ｑｾ Ｑ Ｚ する。

3  
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r30's EY E-21世紀へのエキサス」をテーマ

に、 30ft を中心に様々な分野で ご活蹴の

方々をゲスト講師に迎え、従米の講演会形式

と は 迷 う「 語 り 合 い 、 情 報交換を行う場 ｊｾ つ〈

りたl 't 考えています。気軽にご参加下さい。

京都ホテル

見学会

撮 影 1994.3.19 

日 時 1994年 5 月27日悩

18: 30-20:30 

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

※ 大阪駅前第 3 ビJ レ21階

講 師 堤 展 子/ 陶芸作家

定 員 30人

※ 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，∞0円、 →i1 1，500円

※ 含、飲物・消費税

※ 団体会員扱L、は l社 l名

申 込 5月20日悩 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1  ) 催し名 ( 30'sEYE)

2)氏名

3) 会員・一ー般の別

4)職場名

5)参加5正郵送先

6)電話番号

をお知らせ願います。

※ 参加証を5月23 日(月)に発送

します。

申込先 (初日本建築協会事業課

大阪市北区キ毎回卜| 干530

大阪駅前第3 ピル21 階

FAX.348- 0634 T Eし348- 0633

主 催 (油日本建築協会

若い会員の集い小委員会

主 担 村 松一彦/ 大建設計

京都ホテルは、 100年の歴史を次の世代

へ引き継ぐ新しいホテルに生まれ変わ

るに当た って、次の 5 つのコンセ プ 卜

に則って創られました。

- 旧京都ホテル本館の根強いイメージ

に支えられた新しいホテルを車IJ る。

. 時代のニーズを先取りしたホテルを

創る。

- 都市景観と立地特性を最大限に生か

したホテルを創る。

- 寿命の永いホテルを創る。

- 京都ホテルグループの拠点ホテルと

4  

「建築家がARTをどのように考えてい

るのだろうか」ー多数の意見が飛ひ安

う割には、明確な解答を得た憶えがあ

りません。

rARTI STが建築家をどのように考えて

いるのだろう力、」という疑問を建築家

の方寸はお持ちのはずでしょうが、質

問を受けて難儀した憶えがないのは私

だけでし ょうか。

ARTI ST と ARCHI TECT の関係は、上下

なのか、別々なのカ¥同じなのか、ぼち

ぼちなのか・ ・・ 。

某有名建築家の意見は横に置いて、実

際に町のl . ANDSCAPE を作っている

方々の意見を聞けるようになるために

も、私のたぶんむずかしそうでない仕

事を見ていただけたら幸いです。

( 堤展子)

しての機能を持たせる。

これらの建築コンセプ卜は、ホテルの

運営コ ンセプトである 、型車・佳 ・窟' の

精神を、インテリア ・エクステリアの

デザインはもとより惰造や設備の創り

込みにも展開されています。 また総合

設計制度を採用して、京都て物めての

60mホテルを具体化するとともに水と

緑をテーマとする広い公関空地を創り

ました。京都の新しい街づ くりを積極

的に行い、京都を訪れる人はもとより

京都市民にも高品位なホスピタリティ

ーを提イ共できるホテルの新しい歴史が

始まります。 ( 小林Z 純)

. 主l ! 築概要

所 夜 地 京都市中京区河原町御池

設計監修 三菱地所

工事監し

設 問 清水建設一級建築士事務所

施 工 清 水 感 設 ・西松他殺J V

敷地I面積 7，244. 09耐

建築面積 3，916. 00m'  

延床前積 58，965. 08肘

構造規模 S、SRC、B4、16F、P2

ｬ￯ｾ ＷＮ ｽｪｾＧ ， ｾ＠ d  60m 

外部仕上花! 湖石打込PC板、アルミ型材

フッ索樹脂塗装

客 室 322室

駐 車 場 246台

工 具/1 1991年12月ー 1994年 5 月

堤 展子 ( つつみのぶ こ)

1958 大阪生まれ

82 大阪芸術大学工芸学科陶芸卒業

83 京都市立工業試験所稼業科卒業

パーマヰン ト

神戸市立須磨海浜水銀館

出展敷駅前開発

四 日市駅前開発

国際花の博覧会 ・大地の官官

ｾ 而 市立体育館

新居浜市立中学校

側腐を毎年、大阪、東京などでl持H距

1992- 93 BEMI S  FOUNDATI ON  

( USA O MA HA)  t目待による需I]( j主

主なグループ展

1985 インパク ト展/ 京都市立美術館

86 セラミツク ・アヰッタス・シガラギ '86/ 滋賀

i日立近代美術館、信楽伝統1産蔓業会館

8幻7 ア一トト. ナワ /兵/，有制1

8飽8 シガ. アニユ7/ "ν'官88 陶 .生まれ変わ

る造形/ 滋賀県立近代美術館

89 美術の国の人形たち/ 宮城県美術館

92 大きな 日 記 ・ 小さな物 ｮｾν 水戸芸術館

現代美術ギャラ リー

日 時 1994年 6 月 7日ω

14:00- 16: 30 

講 師 IJ沖本:iE.W清水麗怒詰博開長

鯉 稽 唯/清水・西松'J V所長

定 員 50人

※ 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地

京都市中京区河原町御池

参 加 費 会 員 1，000円、一般 1，500円

申 込 5月31 日ωまでに、ハ ガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1) 催し名( 京都ホテル見学会)

2) 氏名

3)会員-→宣の別

4)職場名

5) 参力需m送先

6) 迄絡先電話番号

をお知らせ願います。

※ 参加証を6月|日闘に発送し

ます。

申 込 先 制日本建築協会事業課

大阪市北区梅田 1- 1〒530

大阪駅前第3ビル21階

FAX. 348- 0634 T EL .348- 0633 



稿投
の

民

た

腕

一

h

ノ

3

f

-

の

安

売

り

E

ヨ

ヰ
J

九

パ

示

-
福

理

も

や

っ

て

ま

ん

ね

ん

=
『

f

1

0

会

u

-事

通

り

や

め

て

・

・
・

什

ゆ

H

U

北

疋

且

ん

つ

銃
部

仲
間

ピ

見

目

芯

近代建築見学会傍!回)

武庫川学院

上甲子園キャンパス

甲子園会館

+  

松山大学

温山記念会館

「建築とネ士会j 8 月号で「まちなかの看 と題 して、あなたがまちなかで見つけ をｼ枚 。 サービス半 ｉｊｾ キャビネ判の大

板 J ( 仮称) をテーマに特集を組むこと たスマー卜な看板、ユニークな看板、 派 きさ。光沢のあるイ土とげのモノクロま

になりました。 手な看板、 邪魔な看板、古い看板、変な たはカラープリント。

看板は都市景観の質を左右する重要な 看板、 ハイテクを駆使した看板、意味不 * コメン卜・・200明虫怠

要素であり、 街の活気を示すパロメ一 明の標識類…を、写真とともに「建築と ・原稿締切

ターであるともいわれています。看板 社会」誌上で紹介することを企画いた 1994年 6 月30日同

といえば、まず繁華街のネオンや雑居 しました。 . 送付先

ビルのそて看板、屋上の広告塔、野立て みなさまの多数のこ守銭高をお待ちして 柑宣法人日本建築協会編集部

看板などを思い浮かべますが、なかに おります。 干530 大阪市北区梅田卜卜3-21∞

は思わず笑ってしまったり首をひねる [t銭高要宅用 TEL.  06- 348- 0635 FAX .  06-348-0634 

ものもあり、その実態は千差万別です。 ・原稿内容 ・備考

組買掘の川ニ。はつとに有名ですが、 看板をとらえた写真とそのコメン卜を ( 1厚真は、返却いたしません。

あなたが通り過ぎた街のどこかに、あ お送り下さい。その所在の圏内外は問 (2燥用分には図書券を進呈します。

なただけが知っている看板があるので いません。なお、紙面が限られています (3)この頁は、モノク口印刷とカラー印

はないて・しょうか。 ので、技稿はひとり l 点とします。 刷で構成する予定です。

そこで、「こんな看板、見つけました j * 写真… … 気に入ったアングルの写真

本会ではこれまでも明治西洋館の見学

会など近代建築をテーマとした種々の

企画を進めてまいりましたが、本年よ

り、近代建築を歴史・文化財建築とし

て学ぶ視点に加えて、それらの修復・

再生計画硝IJ 造的デザイ ンとして、あ

るいは景観 ・環境デザインとして見直

そうという発想により、者専火の季節毎

にシリーズとして鮒売的な企画として

実施してまいります。皆械の積極的な

こ参加を得て有意義な見学会としてい

きたいと思います。

第| 固として、甲子園住宅地区の二つ

の名建築「武庫川学F克上甲子園キャン

パス甲子園会館 ( J日甲子園ホテル、設

計: j童疎新、竣工・昭和 5年、改修 ・平

成 3年)j と「松山大学温山記念会館( 旧

新田副u宣言十木子七郎、竣工. 昭和 3

年)j を訪ねます。

甲子園会館では、平成 3 年に完工した

本格的な改修工事について、特に大林

高 橋 保 夫 本会評議員会議長

逝去

3 月29日午前 l 時 2 介、腎不全のため

大阪市西区日生病院で死去されまし

た。享年81歳。通夜は30日、葬儀、告別

式は31 日に、大阪市東住吉区長居公園

日 時 1994年 5 月20日倒

13:00- 16:30 

講 師 山 形 加l V対反芸有伏増減蝦

;毎皇子克則/ 大卒村民信博日課長

集 合 甲 子 園 会 館

西宮市戸崎町卜 13

*J Rr甲子園口」駅より徒歩約

|日分

組の道草野克則氏を講師に迎えてお話し

を伺います。そして館内見学に加えて

平成 3 年に整備された大湯江茶室自

妙庵を有する南庭の散策も予定してい

ます。

また近くにある新田長ニ細目の遺邸は、

在阪建築家の木子七郎による数少ない

スパニ ッシュの館であり、まだあまり

知られるところの少ない西洋館です。

ぜひこの機会にご見学くださ L 、。

( 山形政昭)

武 li ll川学院上甲子園キャンパス甲子園会館

所 a 地 図 富 市 戸 崎 町1-13

設 計 遠 藤 新

施 工 大 林 組

敷地面積 17.312耐{ 現在)

建築 l面繍 2目 248m'

延床I師級 6.172m'  

4構造脱桜 RC、 81、 4F

竣 工 1930年 4 月

1930- 1943年甲子l胡ホテル

1944- 1945年海軍病院

1947- 1957年米軍宿舎

1957- 1965年大蔵省が管理

1965年 武庫川学院へ払い下げ

1972年 甲子園会館 t して附館

1990- 1991年外装改修 ・造問工事

内の臨南寺会館で行われました。

・役職株式会出縞組特別顧問

岡 元代表取締役冨l片士長

岡 元代表取締役副会長

定 員 30人

※ 申込者多数の場合は抽選

参加 費 会 員 1，500円、一般 2，0∞円

*干• .!1.i6 

申 込 5月13日悩 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1)催し名( 近代建築見学会)

2) 氏名

3) 会員一一般の別

4) 職場名

5) 割 慮 盛 雄 先

6) 連絡先電話番号

をお知らせ願います。

※ 参加証を 5 月16日(月)に発送

します。

申込先 (紛日本建築協会事業課

大阪市北区梅田卜| 干530

大阪駅前第3ビル21階

FAX .  348-0634 TEL.  348-0633 

絵山大学温山記念会館

所 夜 地 西宮市甲子倒口 l

設 計 木 子 七Jl II

敷地 ICii fft 4.315耐( 現在)

延1車両被 676耐

t骨造. ¥IH克 RC、2F( 一部81)

竣 工 1928年

. (紛日本建築協会歴
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主催 日本建築協会

平成 6年度第40回工高生デザインコンクール

設計課題駅前広場に建つ市民ギャラリー

課題の趣旨

余暇時間の増加にともなって、

余暇の過ごしかたは、健康管理を

考えたスポーツや趣昧をいかし

た絵画・彫刻・手芸などさまざま

である。

特に文化的な活動を行う人々にとって、制作だ

けでなく、手軽に作品を発表したり、観賞できる

場があれば活動にも一層熱が入り 、ひいては地域

設 計 条 件

1. 敷 地: 実際にある駅前広場を設定する 。ただし 、 1' 1111にfl12

してもよい。

2. 規 模: ｾ孟べ而航 ＴＰＰｭ Ｇ ｦＡ， ｗ ｬＧ 。 附数・構造はＱＧ Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ とする 。

3. 所 要 室 : 作 品 の ! 必示スペース・ ' Jq苦主 ・fr 時. fl l ! 所な どはj庖，'，

設ける 。

ＴＮ 配置計画 Ｚ 駅合との ｼ 対係を 示し、 ｾｉＨｽ ｬ＼や ｩｬｬ 封＿な どの， ￬ｬｬ ， Ｇｩ ｬ をＱｦう 。

5. そ の 他 球 越 の 趣 旨 に 沿 って、新 しい従' 奈のためのスペースを

ｪｩｾￏｉ Ｚｲ考一えてもよい 。

所 要 図 面

1. 配 置 図 : 縮尺自 [11 ( 駅合や駅前広場との| 対係を示す)

2. 1  階平面図: 紛尺 1 :  100 

3. 各階平面図: 縮尺 1 :  100 

4. 立 函 図 . 縮 尺 1 :  100 ( 2 間以 1: )

5. 断 面 図 : 紡 尺 1 :  100 (1 而以上)

6. 透 視 図 : ;B{ .nn: 防|を表すところ。お色 t l ll l。限枠! リ Jl に符えて

もよい。

7. 設 計 説 明 : &t ，i I 越旨 Ci L 地についての説明を合む) および主s3高槻

ｾＨ敷地而舶、Ａｩｬｬ築物の桃 ｩ 五 ・ 階数およ び ｊ ぷ稲村 ｩ な どＩ

を示す。

8. そ の 他 : 平而| 刈・断而似|には主t ，・1・:lt .J U、を 1心へする その

他必t-: と忠、われる 1><1而 を11"¥ｾ、てもよい

応 募 条 件

1 . 用 紙 rI色製l刈JIJ 紙 A 11坂 (594mmX  841mm) 1枚を仙川し 、

その中にすべてのｾ［ｪＨ Ｑ 立 Ｑ Ｅ を揃くこと 。

2. 仕 上 げ: 透悦1><1のほかはすべて! 日色9丹市11: 1:げとする 。透悦1'，1

は彩色fH紙に揃き、製 1><I)l J紙にのり づけしてもよい。

透視|有lや縦型写兵以外のJ l 占りつけ、ドィ11耐のパネル化は

行わない。

3. 応 募 資 格 . 平 成 6 51二4 m 見住、 7:; j '!!i ;:_'j: 校{ I : 絡の生徒て fl司人また

は ｾｾ ｉ 日 ｬ で制作したものとする 。

審 査 員 (50音順 ・敬称略)

委 員 畏 川 道 麟 太 郎/ 関西大学工学部建築学科教授

委 員 大 西 晃/ 側昭和設計企画設計部部長

奥 俊信/ 大阪大学工学部建築工学科助教綬

菅 家 克 子/ あるくネットワーキング菅家設計笠

北浦力、ほる/ 大阪市立大学生活科学部生活環境学科助教授

小島 孜/ 側ヘキサ

田中 直人/ 神戸芸術工科大学芸術工学部環境デザイン学科助教侵

遺 松 展弘/ 側目建設計第 11設計事務所設計部長

の文化活動にも貢献することに

もなるだろう。

本課題では、そのような作昂の

制作にはげむ人々に発表の場を

提供するとともに、車と乗客の通行の場と化して

いる駅前広場にゆとりをとりもどし、地域住民や

旅行者などが気軽に立ち寄り 、支流することがで

きるようなスペースの提案を期待している。

4. そ の 他 :JIJ 紙や|文1%には、 "-1:校名 ・学年 ・氏名など応務者がわ

かるような表示は行わないこと 。

ネ以上 1 - 4 の条f ' 1にi主反した応募作品は、う1 ; : 怖とす

ることカf ある 。

応 募 方 法

1.  )JIJ 紙川紙に、 "'i: 校名 ・所在地 ・ef: 年 ・氏名を記入し、封筒に入れ術

封し 、1><1%の裂に貼りつけること( 記入J l J 紙が1 E りない犠令は被写

して下さ L 、) 。

2.  J I<I，;I制作で応募する宇; は、 1 . の記入HJ 紙に ili 名のうえ 、代表者に

九ｾ ｉｬ をつけること 。

Ｓ Ｎ 応 、 ｾＧｪ 作品はＢＭＱＺ校を通じても ｾｾ ｈ Ａ ， すること 。

締 切 期 日

平成 B年 日月3D日 (金) 付の消印をもって締め切る。

送 付 先

干530 大阪市北区梅田1丁目1番3-210日大阪駅前第3ビル21階

社団法人 日 本 建 築 協 会 第40回 工高生デザインコンクール係

入選作品の数および貧

ＱＮ 人選 ｦ ｾ Ｚ ＱＱ Ｑｉ ＱＱ を ＱＰ 点、とする 。

2.  人i逃芸針f竹作1乍:: "1仏l川J品Jh'V1のうち均か‘ らf故i泣k訂i催公秀1賞11 ＮＧ ｾ， ［ ，ふ ｩ

r灯Iυ!附向博I およひぴ:'J記己念品を目納竹る。

3.  {也の人選作品には、賀状および1 ' tl 仰を則る 。

4 .  J. i : ;、必(，全 Ll に参加賞を 11Mる。

T E L ，06-348-0633 

* 人選作tilt のl版権は本会に111¥し 、ま た入選作品は本会にて f止符する。

入 選 者 発 表

./tti' tのがi*は、科学・校ならびに本人に通知lするほか、本会の会誌' . r建

築と十|会J 11) ]1. ) に発表し 、入選作品は翌 1 月号に掲紋する 。

浜崎 影/ 消水迎殻附設計本部大阪支庖般計部部長グループ長

平尾 和洋/ 京都大学工学部建築学教室助手

本多 友常/ 附竹中工務庖大阪本庖鮫計部設計謀長

松本 陶俊/ 側束畑建築事務所設計部設計部長

三 谷 幸 司/ 側大林組本庖建築設計第 3部部長

森田 芳次/ 側安井建築設計事務所設計部副部長

山下 弘/ (1榊坂倉建築研究所大阪事務所取締役



「建築と社会」誌

大正 6年 HI に誕生した U本建築協会 }倒当lに変え、特= 集と作品作風頁を二本 0635.  F A X  06-348- 0634) まで。

(当時 ・|叩 qm築協会) の、欄i対誌は 柱に、シリーズ、もののTI を織り込み、 ｪ 仮 ｾＧ､ｩｬｬｩ 格は ＱＲＰＰ Ｑ Ｑ Ｑ ( 込料・ iiH'H:見合) 。

特集一覧 ・ J 9 7 4 - J 994  大正 6年 9 )' )に n剥西主I ! 築|出会斜ロ: . t : J そのH寺々 の圭l会 を 閃l央したテーマぞ選 なお、 「主I!築 t 社 会J IIII刊号- l I f{ 刷130

と題して創刊された。大疋 8年 に「日 んで仙総してきた。 年 12. F 卜号まで全87巻の復五11版が、 1991

ヰS: ! i J ! 築協会雑誌J 、さらに l 年後には 取り上げてきた特集テーマ I.:C日己の t 年 ＱＰ 月 からＡ順次発行Ｈ不二 ＦＧＱ • Ｑ • 版Ｉ ・配

「主I ! 築と社会J と出遅j し、今 日に至っ おりで、パックナンバー購入希望は、 本されているので、許制11まH本雄築thl，

ている。 IIT{OHI42年からは体裁を A4変 11本建築協会事務防 (T E L 06-348- 会事務局へお ｲＺ ｩｪｾ 、合わせ 願いた ｌ 、。

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

1974 ・既成市街地 ー ・建築生ill2l:. ・ ， ［ｾｉｍ プレハ ・脱線防水工事

Vo/ . 5 5 ・fft 史 的 ・明日の建聾は ・ ｪｴｬｾ ーユー ・ピノレの1' : i ・第 21 1"1 ・ピル防災に
・保養所作品・ の 住 宅 地 、 流通機併の プ 住 宅 の ・み E り・ の先 i世1刊H

環 岐 f* 会 r うなるか・ タウン計画・ エネルギ化 青年技耐n. Ｑ 期する ＱＲｾ
務自'1の方策 変魯 椛 造 設 計 の対策・

1975 • p  C 板 を ・建築 t プレ ・生治相| 水 ・人 I:ll 環 段 、ュ

VO/. 56 ・剛? 館 ・東i抑 制 築 ・イン7 Y 7 ・ 使 mL  t. ・・社 会 ・ ・郁i / i の景観 ストレスト 処 FI [ 胞設 t  しての ・騒f U慌 t ・第 22 [011 ・集合住宅の

二 is築 ・法. 1: . 施設 コンク， 一 防1干材料 青年技柑z・ 設fiij.

r"業化住宅 ト情造 のあ り方ターミナル・

1976 ・詔 コ7←
・集{ I : f 本の ・設 備 か ら

Vo/ .  5 7  雌デザイン ・ 建築基礎叫 ・ 医療 ｍｧｾＮ ・ 床凶 ｴ ・ 往築防災 ・ 市街地整備 Ｎ ・ 工州築の ・ 鉄什構造の ハ ー ド 戸 時防止 )1寵 ・第 23 [OI[ み た 雌 の

の1¥11組}，IX ・ '" 材 料 . 1: .法・ i生jiij ・ ジョイント t 断熱材料・ 青年H: 桶B・の 動 向 . .， ，... - .... •. .， _  .- .  -.... - • :1 7 ト・ | 問題点

1977 . デザインの ・兵 w m - ・日 本 時 貯 ・コン川目トの ・刷地にお 11 る・n 本i J 宅 ・ミニ乱開発

Vo/ . 5 8  動向一部分 その風よ t .T哩切?竺f7列? ; 品川R刊脊理 t. l3色ρ.戸脱制 . 身f隊 附f

t 全(体本 . k佳E築. k処E築y界; のt管F攻 1行7政指碍の占向 酷を例 l L  i  ｾ処ｉＡ築作品ミニｼ同附 ａ制 ｩ 琵へＮ

1978 

アザインの ・医療施設- ・組合方式ド 、 哨 ・C A  D ー

Vo/ . 5 9  動向一酬の ・水・ 病 fj 建築 t ・外 野 塗 装 ・制 度 附 山 よ る 集 4 ・住 宅 設 備 ・新 L l 耐同 設 J!- 1:. ・ 一 般 h ・第251"1 ・ ピノレ原境

瓦 ， 材 料 . is 築・ 設Jt. ｾＮ＠ Ｎｾｉ＠ ｾ ＮＮ＠ ，II X - J 庁年技栴ri'
コントラスト V織ンス 7 ム 住宅 Jt 同

一 コンピュ - j

1979 

Vol ω ・転 換 釦l の ・大 阪 府 Hl' ・コンタリト ・+テルi ! 聾 t ・n 付 随 没 ・ill 物の終局 ・庄 内 の ・80 年 代 の ・第261百| ・建 設 業 の

再開発・ ポートタウ; ・附業空/ i il のひびぶれ ・n彬規制・ 情報システム の 変 貌 ; 強度の検討・ H ' 1( り・ インテリ 7 ・ 青年I .Hi i X' 労 務 州 ・

1980 ・ω年 代 の ・今 世 の ・最近の盟n喧聾
・車計制青年Il 曲者 ・二れからの建

'o/. 61 都市 t 控襲ー 省エヰルギー ・安 井 建 築 ・住 宅 の ・建築行政 t ・最 近 の ・制1，lij;(・観 t ・届 内 体 育 ・水 ぎ わ の ・今後の外葺 ・転機1 : 1: つ 築設計 t 新耐

t ちづ( りの の 趨 勢 設計事務所 耐 久 性 ・ 法規・ 防水工法・ 7メニティ・ 施凡の J 備・ まちづ( り 欧H仕上材・

歴史 ｴ 展望・ ・ ｩ￟ 築金物・作品ｾ・
臥 集合住宅・ rt 誌Jt 法・

1f t :  ・".，国のね ・f ート ピ7 ・台lifr まわり ・シーリ ング ・災 害 t 法 ・抑1，li11宅一 ・1 ? ? i h ・32品! :tfi . |ltli 上旬j壁の ・第 28 ["1 ・障 害 者 の

職能; 古・ - ｾｴ Ｉￎ｜ の のn - i而1 1:. 一安全な環境 住 ま い 子 t め1: /l:市畳帽を Ilt(・t .. ｾＺｾｾｾ Ｚ］ｾｾ ｖ Ｏ＠ .. ＺＺＢｨＭ ｩＺＭｾ ｾ ｖ｟ ｉＧＢｉ＠ ｾらしやす い

'81・ ¥ 材の知識・ . 11 担 J It  L  1: 間畳間 性能評価・ 青年技術 ti.
ff! ldiJH1il ・ 設 1品・ をめざし' ( Ｎからの尭ｾｾ・作品 ｅ ・の世割・ 環境 t 設備

1982 ・医療施設- ・tII，li l .' t観一 拍 ・i主本にみる H ・第 29 [ii] 

'0/ . 63 ・新たな商業 ・省エヰルギー 地峻医療 t ・近後の地盤 t ちなみE観 ・大阪i!ilT合 ・ホール建築 ・大 ス パ ン ・Uil .fl J 品 目| ぃu ちづ( ｾ＠ 占年技樹高 ・風上 ・家主i

空間の展開 . 1: .掛!日間i ・ 設備計画: 1: . 地質ー へ の わ ・ ( 第一期) ・ げ ・ 制 ・ 作 品 集 ・ ・i - Uテ; ・24? 庁舎 t 人1111 ・

1983 ・l剥i J I j の ・マイコンの ・It両に釘 11 る・大 阪 駅 t 仰 ・Jlt i毎の将米 ・オフィス ・ ・プレストレスト ・車却阿青年世嗣古

Vo/ . 6 4  脱 文化を 叫 へ の ・2 3 2 3 ? - t A d ;;3;2;;1 ( ー ミナノレ ・3 2 1 1 ; t 文 化 を インテリア 蹴コンタ 9 ・F11I l pq ・日 間

考える や1m シヨン じノレ J 考 λ る の変革 ート構造 ホール・

J 984 _ '11 W. U. . . r.¥I!II OIO . ピ ル の ・t ちの活性ltl ・" r り t ・ 軍 Ｓ ＱｾＱ 青年社耐者 ・ 光応川
Vo/ . 6 5 ・1T;?? ・l問 問 の り 山 ユ ー ・叫 産 業 t ・住 環 境 と 商 量 空 間 ・iI 'i 防設備の それを H H ・市 町 凶 ? ・胸 情 工 法 ・ディテール

ｴ 州 ｈｾＧｪ 趨市防ピノν 222?際空 ロポット i問尭 法措11' 主 ・げ よ-tJ1 ポ イ ン ト ～ＮｾＧＧＧＮＮ＠ ＱＺＮ生 ｬｩｬｩｾｬｭ の思想 建 築

1985 ・ ｾ 111陣式への遭 ・情 報 化 を ・ホ ー ル ー ・建物の表tn- ・建築 t 水の ・1&合人体 t ・村野藤再の 叶

Vol ∞ . 大 附 物 iE ・・? Z T 2 . 議官ZY絞 め( ・る服 t  11  fJ f 生み 最 近 ! の ・iA出 .持h J F114町 服にみる: ・FP43 ・31十む11

守 λ る榔，I i '11 情 だ す 文 化 一 外 壁 材 科 学 l剖閉1m ・nl ! 設計作間「るi l ! i毎

1 9 8 6 1 れからの ・屋桜ーその ・??f J Lt z ・イン什ジェ ・建 築 防 災 ・聞尭ーその服 ・インテ 97 ・

Vo/ . 6 7  ントピルの ・自治体常繕 t 法 ・21 世 紀 の 的仕掛11の躍を ・C A D - ・オ7{  ^空間 ・第 33 阿 イタステン

住空間I - G，1i型 デザイン t . ? : からの 建 築 1: . 公共建築 ・大阪市庁合 目l，ii 1: . 設備 も l めてー その応l川 聞 の構成 刊 a樹高

集合住宅1:みる 紫材 防水 1 法 設 備 計 画 (第 2 却0 ・ツ イ ン 21 リニュー 7ル

1987 ・Ui ・ 1注 ・ . a拘t街並みの

Vo/ . 6 8  ・fill 立70周年 ・同日必J する 1止 符 施 芯 ・室 内 の ・行政建築家 ・シティホテル ・J i どまの 接点 ・第 34 IIO[  

・入 浴 物 語 ・腐 食 記念号 東 海 へ ・大 阪 府 叱 仕 上 ! 末 ・ 臥 の 可 能 性 の 設 備 街 づ く り ・l昭和l 設 計 青 年 技 術 担

体 育 会 福 作 品 集

忠 告 . ホテノレ物評 - T41i t i 護-rf?:; .処物の外装 ・ r.J 1.c‘ m住 ・111? ? ; ・21 世紀への 叫 11 振 ・制 腕 住 宅 - r i f ? ・7年b z . i由貿'

u ・1J 品21 -F 宅事時1 V 7レヲシ ュ・ t ちなみ 酬 を考 λ る ・ 大阪府営ＡＡ ・ ＸＰＰ 号 ｾ￨ ｬＡＺ .  

刀勺 . 夢れをのせ 3:U;仏凶叫i口:ふ: J品:LEJ42; .勺:υJJJ ふ; . tハちづ引( り川 . 附 会 tげ .吋吋州川師勧制刷，1市li棚i

輸 送 設 陶 t 法 まちづ〈り t 設備 1 7 一 ト . ユ- ず- 害加 f汗I( .i:年F 技術 J布号 バピリオン

90 間年記主 t 伝統技術・ ・工法 撞葺Jltlll 作品島のハウジング

口r守 .勺3f以JAれrrirrr1り???.r ふι ι:31jin品長

199引1 一丙両戸石示 否宍了了亡て瓦不 可1i「一一一一高烹F 一函冨百玉一一一一石石石訂宗7石前訂亨万7 訂 E布存E百王石亙可E 石主五芸 F π 守 7万Z  
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月報 平 成6年2月分 万

9  



北 側 夜 景
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設言十監理 ・

菊 竹j腎訓建築設言十事務所

構 造 / 松 井 源 吾 + 田 中 輝 明 建 築 研 究 所

設 備 / 建 築 設 備 設 計 研 究 所

施 工 ・

建 築 / 鹿 島 大 阪 支l苫

電 気 設 備/ き ん で ん

給 排 水 衛 生 設 備/ 扶 桑 管 工 業

空 調 換 気 設 備/ 高 砂 熱 学 工 業

京都信用金庫本届

京都信用金庫の寸主の矧副主、京者附言用金庫が「コミュニティー ・パンク」

として地域社会に貢献し、金副嚇聞としての新しいあり方を主張するとの

理念に基づき、昭和四十五年から平成五年まで約二: 卜三年間、平均して年

2  - 41苫舗の設計を三fqt川、これまでに70庖舗余りを数え、! 日i I i の玄関れま

現恋全庖舗の80ノf 一セントに達している 。各府舗の言 li函にあたっては、 コ

ミュニティ性にたち歴史的伝統をふまえ、パンクを周辺の長械との司明 lの

なかに設定し、金融後|刻にコミュニティー活動に対する機能を被令して、

コミュニティ ーセンタ ー としての表現を目指した。 一方建物には、金制! サ

ービスの機能変化や悩唱え技術の変革に伴う更新性が求められ、その一つの

解答が屋根シェノレタ ー を一本の柱で支えるアンプレラストラクチャーで

あった。

本底では、そうしたコミュニティーパンクの計画の産念決算としての他に、

金融自由化に伴う ニーズの多段化に対応できるシステムを、新たにどのよ

うな形て'11)( り入れるかがテーマに加わっている 。

本j苫は、旧本! 苫の老朽化と籾棋の拡大に伴う雄て替え工事として、計画さ

れた。 YI: l cl 也は芳諸[1の都心にあって、今後も商業の中心として手y . 認が予想さ

れる凶粂通りに面する。この通りに商するオフィスビノレとしては{ i : わたの間

口をも っ この建物が、通りそ分断する 巨大な鐙 とならぬよう、またr : J f . I かれ

たコミュニティーパンクの象徴として、ファサードにはバンキングホーノレ

部百商を被うおき 10メートノレのカヲススクリーンを採用し、出l面ガラスを組

み合わせたクリア ーなJ ゲラスの列;住を表現している 。

バンキングホーノレは、コミュニティーサービスの核となるスノ f ン19 ，2メー

トノレ、 3 フロア吹抜のアトリワムを中心に、周囲にテラ ーカウンタ一、融

資窓口、応核 ・打合せスペースを主体的に配置し、バリエー ションゆたか

に展開できる法当主スペースとしている 。四条通りに沿ったカ。ラススク リー

ンの内部は夜 8 1時まで開放して芸中隊監1 ' t や休憩、待ち合わせに利用できる

アメニティープラザ、とし、また ｬ 階ｊＫ｛ ｦＡＡ リには様々な地域の情報を技 ｍｾｾ する

インフォメーションプラザ. 、 3 階には会号' I i .、集会はもとより、コンサー卜、

展示会、税i員会等各種イベントに対応、可能な500人収容のホーノレを設け、地

域サービスにあてられる。これらすべてがJゲラススクリ ー ンに向かつてア

トリウムぞ介して開かｮＮ，四粂通りとの ー イＫＡｾを高めている 。

本部機 ｴｭ が入る彰 ｉｊｾ 階のスパンもノ ｦ ンキングホーノレ同様 ＱＹＮＲ メートノレで、

O Aフロアの採用とともに、レイアウトの自由度の高いワーキ ングスペー

スとしてし、る。また最上| 符にはメンノ f ーの利用て‘ きる レストラン、カフェ、

茶室、アスレチック施設などを0 : 1: 0 庭を中心に設け、二|仁山や 東 山 創 出:f に者11

市のオアシスを提供している 。

( 中西宏 次/ 菊竹清訓建築設計司王務所)

ブ リ ッ ジ

11 



バ ン キ ン グ ホ ー J レ

役員階ロビー ダ イ ニ ン グ ホ ー ル

京1言 ホ ー ル よ り 南 側 を 見 る

12 

所 在 地 一 一 一 一 京 都 市 下 京 区 四 条 通 柳 馬 場 東 入J レ立売東町 7

敷地面積一一一一一 3 ，922. 84 m'

建築面積一一一一- 2，858 . 59m'  

延床面積一一一一 25，128 . I Om'

情 造 規 模 一 一 一 S ( 一部S RC、 RC)

工 期一一一一 ＱＹＹＰ 年 Ｖ 月 ｾ ＱＹＹ Ｓ 年 ＱＲ 月

最 寄 駅 一 一 阪 急 ・烏 丸 駅 、 市 営 地 下 鉄 四 条 駅 よ り 東 へ 徒 歩 3 介

撮 影一一一一北嶋俊治( ア ーキフォト )



断 面 図 1  ・ 12∞

④ 

配置図・ l' 皆平面図 1  :  1200 



南西面外観
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言宣言十監理 ・

(財) 神 戸 市 都 市 愛 備 公 社

坂 倉 建 築 研 究所 大 阪事 務 所

施 工 圃

建 築 / 鉄 建 建 設 大 阪 支1苫

電 気 設 備/ 森 、 辻川 、 酒 井 建 設 共 同 企 業 体

昇 降 機 設 備/ 三 精 輸 送 機

大 型 映 像 設 備/ 三 菱 電 機 関 西 支 社

展 示 / 乃村工事基社

こうべまちづくり会館

「こうべまちづくり会ftl¥"j ，阜、積極的に街づくりの新し L、手法を展

開し つつある神戸市の、老告i I i が並ぶ元11IJ1IfiI苫街の まちづくり の拠 点

である 。

「市民トイレj r市民ギャラリー」 等、おなじみの施設のほかに、こ

こだけの施設も含めて、元町 商l苫街の一角に、 お庄のスケーノレで、

地 下 1 階に「市民ギャラリー」、1 階には「市政情報コ ーナー」 と「市

民トイレ」、 2 階に「ホーノレ」、 3 ・4 附には「まちづくり情報セン

ター」 等がたてに積み重ねられる 。

これ詳 の施設に、元町通りから、たて方向に人々をスムーズに誘導

する「イ可か」として、計画されたのが、ガラスの箱に納められた開

放的で低快な階段である 。

その主主!日Jl 、っぱいに、モビーノレ「海と空の間」がただよ っている 。

その箱ーは外に対して鬼平若! ! な有在を示し、作者の新宮晋さんが言 うよ

うに「魚たちが泳寸大きな水槽のように見えるかもしれな L ' j 。又、

附段を昇り降りする人々には、同じく新宮さんの言 うように ri 皮や

芸のr: aをかきわけるような」気分を味わいながら、上へ下へと導び

かれてゆくだろう 。

「こうべまちづくり会館」の、これからのソフト商の充実に期待し

たい。 ( 太田隆信・斉藤正吉 /坂倉建築研究所)

l '皆平面 図 I  :  400 

所 在 地 一 一 一 ー 神 戸 市 中 央 区 元 町 通4- 1 - 2- 14

敷 地 面 積 一一 一 332m'  

建築面積一一一一- 286m'  

延床面積一一一一 1，97 1m'  

術進規模一一一一一日 1・2F .RC、IF .SRC、 2  ｾ＠ 6  F' S 

工 期一一一一平成 4 年 2 月 ~ 平 成 5 年 10月

最 寄 駅 一 一 一 J R神 戸 線 ・ 元 町 駅

撮 影 一 一 一 一 ス タ ジ オ サ ン プ ロ

n皆踊場よりモビールを見上げる

H 皆踊場より

15 
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設言十監理 ・

清 水 建 設 大 阪 支 j苫 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 ・

清 水 建 設 大 阪 支1苫

丸善京都ビル

京者11で最もにぎやかな四条河原町の交差点から、 河原町通りを北に

指令200町L とった所に位置する丸善京都底の建替計画で、ある。

洋書て京日られる丸善の京都の核となるこの主主物は、書籍・洋品等の

物販用途と、レス トラン ・喫茶の飲食用途の複合庖舗ヒツレてや、フレ

キシフツレで重力線の明快な、使い易い底舗として言1-001され、またショ

ップフロントに 2 屑吹抜の広場を設けることにより、通りを往来す

る人々のたまりとすると共に、庖舗のゆとりを演出している。

外線は、文脈のない河原町通りの街並の中で、いかに京都の地域性

と、丸善の企業イメ ー ジを表現するか、をポイン 卜として言村重l した。

、伝統と未来の融合r をテーマに定め、基壇にインド砂法の石貼り、

車曲部をオ ープンジョイントのアノレミノ f オ、ノレ、項音日をガラスカ ー テン

ウオ ーノレ い づ三層構成主? とり、それぞれに過去・現在・未来を対

応させ、立面に時間軸を重ね合わせることを意図している 。

全体のニュー トラノレで抽象的な表現の中で、アルミノ叶、ノレのグリッ

ドパタ ーンが古い京都の条坊制を暗示させ、各音11の細やかなテ川テ

ーノレの組み合わせが、町屋の構成を連想させるなど、直接的な引用

ではなく、概念の上で、の、京都。という地域性にコミットしている 。

アーケードの速なる、小きめの庖舗の並ぶ河原IQT通りの中で、突然

現れるエアポケットのような帝国広場が心地良〈、この建物が人々

の生活の中に融け込み、通りの新しし、顔として校新寸くのも遠くはな

いと思われる 。 ( 小倉正志・中村安志/ 清水建設大阪支底)

-u

 
1 階平面図 I  :  600 

所 在 地 ー 一 一 一 京 都 市 中 京 区 河 原 町 通3条 下 る 3丁 目 奈 良 屋 町294

敷地面積一一一一一 701 . 9m'  

建 築 面 積 一 一 - 62 1. 0m'  

延床面積一一一一 5 ，047. 0m'

構造規模一一一一 S C、一 部 S R C、 BI F、 8F、 P I

工 期 一 一 一 平 成 4 年 6 月 ~ 平 成 5 年 9 月

最 寄 駅 一 一 一 阪 急 京 都 線 ・四条河原田丁駅

織 影 一 一 一 藤 義 則

外観正面( 全景)





..， 

設 計 監 理 ・

安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・

大 成 ・多 国 ・大 林 ・竹 中 共 同 企 業 体

T 8 ビル

必は也付近は、大|切符庁をはじめとする ー辿の官公庁舎の佳作計闘が

進展しており、地域としても更に活性化カ決月待されている 。

4>: ;n曲は、東洋シャッタ 一本社社屋と当商の余剰スペースをテナン

卜オフィスとして音hi!i lされた。

昨f.(.#t .成 I; t . 、地階ぞ i駐恥機械室と念周Z、 l 階を玄関ホーノレとショ ーノレ

ーム、 2 1l'Aから 4 階ぞテナン卜階、 5 階共用大会議室をはさんで上

|府6 階から 9 mを束洋シャッタ 一本社としている 。

基準階はリフレッシュコーナーの設置、会館O Aフロアーの線用等、

小規模オフィスヒツレとしての現実的な使い! 勝手を考慮した計聞と

した。

'JL而計画は、総築|刻i車の多方面に展開する企業の本社として、* 酎夫

で開放的なオフィスの表現ぞ図り、ミラ ーガラスによるカーテンウ

オーノレとした。 またファサー ドカ守北面であるため、太陽光のH寺問変

化による宏mの変化が少ない こ とから、垂直方向のV カットぞ同材

で組み込み、リズム感とアクセントの表現をじまlった。

0111原宏幸/ 剣ド建築設計tll 務所)

⑦ 

1  ，皆平面図 1  :  500 

所在地一一一一大阪市中央区南新町 ｬ 丁目 ＳＶｾＳＹ 番地

敷地面積一一一一- 531. 72m'  

建築面積一一一一- 446. 817m'  

延床面積一一一一- 4，551. 452m'

構 造 規 模 一 一 一 S 、一部S R C、R C、B 2 F、9 F ， P  1  

工 期一一一一平成 4 年 4 月 ~ 平 成 5 年 10月

最 寄 駅 一 一 一 一 大 阪 地 下 鉄 谷 町 線 谷 町 四 丁 目 駅

撮 影一一一川元斉、伸和
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晶文社

1993. 5 .30引l

85W半IJ 128頁 2，900円

岩波書后

1993. 8. 20: 刊

新書判 256頁 580円

朝日新聞社

1993. 10月刊

86宇IJ 327頁 1，600円

何とも不思微な内容の本。読者参加型 長年、弁護士・新聞記者としてまちづく 建築の本ではないけれど、読めば読む

のワークショップ形式で、まちづくり り や 建 築 の 問 題 に 携 わ っ て き た 著 者 ほど実に興味つきない内容を持ってい

のデザイン ・ゲ ー ム が 繰 り 広 げ ら れ て が、日本の都市計画の仕組みゃ、それが る。 日本に関するほ t; f あらゆる分野の

い し 原案は、建築の企画や設計に、住 引き起こしてきた問題についてわかり データが満載されており、出版された

民の意志を反映させることを目的とし やすく解鋭する 。地価高勝、民活、規制 のは昨年の 10月と少し前になるが 1994

てアメリカで発案されたものを、住民 緩和といった社会や政治の動きをから 年版であり、情報としては最新と考え

との共同作業で完成した 5 年間の成果 めながら、あるべき都市の姿とその実 ていい。英和対訳式で過去のデータと

の集大成である 。と言っても、内容は本 現方策をさぐっている 。 共にグラフ ・チャートをふんだんに使

当にゲーム感覚で楽しめる 。 住宅のイ 普段、都市計画の内容に関心を持つ人 用し、主な企業や諸国体の電話番号も

メージを写真から選んだり、デザイン は少ないが、近隣での高層マンション 掲載され、しかも 86判 で327頁、ポケッ

課題オークシヨンがあった り、計画進 の建設や商業施設の進出等を契機とし トに入り便利な事この上ない。 国際化

行すごろくがあった りと、ゲーム性も て、はじめて、その重大さに気付く事に すればするほど 日本のことを知ってお

あるけれど、的はしっかり突いている 。 なる 。本書は単なる都市計画理論の解 〈必要があるし、情報化すればするほ

日本読者のために、東京 ・世田谷でのワ 説書でなく、市民の立場から具体的に ど必要な常識の範囲が広がり、これま

ークショップの例も掲載されている 。 都市づくりを考え、進めようとしてお で多少専門的介野であったことも当た

(Y. I)  り、地織でのまちづくりに取り組む人 り前に話題となり、求められる知識も

工事現場に輝くオンナ

松村みち子著

• 
NTT出版

1993.  11 .30刊

四六判 256頁 1，500円

建築 ・建 設 ・土木関係に、女性の進出が

目覚ましいこの頃ではあるが、「わっ、

このような分野まで女性が・ J と知ら

される本である 。鉄筋工や、大型トレ ー

ラーの運転手にいたるまで、うまく言

ったもので彼女達は‘ テクノレディ' な

どと称されて、活躍している 。その活躍

の背景には、 3 Kと言われる職場ゆえの

入手不足を解消しようということで、

企業が女性に目を着けたこともあるら

しい。 体力での差がないよう仕事のや

り方を工夫したり、現場をクリーンな

イメージにしたりと、それなりに受け

皿は用意されており、またそこで働く

女性遠も GAT' N系の仕事にやりがいを

覚 え 生 き 生 き し た 椴 子 が 害 か れ て い

にと って、元気づけられる一冊である 。 幅広くなる 。建築という行為が社会の る。でも何となく、企業の「歩く広告塔」

(A. Y)  ほぽ全ての介野にわたり、色荷な介野 みたいに扱われている気がしないでも

の人達と関わっていかねばならない今 ない。工事現場でのいろいろな問題が

の時代、この本は我々の知恵袋として 解決されて、現場が輝いてこそオンナ

大きな味方となってくれそうだ。 も 輝 け る の で は な い か と い う 気 も す

(1.1) る。 (Y. I)担当: 会員企画小委員会/ 伊藤郁郎・稲木裕子 ・山苦手章子

20 建 築 と社 会 ・1994. 4



神戸市では、 長 田区南部地域を中心に旧市街地

に広範囲に存在する戦前長屋 地 区の再生が大き

な課題となっている 。 これまでにも、地元のまち

づ くり協議会と協働しながら各種住環境獲備事

業洋Fを進めてきたところで、ある 。

「インナー長屋制度( ヰ中戸市インナーシティ長屋

街区改善誘導制度) J は、戦前長屋地区の建て替え

促 進 と 健 全 な ま ち づ く り へ の 誘 導 を 建 築 指 導 行

政の商から総合的に支援するため、平成 5 年 6 月

に全国に先駆けてl I i lJ定したものである。

神戸市内に残る 戦 前長屋のまちなみ

l制度の趣旨

建築基iliii 曾去は、全国一律の最低限基準をベース

にしつつ、 地 域 の実情 に 応 じ た 抑 力 的 規 定 も 数

多く用意されており、地域特1 : に応、じたまちづく

りが一定の範囲て可能なしくみとなってし、る 。

神 戸市における戦前長屋地 区に着目すると、

敷地 規模 か現 小

神 戸の戦前長屋は、明治後期から日前日中万期にか

けての急激な人口増にあわせ、民間借家として大

量に供給されたものである。幅員 3 m弱の前面道

路に、 4 - 6 戸を 1棟とする平屋 形式が- - - - i l 史的で

あった。その後、入居者が買い取るなど権利関係

が複斜L化するとともに、 1戸単位で、の増築が繰り

返され、現在に至っている 。 1 戸 のJ加也親族は10

- 15坪ときわめて狭小で、ある 。 2項道路による 中

心品約必昼を行い、建ぺい率60 %の範囲で建て替え

ると、既存の床面積すら石断呆できなくなってしま

う。 これが建て替えの進まない原因の一 つで あ

る。

区画道路は整 然 と配置

当時の長屋の宅地移場合にあたっては、条皇帝IJ に

編集委員会法令分科会
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神戸市インナ- シティ長屋街区

改 善 誘 導 制 度

よる区画に基づき、道路の築造が行われた。 こ 次のすべての項目に迎合する区域ヵヲ七象となる。

のため、区岡道路は幅員 4 - 8 m程 度 の 規 模 で ①ヰ11
1戸市のインナー シティにおける長屋等の

100m強ピッチの碁挫の白状に整然と整備されて 密集している地威内にある こ と。

いる 。 これは、長屋地区の再生ピジョンを考える 一 一 こ の制度の適用を受りなければ、健全な個別

上で考慮すべき有利 なt侍性のー って、ある 。 建て替えが困難であるような戦前長屋等ぞ抱え

コミュニティの熟成 る地域に適用を限定してし、る 。

住哀蹴に対する将来イ象を考えるにあたり、生命、 ② 土地 利 用 の 方 針 お よ び 地 区 施 設の 整備 計 画

財産 の 安 全性等 客観的基準に基づき 一律に引間呆き が定められている 地 区内にあること 。

れるべきものがある 一 方、用途混在、土地 利用 密 一- - ' ( 1; 環境整f綜β業 実 施地 区のように、まちづく

度等の程度につ いては、ハー ド、ソフ ト両面から りの方針が定められ、住民等 の 合怠を得ている ー

の地 域 特 性 を ふ ま え て 、 強化 と緩和のバランス イ本の地区内にある こ t が必要である 。土地利用 の

をとるべきものもある。その際、たとえば者11市 全 方針や区画道路の整備方告|につ いては、被数街区

体のビジョンを検討する場合には行政プラン ナ を合む地 区としての全体 ビジョンが必要との考

ーの専門性が発揮できるが、街区単位程度での住 え方による 。

環境のあり方を検討する場合には、 地 域の風習や ③ 住民や土地所有者等 の 合 意に基づき 、地区言十

相隣関係といったきめ細かなファクターが入る 画または建築協定等 によ って建て替 えノレーノレが

ため、 居住者と専門家が知恵を出し合って検討す 定められている一定の街区であること 。

るこ とが必要である 。 一ーイ者区全体 に つ いての建て替 え詳細イメ ー ジ

戦前長屋地 区の居住者は高齢化 しており、地減 が定 められ、これを担保するための地区言h!!i l等 の

に密着した自営 業 も多い。長年住み慣れた居住者 決定を必要条件としている 。

にと っては、 地域の住環境について、利点欠点と 街区建て替え計画( 地区計画等により定める内容)

も十分把握 している 。 まちづくりの詳細 なピジョ 建築物の高さ ・階数の最高限度、壁面の位置の

ンを検討する上で、行政プランナ ーで は 発 想 し 制 限、敷地規艇の最低限度等 の項目のうち、 必要

えない個 性豊かなアイデアが出される場合も多し、。 なメ ニュー を逃択し、 地 区言t J ! ! i i 障により定める。

古くからの居住者が多い戦前長屋地 区では、街区 集 団規定の適用の合理化

を限った 特別 施 策 を 実 施 す る 上 で 住 民等 の 経験 街区の状況、街区建て替え昔|僅lおよび住環ザ謹

を活用できることも考慮すべき点である。 官嗣Z業 の内容、住民等の合意の範 囲等を考慮し、

以上の特性をふまえ、戦前長屋地 区での建築基 特定行政庁は、次の建築基当曾去上の 7 つの緩和規

準法上の建て替え支援策を考えるし 定のうち、必要な規定を組み合わせて適用する。

① 既 存 の 区 画 道 路 の 配 置 、 紺 舵 活 か し 、 こ れ φ 押 距 離 の 指 定 ( 法 第42条 第 3工蔚

を必要に応じて部分整備することにより自動車

交通の処理が改善されるので、あれば、街区内の前

面道路の大部分は元の幅員のままでもい し、ので

はないか。

② 住環境主計百戸作業等の実施により、街区内に適

切に小公園等 のオープンスペー スカ可制呆され、ま

た、個別建て替えの積み重ねが街区環境全体の悪

化 に つ ながらな い よう 一 定 の 建て替えノレーノレが

住民 等の 聞で 定 められるのであれば、個ｊｬ ｉ ｊ ｾ 知 也 に

おける建ぺい率 を 緩和しでも L功、のではないか。

③ まとまった規模の敷地での共同住宅の新規

供給や小規正英単位での共同建て瞥えに対し、機動

的 に 容 絞 率ボ ーナスを与えられるようなしくみ

を設ける こと は、総合的 な住裁可を燈備を進める上

で有効で、はないか。

これが、 インナー長屋市IJ度 のtt; 1j 定の趣 旨である 。

この制度の適用により、現在取り組んで、いる各地

区での住環境獲備事業を側面的に支援すること

もできると考えている 。

l 制度の概要

適用対象地区

→全面道路幅員の緩和]、腕也面棋の増

但述路の廃止 (i法第45粂 第 1項)

→⑤ との組み合わせによ り 如 也 耐 Ｑｾ の増

信満区指定( 令第 131条の 2第 1項 )

→道路主将刷1lJ 限の緩和

④ 角見知也等の指 定

→建ペ L、E容の緩和

⑤ 工 区 区分 型一団 地 (法 第86条第 2:cft)

→ 集団 規定の総合的緩和

｀￑，ｾ 合設言 問 ｉ ｊ 度 Ｈ法第四条の Ｒ 第 Ｑ Ｚ｣ｦｴＩ

→小 さな公H丹空地の石鮒呆によ っても適用 し、

小さな容積 率 ボーナス等 を 与 えるも の

､ 濡導主割ｾ型 地 区計画

→ 割ｾ 率の 移転等 による拠点開発への耐愛

*  

現X: Eのと ころまだ適用事例はな いが、住環境整;

備 事 業 を 実施中の複数地区において、 地 元のま

ちづ くり協議会と 事 業担 当部局が、市1]/支適用 を

前提にした街区の詳細建て 替 え計画の検 討 を 進

めていると ころで、ある。

池 口 和 雄 神戸市住宅局建築部指導諜
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Repor t 一一大成建設側技術研究所コンクリート圧縮強度コンテスト実行委員会

圧縮強度3，238kgf / cm

2

が出た!

一 学 生による「コンクリート圧縮強度コンテスト」

• 
参加条件

ー一一- ーーーー一一一一一一
iiiiiIii;，;:;:. ;，::1 

- l ，800kgf /  cm' の聞に20チームがひしめくと いう

高い ν ベノレの闘いとなった。最高強度は2，551kgf

/ cm'- 守党む丞過最低強度はl ，805kgf / cm'であった。

この結果から、上位15チームを選抜した。

惜しくも予選通過を逃した中には、骨材に短〈

切断した鉄筋を用い、しかも切断面でのセメン卜

ペース 卜と の付着を良くするため、ひとつひとつ

手作業て羽向 ｉｊ 加 工をしたチ ー ム、練り混ぜ Ｗ ｾ に 盛

汁を、 ＧｾＱ ・材にＪを ｩｩｉ セラミックプリックを用いた女

子大チーム等、ユニークなものが見られた。

• 
コンテスト本選

コンテストの本選は、大成建ｾ喰術研究所を会

場とし、 tfわk.: 1，OOOtonの戟荷ffrlJ.l.Jii機( 写真 4) を

用いて行った。試験には参加各チームのメンノ f ー

が立ち合い、 写真 5のように供試体製作か法、 創

立工夫の内容、苦労話等を披露してもらった。

.  前記のように、本選には4 >15X 30cmい、う予選

より大きな供試体を採用したため、最大荷重は

500ton以上となるものもあり、破壊l時の御法のす

さまじさは、 ffrl坊主』こ立ち合った人々を鋳かせた。

本選の結果のうち、上位 5 チームの成主立を表 1

に示す 。 倒 ｾｉ 立東京理科大 学 理工 学 部土木工判ヰ

チームであり、 3，238kgf /  c m' い、う静l換すべき値

であった。圧縮強度試l樹iZの供試f本の破片を写真

6 に示す。 同チームは、 予選でも 2，551kgf /cm'と

いう成紅tで第 1位となっており、本選まで、の短い

期間でさらに工夫を重ね、このようなすばらしい

高強度を達成した。本 コンテストのような大豆ゆ生

試体による圧縮強度試験結果としての この強度

は、アメリカを中心とした、高強度 コンクリート

開発の先進諸国の文献にも見当たらず、恐らく世

界最高言酸素ではないかと考えている 。

この技付税年持徴は、以下のようなものでやある 。

・結合材として普i丞ポノレトラン ドセ メン トt シリ

カフュームを使用している 。

・* 結合材比が緩めて小さい ( 12%) 。

・ステンレス錨株立を骨材 として いる 。

R C造による超高層建築物の例写真 1

コンテストへの参加は大学生および大朝泊三と

し、 1 学年ヰ 1 チームとした。

コンクリ ー卜供試体の製作条件は、 学生諸君の

臼由な発想を妨げないように、できるだけ緩やか

なものとした。コンクリ ー卜で あるという こと を

基本条件 とするため、使用材料上してはセメ ント

等の結合材、* ，骨材およびイ医針昆利剤のみとし、

これらを練り混ぜ、その他の方法により→本化し

たものに限定した。主な条件を以下に示す。

① 結合材 1. T k @! 性無抵島オイ料とする 。

② 供試f本全体が均一な構成である こと。

③ 骨材の程掬は自由とし、 コンクリ ー卜 1 m当

たり 120 リットノレιんとf史周すること 。

④ 紛雌、レジ、ン等による補強は認めない。

⑤ 製作方法および養生) ] i 法は自 |主! とする 。

⑤ 供試f本の寸法 ・本数は以下の通り とする 。

・予選用 4>10X 20cm 3本

・本選用 4>15  X 30cm 1本

本 コンテストて1立、まず予迭を行ってチーム数

を15チームに絞り、本選を行うこととした。

大成建設株式会社は、平成 5年に創立120周年

を迎えた。これを記念して、技術研究所では全国

の土木 ・建築系の大学生に呼びかけて、コ ンク リ

ー卜 の圧縮強度を競う コンテストを開催した。

コンテストのテーマ は「コンクリ ー卜 の圧縮強

度はどこまで高められるか」であ り、研究のよう

に詳細な実験 ・』指可制子うものだけで。なく、 学生

らしい自由な発惣て"jj l:!戦し てもらおう、い、うも

ので、あ った。
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• 
コンテスト予選

10 

予選は61チーム合計183本の供試体( 写真 2) に

ついて、最大300tonの誠荷試験機( 写真 3) を用

い、圧縮強度認; 験を実施した。

予選の総平均値は1，481kgf /  crrfて、あり、 1，400

360 480 600 800 1  000 

コンクリートの設計基準強度 ( kgf/on')

210 

。

ご承知1の方も多いと思われるが、近年高強度 コ

ンクリ ー卜 の研究 ・開発が伍めて盛んに行われて

いる 。特に建築椛造物においては図 1、写真 1 に

示すように、鉄筋 コンクリ ー卜 造による超高層化

の要求に対して、設計毒主詩的立i度600kgf/cm' までの

コンクリートが実現しており、さらに800- 1，000

kgf! cm'の超高強度 コンクリ ート の実用化研究が

笑施されている 。

このような状況の中て二このコンテストが、比

較的地味な分野てある コンク リート 材料の研究

に注 目を集め、活性化の一助になればとの願いも

こめられた。

参加案内の送付は、日本コンクリ ート 工学協会

の年次吠会に過去 3年以内に コンクリート材料

関係、の論文を発表している大学 ・:料 ( 土 木 系74

大学半年ヰ、建築系54大学判ヰ) 制機として行っ

た。 このような{往しは、わが国では、はじめててい

あり、どの程度のチーム数の参加が得られるか心

配があ ったが、女子大学、申立国の大学 を合め61チ

ーム (47大学) の応募があった。

鉄筋コンクリート造におけるコンクリートの設計

基準強度と建物階数の関係

図 1

予選用供試体

写真 3 300ton載荷試験機

写真 2

建 築 と社 会 ・1994 .422 



写真 4 1， OOOt on載荷試験機 写真 6 優勝チームの試験後の供試体

学生による

コンクリート圧縮強度コンテスト回臨珊

本 選 出 場 チ ー ム

三軍大学工学都建築学科

北海道大学工学都麹築工学科

東北大学工学節土木工学科 晶

ー一一一一守Ｍｲｾ .. ， _ _  

23大学理工学蹄洋也知 すプt T7「

日本大学理工学部強築学科 2 ト

日本大学生産工学部建築工学科

東北大学工学部趨築学科

千葉工業大学工学部建築学科

名古屋工集大学工学部社主開発工4

京都大学工学部建築学第二学科

日本大学工学部建築学科

東京理科大学理工学部土木工学科

九州大学工学部遺留都市工学科

新酒大学工学部建値学科 1・・・・・・ 写真 5

参加者による説明

表 1 本選上位 5 チームの成績・使用材料・調合・成形方法・養生方法

圧縮強度
イ史用材料 * 結合

*  

結合材

高性能

チーム名

(kgf /cnt) 

材比

(kg/ m')  (kg/ m') 

減水剤

結合材 骨 材
( %)  (kg/ m')  

東尽理科大学

3. 238 

千1ιi盈セメント ステンレス鋼粒

12 130 1，081  64. 9 

理工学部土木工学科 シリカフューム 鉄;粉

日本大学

2. 753 

」手ｾｂＱセメント フエロニッケノレスラクや

12  103  1，030 34. 0 

理工学部建築学科 シリカフューム 鋼粒

日本大学

2. 708 

普通セメント

ステンレス鋼粒 15  134 895 26 .8  

工学部建築さ手守斗 シリカフューム

名古屋工業大学工学部

2，457 

低アノレカリセメント 川砂

17 100 588 29 .4  

社会開発工学科 シリカフューム 石英) 守岩砕石

名古屋大学工学部

2. 306 

低アルカリセメント )11砂

15 90 600 18. 0 

土木工学科 シリカフューム 石英j守岩砕石

一- Repor t

. 1，000kgf/cm' のフ。レス /j幻| 予を採用している 。

・200.C 高i，'ij' Jm葬/ ¥議生を採用している。

第 2位の日本大学理工学部建築学科チームと

第 3位の日本大学工学部建築学科チームもこれ

に近い条件を採用することにより、 2，700kgf/cm'

凶 ニの箇布施渡を得ている 。

これ らに対 して、第 4イ立の名古屋工業大学工学

部社会 Ｑ ｾ ｲＮ ｊ 発工学 科チームと第 Ｕ 伎の名古屋大学

工学部土木工判ヰチームは、制 と し て金属等は

使用せず天然材料の組み合わせにより、 2，300

kgf /cm'.以上制倒某して いる 。特に第 4位となった

前者は、他チームと巽なり、現場純工可能性のあ

るスランフ" 21cmを引制呆すると同時= に、比強度てやは

約1，000kgf /cm' という最高値を記録した。

本選参加15チームのうち、予選の成品交を上回っ

たのは、わずか 6 チームてあり、供試体の寸法が

大きくなると、成形 ・後生カ喫If . しくなる ことをう

かがわせた。

• 
学 生 の 自 由 な 発 想 を 期 待 し て

コンテストは、参加した学生の 「コ ンクリ ー卜

の圧縮強度向ねい、うテーマに対する其撃な取

り組みと、経静性に拘束される企業の研究者て冶

考えつかない自由な発想、により、すばらしい成果

カ汚号られた。これら参加者の糠々なアイデアのい

くつかは、今後のコンクリ ー ト研究の発展に寄与

するものと 期待される。

また、参加した学生の方々からは、本コンテス

トに対して好意的な感想がよせられ、継続を望む

声も数多く出された。 このような結果から、大成

建設では本年もテ ーマを変えてコンテストを実

施する予定にしている 。

最後に本誌面をお借りして、参加された学生の

皆様に深謝いたします。 ( 文責・黒羽4定嗣)

Ｑ ｾ Ｑ Ｇ 材容［ｦ ｪｾ

(  Q/ m')  

成形方法 養生方法

487 

tJ[ 1し出し 1成)1ヲ iAt7lc獲生後

1000kgf /cm'フ。レス 200"C 加熱

499 

突き様による 温水養生後

突き回め 200"C 加熱

544 

突き校長による ￬ｾ ｜ｴＷ ｬ｣ 養生後
突き固め 200.C 加熱

701  

スランプ21cm オートクレー 7-Q，&

パイプν ーター 20.C 水中

686 

テーフQノレノ fイプレーター

オー トクレーフや

と突き勝
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財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

干565 吹田市稼 白台5- 8- 1

TE し06-872-0391 FAX. 06-872-0784 

業務時間 9:00- 17:15( 土曜休業)

滋機搬鱗線総戦線機織縛織機織皆曜

鶴欝欝寵 綴織綴幾綴議議織機畿綴織機織審議

ヨ ｆ 斤宮官ヲ ｅ 五党 と ｾ斤実見員 蕎 ユ、 核疑 者吾来召プヤ

新 館 完 成

平 成 5年度の施設設備の一つで、昨年から工事を進めていた幸斤館

がこのほど完成しました。工事用材料試験室、検査室、土質試験室

が移転し、 3 月14 日から業務を開始しております。

なお、幸庁館の完成に伴い、上記試l験室の電話.F AX番号が変わって

おりますので、お問 L 、合わせ等 は下記にお願いします。

ｾ＠ 06-834-0561  ( 代表) .  F AX  06-834-6657 

新 館

土 の 大 型三 軸 圧 縮 試 験 装 置

土 質 ・基礎部門てやは、平成 5 年! 支施設整備計画の一環として、土

の大型三軸圧縮試験装置を導入しました。

現在、一般的に実施されている土の三軸圧縮前換における供試体

の直径は、 d =35mm- 50mmて、、ある。ボーリング澗査に伴ってシンワ

オーノレサンフ。ラ ー に採取される粘性土や、海砂などの上l分交的粒径が

小さな試料に対 しては、 50mm程度の供試{材歪て、対応可能( 粒径分布

のよいこ仁で、( 供試f材歪) / ( 試料の最犬粒径) =  5租支まで可とされ

ている) であるが、盛土工事などに用いられている土材料には、少な

からす守総組子が含まれてし 、る。 小径の三!r. al1:共試f本を用いて礁の含ま

れる 土材料の強度特|生を抱握する i際には、実務上は試料の本幻支を以

下のように調整して試験が実施されてし、る。

①最大粒径を対応、可能な大きさに調主をする 。

② ￭ ｩｩＭＮＮＮｫＪ立径を対応、可能な大きさに調整するとともに、キｾ支分布を

元試料と相似な粒度( 粧径加樹曲線において同じ勾配を持つ粒

度) に合わせる。

①のプ対去による場合には、相対的な車陣立分の合有率が大きくなり、

強度特性にtl鐸ドするだけでなく、圧縮性を過大評価する恐れがあ

り、 ②の方法 による場合には、 1現i材 の 粒 子 閥1半のh:錦 町 、 強 度 剛 企

を過大割引fi する恐れがある 。 この他、非排水試験tこお し、ては、 f共試

併Z径に対する相対的な粒径が大きくなるほど、メンブレンペオ、トレ

ーションの影響( 図 1 ) で強度ぞ過大前ヰ面する恐れがあるジ

ι L上のような問題点をできるだけ回避するためには、径の大きな

供試イ木を用いて三 軸圧縮主t 験を実施する必要があり、 当昔日門てやは、

以下の性能を有する大型三11!11i 圧縮副験機( 図 2) を導入した。

24 建 築 と 社 会 ・ l 捌 4

f共試体寸法 : φ，300mmx  h  600mm 

許容軸載荷加重: 20tf (油圧サーボアクチュエータを使用しての繰

返し誠荷も可)

許容側圧 : 10kgf /  cm

2  

( 空庄一水圧変換式)

本装置は、基本的には「粗車立材不斗の三軸試験の供試f本作製フデ法J (土

質工学会基託喜久 J SF T  530- 1990) および 「粗半立材料の圧密排水 ( CD)

三軸圧縮試験方法J ( 土質工学会基準 J S F T  531- 1990) に基づいて

設計されており、本装置を刺用することにより、粒度分布のよい試

料であれば、最ブζ キ立径五Omm程度までの土材料に対応可能である 。

なお、粗沖立材料の三軸試験に共通する問題点と して、供試体端面

のベッテ川ングエ ラー ( 図- 3) の問題が挙げられる。すなわち、イ共試

体端面を平坦に整形するため、実際には存在すべき粗粒材カ主取り除

かれ、その凹昔日は細粒材て埋められる 。 このことに起因する供試体

端部のゆるみの景タ響で、イ共試体の岡Ir性を過小評価し てしまうという

問題である 。当部門では、これに対処するため、供試体の側面て、局

月「的な車Ihひずみを測定する方法2 ) を採用して、正確な応力一ひずみ

関係を得られるように努めようとしている 。

また、本装置は、組粒材料の三軸試験のみならず、 地中応力再現

用のCC( キャリプレー ションチャンパー)と して、以下のような応

用利用も可能と考えている 。

・模型杭の披荷試験

・土 圧言十や コー ンペえ、 トロメ ー タなどのサ ウンデ イング装置の検

定試験

〔参考文献〕

1) 土 質工学会、 ロックフイノνキ枠十の試験と割引号創立、 1982

2) 龍岡イ弘、礁の微小ひずみレベルでの袈涜舛射主 I 実験システムの1I限定一" 缶豆初移' e -

V oJ. 41、Nol O、pp. 792- 795、1989

試 験に関す るお問い合わせは、

土質 ・基礎部門の下平祐司、一 井英樹までお願 いします。

セJ レ水

セJ レ圧

0 < 一一ー

ゴムスリープ

図 l 〆ンプレンペヰ トレー γ ョン

存在でき

ない粒子

図 3 ベンデイングエラ ーの一 例

載荷フレ ーム

図 2 試 験 装 置 概 要



平成5年度

建築科優秀卒業生表彰

日本建築協会では、昭和27年より 全国の工業高等w門学校、高等学校、

専修学校建築家の優秀卒業生に対し、学校の推せんにより、本会会長の

表彰状を授与しているが、本年 3 月卒業生のうち、 209校 の232名 を 表 彰

した。な お、卒業式へのIl' ，}市依頼のあ った学校へは、最寄りの木会会員

が、木会計℃表して出席した。

工業高等専門 学 校 ( 9 校 10名)

品川工業高等学校

則無工業高等学校

釧路工淀川ｾ明 Ｂｊ 学校

岐阜工業 ｴ ，ｾｾ 型 Ｇ ｍＢ ｉ 学校

石川工業高等専門学校

伊l

明石工業高等専門学校

米子工業高等専門学校

呉工業高符専門学校

徳山工業 ｾｴＺ￮ 等専門学校

八代工業高等専門学校

榔域工業高等専門学校

，.，，，村ー 光 ｩ 主 ｾｬ ， I品目京第一日等学校

|日中 礼 子ｾ ｾ I  1昭和第一学l岨日等学校

| 剥沢其奈美. l . t I  日本工阜大学付属東京工荒高等学匝

山 本 一 日本lt I 小[ 111:点場北工業高等学校

佐 藤 彰 ぉ | 間

三 角 i京子お| 神奈川工業高等学校

ｲ｛｜ 谷 幸治 ｾｬ ， 同 ( 定時制)

石 丸 元ｾＮ

松 本 幸 絡 お

須 賀 洋-l l "

前. l I . 工来高等学校

同 { 定時制)

繍浜工業高等学校

高等学校 ( 186校 193名)

北町上工業高等学校

峡1軒高等学校

胞川工業苅等学校 安 田 一 永 お 1 '[lJ(. f工業高等学校

地川実業向等学校 { 主々木 Ｑｦｴｩｾ＠ 1 飯問民姫高等学校

小僧工業高等学校 佐々木賞信ぉ| 池田工業高等学校

同 ( 定時制) 宮 越 飽 Ｍｾ Ｎ ｴ ，上聞千 IUI 高等学校

ｾ ， ｲ 広工業苅 等学校 鈴 木 m真右| 長野工業高等字校

釧路工業部符学校 荒井利幸イｾ Ｑ 新 発問 ￭ ｴＮ ￯ｴ ，ｾｾＢ下校

札幌工業高等学校 渋谷典子お| 飾| 町) " 駐日等学校( 定時制)

日ｾ ( 定時制) 伊 藤 和正 ｾｬ 1 向川工業市等宇校

苫小牧工業 ｾｾＺｪ 等学校 大 和l谷 幸f-l:: lt 1 修将守工業高等学校

同 ( 定時制) 石 津 博光 ｾｴ ，天竜林業高等学校

名脊工業高等学校

函館工J世ー高等学校

!日iJ ( 定時制)

英明工業高等学校

偲市i工業高等学校

弘前工業高等二対空

同

光星学院野辺地工業高等学校

大船渡工業高等学校

久慈工業高等学校

盛岡工業高等学校

白石工業高等学校

秩悶工業高等学校

能代工業日符学校

摘手工業高等学校

1;;1 

1，'1 

会津工業高等学校

郡山北工業日等学校

日本大学東北高等学校

制島高等学校

大宮工業高等学校

字削宮工業高等学校

真岡工業高等年校

足平'1学問高等学校

同

足利工業大学付属高等学校

桐生工業高等学校

館林商工お等学校

高崎工業高等学校

同 ( 定時制)

長野原問符学校

藤岡工業高等学校

川起工業高等学校

武蔵魅生前等学校

市川工業初等学校

佐々木玲子ｾｾ ，刊行 Il 工業高等学校

安 斉 F晶子lt 1  同 ( 定時制)

平 l京 釘W I 浜松工業高等学校

池 田 知 弘 お | 同 ( 定時制)

藤 111 司 lt 1 愛知工業高等学校

加藤栄美子- l l " ' _ '，:s工業問等学校

小山内み ｅ りｾ，佐織工業高等学校

古 屋 敷 治ぉ| 盟締工業高等学校

大 知I c，晶 子 お | 半m工業高等学校

沌 由 利 佳 お | 名内1 >1市立工芸高等学校

伊 藤 政 敏lt Ｑ 名 ｾＯＺｴＱ 工業高等学校

f左藤 JiIt，yt .l. t  1 大厄工業高等学校

府::t F ｾ主主 Ｑ I 可児工業高等学校

三 村ー - ti¥Htl 岐商工業高等学校

ｾｬｩ 村一 ｲｾＱ 子ｾ，岐阜両工業高 等学校

高 橋 金 太 郎 お

保 坂 ｾｬｾ 没者

土岡武夫ｾ

松 崎 孝 夫 右

白 井 達 雄 お

佐 久1m佳 哉 君

王F 勉沼

野口重徳ｾｊＢ

三 好大事! 日ぉ

岡 野 浩 之 君

海発大事i I i お

旗 印 剛 土 器

吉 岡 井 司 お

平 林 敏 子 1 -1

有坂幸恵. l J

EBjl) 彩啓治

市川| 均:t:.

4艮}42 俊行:{'"

小 久 保 武 史 お

小林正利i ? J '

佐 藤 篤 史 お

高山工業日等学校

中山川工業日符学校

| 同商工高等学校

伊勢工業高等学校

上野工業高等学校

山工業高等学校

四日市工業［ｲｾｾ ｾ羊 校

同 ( 定時制)

敦賀工業高等学校

偏 Jt 工業大学付属福井高等学校

小松工業高等学校

味洲;)(lfi 高等学校

羽昨工業高等学校

金沢市立工業高等官学校

同 ( 二部}

日間工芸高等学校

日山工業高等学校

八幡工業高等学校

今宮工業高等学校

西野[ 1 ] 工業高等学校

大阪市立工芸ｾ［ｾ符学校

俄 H日誠. / } ;

榊校広晃- l l "

f!¥口tn二t! 11お

村 松 岡IJ./.t

高 田 和 彦 君

杉 崎 弘 幸 お

森 田 ＱｾＭｬｴ＠

久 保 問 敏 之 お

荒 金 鉄 雄 君

山 本 広./};

佐 藤 孝 也 君

小 松 清 次 お

山 口 晃 愛 お

で ｈ 州 ＱｾＭＨＧｬＧ お

荻野真紀. R

酒井 2産月ぉ

ｦｾｩ 刀朱美芯

北 原 Ｓ 司 夜 ｾｍ

l京 田 主ln宏お

中 戸賢二. / } ;

Ｊ本奈保美ｾ

荒 ぅ ｾ ， 十jl 一 泊

石 井 lJ J二 ぉ

藤田保之ｾ

杉 山 智 弘 お

桔 糠 径 代 右

大 村 智 美 若

杉 本 j告i通話

石 川 智 子 君

伊 藤 久 友 お

山 川 竜二 若

松 本 直 樹 お

伊 藤 友 彦 ぉ

小 林 智 子お

坪 井 亮君

加1納 兵 也 お

安 江 賢 太 お

悶ii Ii -( " . 哉右

松 尾 5長男. /};

上野ＭＨＢ， ｴ 古ｾ

後 藤 美 穂 お

森 政博J : t

平! ' i ut 澄芯

稲的 i ;i :n 

中尾美江子ｾ

事" 回議. / } ;

問 中 大 判iぉ

中 野 聡-l l "

前 浜 麻 里 君

動Ui 華 美 紀 お

宮 下 俗 博 お

岩 野 ＡｾＮｬｊ＠

松 下 静 枝 お

中 井 -(rpーお

長 谷 紀 秋 若

手足悶 美香. / } ;

野 邑 辰 i台:l t

今井飽- . / } ;

弘旺| 元右

中 村 英 樹 君

本年、出席願った方は、次のとおりです。

・九州産業大学付属九州産業高等学校

仰向工業高等学校

間 ｉｴｾ 第 二 工業高等学校

堺市立工業高等学校

大阪工業大学高等学校

J I ( 住吉工業高等学校

広津高等学校

伏見工業高等学校

祭良工業高等学校

古野高等学校

新冶ー高等学校

相歌山工業高等学校

4司l歌山第二工業高等学校

尼崎工業尚等学校

神戸工業高等学校

飽野菜毘高等学校

府l

東備工業高等学校

i"l 問実業高等学校

兵J，Il 工業高等学校

境港工業高等学校

ＮｲＮ ｾｊ ｪ［Ｈ工業高等学校

a."1t，' 工業日等学校

江j:j l工業高等学校

松江工業高等学校

市立問，11工業高等学校

ill 山工業高等学校

山陽高等学校

縞山工業高等学校

三1M工業日等学校

下関中央工業高等学校

萩工業高等学校

柳11工業高等学校

$ 々良学I咽高等学校

早柄高等学校

鴻域I . T，等中校

坂m工業高等学校

$ IJ( W工業.高等学校

高松工芸 ｾＧＺｪ 符学校

u 光工業高等学校

徳向工業高等学校

徳向 rl l央t:j 等学校

安芸工業高等# 校

高知工車高等 '!: l; 校

"，J  

同 ( 定時制)

帝京第五高等学校

京子工業高等学校

松山工毘高等学校

同 ( 定時制)

古問高等学校

訟山3 '1陵高等学校

閲川工l1tr. 等学校

戸畑工来高等学校

大阜悶高等学校

九州工業高等学校

九州産主大学付属九州産主高等学世

筑紫古高等学校

直方学l副高等学校

，n.柄工業高等学校

佐賀中央工業高等学校

四元俊男氏( 側) 割凶探設計耳瑞所1ω ト|事務戸膳待)

小 西 武 夫Al I 佐世保工業高等学校

大会事 Ｂ 吾ｾｾ I  悶 { 定時制)

奥村総美香ｾｾ I 向原工業高等学校

|罰Ji!!i ＱＧ￭ＡＺ也 ｾｬ 1 小川工業高等学校

桐 本 一正ぉ| 長崎工業高等学校

松 尾 澗 お | 涼 防 工業高等学校

立 花 路 子 お | 熊 本工業高等学校

ｾ企山 秀 仁 ぉ | 同 { 定時制}

諏iiJ i 和 i"'./}; 1 水俣工業高等学校

i且弁 i告二 ぉ| 熊本工大高等学校

l泊中 亜 弥 お | 熊 本 第一工業高等学校

片 知l 拓 也 芯 | λ 代第一高等学校

竹 田 基 . /} ; I 大分工業高等学校

榊 tt お| 鶴崎工業高等学校

田 中 -(rドイ圭ぉ| 日間林工高等学校

内 海 一 晃 ぉ 1 :大分桜丘高等さずよ校

安 原 型↑ 舌お| 小林工業高等学校

金 安 康 男 お | 日 TI i 工業高等学校

中 野 m志ぉ 1 rr 向工業高等学校

石 嫁 ｭ 台 ｾｴ 1 叩l滅工業高等学校

竹 内 ゆ か り お | 宮崎工業高等学校

|銅山 順 Ｍｾ ｴ 1  問 ( 定時制)

田 畑 n- お 111 ' ，ホ工業高等学校

佐 藤 健志- l l " 1 鹿児向工業高等学校

河 内 ftlJ 子 お | 沖 縄工業高等学校

住 吉 圭三ｾｾ 1 北部工業高等学校

藤 原 正勝ぉ| 尖旦工業高等ザ校

迫剛 ｾｾｬ I  

1:専修学校 ( 14校 29名)

山 本 時 丈 ぉ |

i度没 邦 彦./};I 北海道中央工学院l平門学校

吉 閏 謙 作 お | 同

上聞あゆみ ｾｬ 1 東京科学竜子工業高等学校

高 橋 勝 己 ぉ | 悶

ヲ" 上 利111自お| 銃犯九州理工w門学校

大 日 方 飽 司 お | 問

提 英 雄 ぉ | 同

小 池 直 紀 お | 同

森さおり. l .l 1  問

其鍋勝1 f I : { -1 1  同

架 谷 和 也 .l.l 1 説先制問理工早川i学校

川 島 隆史A. ¥ 1  問

由 本 rJt 久. l .l 1  同

今阿武志 ｾｬ 1  岡

西岡光 ｉｉｪ Ｇ Ｏｾ ， ｴ 1  同

伊 藤 一臣 ｾｉ ・ 早稲田大学専門学校

山 本 光 男 芯 | 浅 野 工 学WI"I 学校

大 探 知 也:/.t 1 金沢科学技術w門学校

出 水 隆 美 お I J;1] 

山 先 Ｍ ｾＮｮ ｬ 愛 知工業専 門 学校

山 内 友数ぉ| 東海工業専門学校

立 石 t告嗣./};I 大阪工業技術専門学校

問 中 雅 樹 君 | 同

工 藤 .ff E文 右 I Jf，J  

鈴 木 正! ! ' ! お| 修成主皇陵専1"伴 校

山 下 茂 仁 ぉ | 同

香 月 泰臣 ｾｬ I 京都雄築l早門学校

中本 ↑n- t!l 1ぉ 1  1日iJ ( 二部)

古 賀 大介お| 宮崎工業専門学校

野口明弘. / } ;

北 原 祥 雄 主I

金 子 泰 久 君

石 田 誠君

本多哲弘ｾ

岩 田 成 樹 君

星 兵 吾 君

徳永 111年久. tt

中 尾 一 君

福 岡 昭 典 君

村中ｻまｾ若

森 本 和 明 君 主

金 丸 臣 吾 君

小 林 和 也 君

吉 野 司 ぉ

高 岡 雄 樹 君

藤 原 恵 美 君

熊 谷 l喪主F右

尾 山 直 入 者

山 下 誠志

藤 島 弘幸日結

太田博宣告 ｾｴ

島 村 直美君主

高 山 英 美 子 岩

尾穏 健 お

烏帽子みどり君

渡 嘉 敷 其 敏 君

比 嘉 慾 雅 君

平 良 直 毅 君

中 田 和 子 君

藤 谷 i尚弘若

久 野 佳 昭 君

成瀬しのぶ君

品 田 美 保 定

林 拓 兄 君

吉 村 朋 子 君

佐 藤 周 一 郎 君

村 岡 一也 君

白 川 百 合 君

石 井 栄 作 お

山 辺 ゆ か り 右

芝 A 由 子 君

Ｎｆ ｾｦ 木賢 二君

棚田T 正 彦 君

奥 山 敦 志 若

山 本 裕 紀 忠 君

山 形 信也 君

保 田 充 代 君

市 川 順 子 お

工 藤 佳 子 君

乾 良 幸 君

飯 島 泰 員IJ 岩

川 上 寧君

小 林 一 文 お

沖 図 柄 ] 良 君

服 部 直; g

小 槻 純 子 君 主

丸 田 派t和 お
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それだけでは独立して {-rf E しないものについて考えてみたい。当

然 |勾苦I1ユニ ッ トとのセッ トてゆ]めてその存在があるものである 。|ノサ

部ユニットこそが目的をｲＺ ｾｾｉｾ たすのであって、この場令 ｩ 令ぃ宅気、ま

たは11変カ‘ い空気が出て利用者に快感を供するものである 。 そのH寺多

くの人々は外部ユニットが活動していることは宏、識していないTご

ろう 。 こういう類のものはt I 上の巾に 多く存在する 。要するにそのも

のの全体的カラクリまではな識しないのが塾通なので、ある 。意識の

必要もないと考えているかも知れないし、そうであれば存在しなけ

れば良いとさえ思うのも向然であろう 。存在しなければいl部ユニッ

トの存在も否定されるにもかかわらず、てある。自分にとって利子，舎

となるものを生む] 1ミの生産性に対して f: ' t の生産性、すなわち逆利誌

となるものが、プラスの手 ｉ ｊ 誌を Ｑｾ ［ Ｚ るためには 必ず 生じて来るという

図式を ii J i . に入れることが、り4イ七にとって特ーに必要になってきたと思

う。 あらゆる事象についてプラスとマイナスの収支決算:P:=ぞ作り、

知識として持っていることが必要なのである 。

さらに L 、えば社会現象の一つの閉ざされた系の 巾て二 f tの利 益 が

明大したり逆利誌のみとなる事象が，'1' ，引したとき、会社なら倒産で

あるカq .l 会では誰がこれを負担するかの I::J 越である 。一人ずつカ f収

支を令わせれば、現代がかかえる多くのn.n:，越は解決するはずと思う 。

河窪 耳志 京都工芸繊維大学教綬

住宅におけるエオ、ノレギー需要は、十1 <1氏の生前

ｉｾｾ の ｬ ￭ ｟ ，ｌＡ 二 ｴ こ伴って、今後、 Ｍ ｊｦＮ Ｇ 仲 びるものと

考えられており、地羽沼山l の保全ゃれ'iPi エえ、ノレ

ギ - jf lI Hi IJ のために、今後建設される 者Il dj・型集令

住宅にお し 、ては、コージェオ、システムにｻｾ受さ

れる日効率なエオ、ノレギーシステムの導入が裂frjlj

ｾｦｴ ている 。

コージ‘ ェオ、レーションは、天然ガスを燃砕|に

して発電しながら、その191. 熱を平IJ 川して 11変冷

房 ・給湯ーを行うものであり、主に法H i ll1丈仁の:Ji IJ

約から、住宅では、村守米な汐IJ を除いて、これま

で導入されていない 。 しかし 小 ｭ ，ｦｾ Ｎ ぅＩＭＱ＿文氾

iJi ;lのi近g!lli 荒の共体化 も始まっており、集千河主主と

でのコージェえ、レーションが、今、将に nf能と

なろうとしている 。

人- 阪ヵース側が、 211止紀初頭の者Ilil i型集令イヰ二宅

のあり ) y を従家した実験住宅 r NE XT 21J は、

ゆとりある さ ｉ ｾ 市と行エオ、ノレギー ・ ＺＵ［ｩｊＭ ｊ Ｇ￭ＺＱ呆全をテ

ーマにしたも のであるが、特に設fji訂imて。i;E I=1さ

れることは、コージ‘ ェオ、レーションを始めとす

る各粧のぞ[ エオ、ノレギーシステムである 。Aそだ実

持主fJ-t IWi にあるだけ、コスト的にはB!l H泌が$ - いと

|片l くが、今後の技術開発の積み重ねと設備のi l.土

産化に より解決してほしいもの。それにしても、

初「しい技手府について* e Ei斉' 性fごけて司王を ftl命じる

ru  本流」をそろそろ JJ 見して、環境に対して催

しさを考える H、げにい、う認識が大事ではな いだ

ろうか。

笹川敏昌 大阪府企諜局内陸愛備部長

過日、最寄斤j J i . 大型鉄剣排除造物の工場で、長良

川河口堰の巨大ゲートを凡た。関係者のコンセ

ンサスを得られぬまま、 この 4 ) J にはすL地で、

桜勤可能となるそうである 。木竹三JII ( 崎斐 ・

長良 ・木曽) は18111: 紀の宝1ft 治ノド、 19-t lt ff. 己のオ

ランダ人技師liデ ・レーケによる本17;1三J ＱＱ 分説 ｕｾ

事の完成をもって、 IJ . ばl J 玩EのJ ＱＱｾ Ｚ ＱＱ となったも

のの、 i共水の述統てあ った。流域の人々は、輪

rl' を構築し、避難H-Jのノk屋を造り il!. iH. i に備え

た。昭和に入り 34年( 伊勢湾台風) 35 . 36年の

昭 和三大掛ホによる未曽有のノ川下、その抜本的

治水の切札として、 H召和38
1
1三、河 1-1堰が検討事

項となった 。 これは、河口か ら上流 ＳＰｫｭ を波 ｩｾ

し、 ｗ＼Ｊ Ｂ 寺の水イ立を下げる 。 掛川 ー 円 Ｍｮｾｩ 可 ｪ ボへ

遡υ 二する ｪ 旬Ｉ ド を防〈ザｘＭ ｈ こ ｩ ｩｩｊ 口士 ｬ 雇をｾ ｾ Ｆけ、 Ｑ ｾｲ せて

上 流イJ!i Jより工業別ノドを得るというものである 。

塩得もさること乍ら、多彩な魚介類の綾む汽ノド

域が減少することは伐念: ではある 。 仁夫された

呼び/ ] ' c式J魚道も設置される 。砲、は子イ共の頃から

J  11釣りが好きで、釣り歩いた多くの川、それぞ

れの憶ぃ出があり、寸 Ｑ でも ｾｮｾ 上八峨を流れる長

良川上流の盟カョなノドと、濃い f.r: l協は忘れ主任い。

カ ヌ ー イ ス 卜 の 野11:1知 祐 氏 の エ ッ セ イ 等 を 読

むにつけ、自然保設の難しさを思う 。長良川 に

|浪 らず、 開発と保全と いう| 同組に、我々は しば

しば逃過しているわけだか丸

| 朝 日 の 当 た る 家 一 一 I

山下 勝 双星設計代表取締役社長

建築の EJで見ると、あの百人一首ーも述ったl味わいがある 。

このJE)-- J 久しぶりに百人一首を凡てい て、 85番「夜もすがら 物

思J 、頃は明けやらで問のひま( 隙) さへつれなかりけり」が目に

とまった 。 これは男ぞ待 つ久 ー の気持ちの ｾ ｦｸ てあるが、引が来てくれ

ないイライラを、車) J の光が入ってこない戸の隙間 そ凡て恨んで¥、

る。援するに干支が長〈感じられるのである 。 こうした気分を少 しで

も柔らげるには、寝室はやはり来li1J きが一容かなどと、挫築J云はつ

まらぬ思いを巡らしてしまう 。

そういえば、昔 ｲｾ ｩＩ｝ U の当たる家」というアメ リカ ンミュ ー ジッ

クがあったが、 一 日の英気のiJJ ;l となり、 つまらぬ昨夜を忘れるには、

明るし、判口が一番であろう 。

がしかし、「闘は米向き」とは枕1手チには絞っていな L 、。枕 辛子に

は ruは入J : J J とし、朝 U をほめる筒所がな L 、。( 手ムの読んだ; 陀阿|人l

では、 r} ;!月はつとめて」でありこれはl:iJJ uへの讃美ではないと思う。)

いにしえの通い婿では 、 ｾ￭ ｊｊ の光の続きには辛いものがあったのだろ

う。寝室の方角一つにも巡らす思いは L 、ろいろと多いものである 。

綴崎安弘 樹奥村組建築殺計部長



様届襲の ｚ 求ノ ｢ 干しシステｾ

近年、高層建築などの新設、増築は多 L 、。 このような状況にあ って、建築のエオ、

ノレギーシステムも電気方式、都市ガス方式など多11皮にわたり、冷暖房機 器 も 、 高

効率の新機種が豊富に開発されてきている 。 一方、世論は「人にやさしく J I地球

にやさしく」と環境保全の声が高まっているように、限られた資源を考えると、

一層省エ オ、ノレギー性の高いシステムが重要にな ってきている 。

今回は、環境、資源、等 を考えながら、建築エえ、ノレギーの技術について、最新情報

をf是f共することにした。

都市の代表的エオ、ノレギー は、電気と都市ガスである 。 そこで、電気については菩

熱システムの経済性、最新技術等 を述べるとともに、具体的採用例ぞ大規模、 "' 1_

規J莫、小規J莫ごとに、そして未来の住まいとして「地球にやさしく、人にやさしい

建 物J についてそのシステムの概要を紹介した。

都市ガスについては、カヌ I吸収冷温水機による空調システム、コージェオ、レーシ

ヨン、燃料電池について述べるとともに、その代表例をあげ、あわせて集令住宅

における燃料電池コ ー ジェオ、レー ションを紹介した。

また、新しし、事例として、最先端技術による複合エオ、ノレギー システム、 コスモス

クエ ア地区の地域冷暖房をあげた。毎日放送オ寸土ピソレてやは、氷蓄熱システムによ

る商用電力負荷の平準化、コ ー ジ‘ ェオ、レー ションの省エニキ、化など、電気とカヌの

ベス トミックスを紹介してし、る。

今後、建築の冷房 ・暖房による電気、都市ガスの使用はますます増える傾向にあ

る。 これ らは反面、温室効果ガス CO
2
を発生させることになり、地球温暖化につ

ながる 。 また、エオ、ノレギー源 の化石燃料は限られた資源、であることを考えあわせ

れば、建築計画、設計に携わる者として、商用電力負荷の平準化、コージェオ、レ

ーション等を其剣に考えなければならないと思われる 。

最後に、本特集の企画 ・執筆にあたって諸先生はじめ、関西電力( 側、大阪ガス側

の全面的ご協力守得た ことを記し、説話宇といたします。

設 備 分 科会 委 II ・伊達正雄

本｜ＩＣ集編集 ＾ｹ，ｾ ［ｲ ｬＨ

!::，ruii' 仁l d! IV 似 谷 修，;I /' 必救世tt i.大/ 斗 本1¥'[ ＨＱ則ｾＱｪ Ｂ ［Ａ［ＺＩｊ Ｉ、 大森文 夫 Ｏ ｍ ｦｦｬｬ 久 Ｏ � ｺＺ ｦ ｩＧｊ ｾ Ｏ ｩｕ 定正Ｚ Ｑｉ ＡＱ (大阪ガス) 、

才 古代 Ｑｔ ｬ ｩ 台 Ｏ 迷雌進 Ｏ 大ｉｩ ｮＧ ｩｊｾ Ｏ 縦ｊｉＧ ［￢ τ ｻ ｉ 主 Ｏ ｩｵｊ ｩ 凶 ｩＱｴ之 Ｏ ＱＱＱ ノ 知 ｬ 主 体 Ｏ ｦＩ 弛 ｴｉ 通 ｦ ｖ ｉ ・ ｴｬ ＢＢ 幸 三 ｲＮ Ｑ｜
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総論

都市のエネルギー

奉 弘
口
巴里子

て低水準 Ｒ ｾ で、したカ ｦ って今後のゆとり ｴ 豊かさを求めるライフス

タイノレの向上への希求のi楽まりにつれて、冷! 暖房要求の増加、家電

機器の普及と大型化傾向が拡大し、長期的に増加するものと予測さ

各種のエオ、ノレギーを高密度に利用し発展してきた者li市まえがき

さらなる社会活動の活性化に t もない、ますますエオ、ノレギーの

需要度を増してきて l ' J.， 。一方、都市環境や地E陪環境問題が、エオ、

ノレギ一利用の制約条件としてその高まりをなしている 。 このように

i阜、

一方、地球レベノレからのエオ、ノレギー制約が、当r). 渚lijli のエオ、ノレギ

ーにも大きな影響を与えてし、る 。 その信l昨今として、 エオ、ノレギー供給

の大部分を占めて いる化石燃料が有限であるい、うこと、このまま

化右燃料の消費が増加し続ければ、早晩化Fr:燃料が逼迫化し、消滅

してし、〈運命にあるということである 。 さらに一方、 化石。燃料の燃

焼により必然的に発生する 二酸化炭素 ( C0
2

) に主因があるとされて

いる地球i毘l暖化問題がある 。 したカすって、今後はエオ、ノレギーの使用

については、これら地球レベ、ノレて。の二つの制約を避けて通るこ t は

できないということである 。

れている 。

一層複雑になってきたエネルギー情勢に対応しつつ、対象とするエ

え、ノレギー諒: 要地に最も i直したエオ、ノレギー供給システムを導入するこ

とが不可欠となっている 。 そのための大きなキー ワード は、いかに

鮒駄のないエオ、ノレギー システムを整備していくかということてある 。

さらに、エオ、ノレギーシステムを含めた社会システム全体てや、エオ、ノレ

ギーの有効利用を具現化することが強〈求められている 。 このこと

は、 21世紀に向けたエオ、ノレギーインフラを構築していくことでもあ

これに携わる人々 の深い認識が要求されている。り、

ヒートアイランドす鴎ミさらに、今日の都市てや生じている事態に、• 
エネルギーをとりまく情勢 の顕在化によるエオ、ノレギー制約がある 。 ヒー トアイランド現象は者li

日射熱の蓄熱、人工俳熱や汚染物質の

放出などにより、都心になるほど気j Rカ濡くなってくる 。

市古II独特の気象現象であり、

図 1 は、 わが国の音部fl削I1

刀不=したものてでo ある 1九L 昭和4崎8年と 56年のいわゆる日本における石i油由 このヒ ート アイランドカ苛見れる、特に夏の夜での、多湿な者li市で

その羽1，熱のためにヒ ート アイランド化がは冷房が不可欠で、あるが、危機当時においては、エオ、ノレギーの消費量は横ばいて、あった。 これ

より進み、悪循環が生じている 。 このような悪循環を低減するには、

者1I 市の省エオ、ノレギー化を推進することは当然のこと、都市アメニテ

ィを考慮した都市構造をはじめとして、者rl 市環境の整備が必要とな

は種々 の省エオ、ノレギ一対策と技術改革の進歩によるところが大きく、

特に産業部門での効果カ苦し L、。 しかし、民生音1I 門および遮愉部門

のエオ、ノレギー消費量は、危機以降も増加傾向を示してし、る。特に民

止の家庭部門のエオ、ノレギー消費は、 図 2 に示すように臥沫に比ij!交し ってきている。

主主) 右側の棒グラフは、各国の左の実績値のうち、暖房分を日本と

比較できるように気温補正した場合の値

Mcal / 世帯年

30000 

10000 

5000 

25000 

20000 

15000 

170 

164.2 

/  

/  

/  

/  

，/  ｾ＠

，/  -------ー》

人 ，/  _ _  タラ三プ- - - -

Ｑ ∞ Ｋ ｾ ＭＭ ，， Ｍーーーーー一 一一一 ー ーーーコ ，�ＭＺ［壬て三 三二 ーーーーーーーー 一一一 ーーーー

# '  

、ーふr ψ

r r ? y d l  

，/ - j  

〆 i

128.9 

160 

140 

90 

80 

130 

120 

150 

補

正

値

米

国

補

正

値

ス

内

J

エ

l

『

ア

ン

補

正

値

英

国

補

正

値

西

独

補

正

値

仏

国

日

本

。

。
ζ

n

U

4

E

A

U

内

d

n

u

n

υ

A

U

1

9

a

x

M

 

1

9

R

X

6

 

1

9

R

x

f

 

1

9

8

6

 

4

，
n

v

n

m
芦

h

U

4

1
内

切

の

O

A

U守

1

9

8

3

 

1

9

8

2

 

4

E

n

ヨ

0

0

4

1

1

9

8

0

 

1

9

7

9

 

1

9

7

8

 

‘
，
Q

d

ヲ

'

?

'

‘
，
n

ヨマ

'

R

U

4

6

Q

u

ヲ

，

民

i

M

4

1

Q

U

7

'

a
斗

1

9

7

3

 

70 

60 

家庭部門における世帯当たりエネルギ ー 消費原単位の国際比較 Ｈ ＱＹＸＶｾ 手 Ｉ

出典) 総合エネルギー統計、 EDMC等

図 2部門別エネルギー消費量の伸び方 ( 89年度 =100)

出典) 総合エネルギー統計

建築と社会 ・1994. 4
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• 
都市のエネルギー問題とその取り組み

このように、化石燃制の資源としての限界、地球温11変化を含む環

境保全の地球レベソレていのエオ、ノレギ- *IJ約と都市環境問題など、一用

複雑なエオ、ノレギ ー情 勢のもとで、便利で信頗性や安全性の ｾ Ｇ Ｚｪ ｾ、ェォ、

ノレギーニーズへの高まりの中、経済を持続的に発展させ、ゆとりと

盟かさを? 目指し、増大していくエオ、ノレギー需要に対処することが、

今後の都市の人々に課された重要なエオ、ノレギ一問題とな っている 。

これらのエオ、ノレギーnr，胞の日本における政策基盤が、 1990年6月

に総合エオ、ノレギー調査 会において、 中間報告 ＱＲＱ 一 世紀長 ｾｕｊ エオ、ノレギ

ー需給見通しJ としてまとめられた。一方、 1992年 6 月ブラ ジ.ノレてP

開催された「地球サミ ット」において、地対守則度化防止条約( 気候

変動枠組み条約Ｉへの署名により、各国が ｃＰＲ Ｚｴ Ｔ Ｑ Ｚ Ｑ ｾＧ ，の安定化 ｬ こ ｼ 千 Ｇ ｊ け

て努力する ことが約束された。

これに先立ち 日本では 1990年10月に地球協l暖化防止を目指して、

今後20年にわたって取り組むべき亦慌を示した「地附加l変化防止行

副J計画J を策定してきた。本計画は、 FJ 本の地対対即暖化問題の11)( り

組みの方向性を内外に提示したものであり、 2000年以降、 一人当た

りの COd41: 出量や全国の COd41: 出総査を、おおむね 1990年レベノレ

て安定化させるよう努めることなどを目標に掲げ、エオ、ノレギ Ｍ Ｑｾｾ 合

システムの改普やライフスタイノレの見直しを含め、多岐にわたる対

策を推進することを括原してし、る 。

このエオ、ノレギー需給見通しと防止行割問ー岡を目標として、現在、

国の各省庁においては、環境保全型都市に閲する卒業構想、を競うよ

うにして打ち/ J '， している 。環境庁の「エコトピア計画J、建設行の「エ

コシティ J 構想、通産省の 「胤邸調布1型エえ、ノレギーコミュニティ J

などが、その構想、1ylJ である 。 これら構想についての主役は、どちら

かというと国や地方自治体である 。 しかも 長期的なスケ ジ‘ ューノレてや

考える発想、が重要であること、 11占|別から玉三イ本へと広げてし、〈、すな

わち点から而へエオ、ノレギー有労J利J -fJ システムを展開していくことが、

構恕実現に t って必須であることを述べている 。

また一方で、は、エオ、ノレギ一I 1fH垣の解決; に向けての取り組みが、名

地域レベノレでも着実に実行されて L、る 。 その先進的な→列として、

1991年10月に IJ' ，された近畿エオ、ノレギーフ。ラン 3)が挙げられる 。 これ

までのエオ、ノレギ一対策は、 どちらかといえばエオ、ノレギ ー の安定 Ｑｾｈ 合

計 也域を超えて、全国的な立場からどう確保していくかという、供

給fWJサイドの対策を ':1' 心に進められてきた。 し: かし、今後は、今 Il

の線維なエオ、ノレギー状況のもとでのエえ、ノレギ- l 1i:H直に、者Il ilil .:J:適切]

に答えるため、地域の! f . ' rl 主と前力、ひろがりなどを生かした制i li かー

らの発想により 、主体的にエオ、ノレギーの安定供給営確保し、エオ、ノレ

ギーの利用効率、すなわち省エネノレギーを11ば主しながら、エオ、ノレギ

一問題を解決することが不可欠であるとプラン 1. : J : : t旨摘している 。 そ

して、これら取り組みを克服するための基本的な対策の方| 合lを示し

ている 。

まずエオ、ノレギーの安定 Ｑｾｉｊ 合の昨 ｩＪ については、

①地域内てゆバランスの取れた fui 限立地の推進

②分散型エオ、ノレギーや自然エオ、ノレギーの導入

③利便性、安全性、クリーン性など消費者ニーズ、適合性の，'::j ｾ、ェォ、

ノレギーの確保

などを ｾｉＧ 心にした ｏｍ 合而からの対策により、伝説合の孟および質の附［

保を n指す必要があること 。

ついて。符エオ、ノレギーの総令iliJ推進については、

①エオ、ノレギーの節約、エオ、ノレギーの利).IJ 効率の向上

② 地 域エオ、ノレギ一平 ｉ ｊ 川関与 ｩ の Ｎ ｲｇｾＧＨ しを 含めた ｉｍｊ 被的なエえ、ノレギ一利

用効率の改許

③屯)J 、ガスのピークエオ、ノレギーの需要の平準化

などを ι1"'心とした需要而からの対策に取り組む必要性を述べている 。

一方、イ| 百| の々人々 、民Ijlf T)';.業者においては、定量的に符エオ、ノレギ

ーを詞引目する指数が、必ずしも lリl確でない t いう不安があるものの、

新し ｌ 、特エヰ 、ノレギ一概念、すなわちエオ、ノレギ ー の Ｑｾｈ 合段 ｼ精力 、ら品終

需要段l' 停に至るまて。トータノレに「システム化J する こと で総令的に

行エオ、ノレギ一性を，ｾ :， め、さ らに経済|主と環境性を也|るといううた- 勢、

加えて、者 ＱＱ 市環境システム の 務怖と兄ｾｾＺしなどのも ｴ でエオ、ノレギー

):iH躍にHt*-.1fi il 句に取り組み、千? エオ、ノレギー者Ili 'j- iの開発に参)] 11 してきて

し、る。

これら述べてきたように、今後 I.:J: ｾ＠ 、カ吋こｾＡ， ＮＨ［ｉ 駄のなし、ェオ、ノレギーシ

ステムを務備していくかが大きなキーワードとなってくる 。 そして、

fJ1J 給サイドか らii' i政サイドに: fi るエオ、ノレギーシステムと 社会システ

ムを統介し、全体を通じてエオ、ノレギーの有効利川ぞ|ヌ|る ことがィ、 IIJ

欠とな ってきたということである 。

• 
システム化による対応とは

「り ｾ ｉｉ な点てや人類が頼るべきＪ庁長 Ｑ ＱＩ識があまりないとすると、あと人

知のやるべきことは、すて。に持っている知識を? 有効に利川すること

だけである」叫、これがシステム化のjι 考の一つの拠りど ころと なっ

ている 。 したカ ｴ っ てシステムイヒとは、すて。にう〉か っ ている技術や ｾ［ ｉ ｉ
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識を組み合わせて、 目的とする未解決の問題を解決するシステムを

構築して いくこと て。ある 。 そして、システムとは、通常は旧的を

持った流れJ とし、うように使われている 。

ところで、単に 「流れJ ｾえ 足 うればシステムかというとそうでは

なく、やはり次のような 4 条件叫が必要であり、それらは、

①二つJ;l l の要素から成り立っていること

ｗ ｾ 素 相互間に機能が 具 体的に定められていること

③ 目 的 ( 具体的に定量的に述べられている こ と) を持っていなけれ

ばな らないこ と

④単に状態 として存在しているだけでなく 、時間的な流れとして指

定 ( 時間的に )1即字立 て られている こ と) されること

て。ある 。

この ように、 システム の方法制本系化しているのがシステム工 学

であり、今後こ のか法に従って、 より退却箆て、最 適な都市のエオ、ノレギ

Ｍ ｩ［ ｕ ｾ 給システムを、者 Ｑ Ｑ 市や地域のエオ 、ノ レギ ー 需要地 や 需要 家の もと

で栴築する ことが重要と考えて L、る 。

そこで、都市に1M: 合されたエオ、ノレギーカ f いかに加工され、市効率

て有効利用されていくかを、 全体を通じて理解するために、エえ、ノレ

ギーの利用の流れの宅児有力、ら、システムとしてト ータノレにと らえて

みた。 それを図 3 に示す。 そして、 この図は L、ろいろなエオ、ノレギー

図3 都市エネルギー供給システムのエネルギー利用の流れ図

30  

供給システムの要素が組み込まれた最小公倍数的なシステムである

こと から、 このシス テム図を利用す ることで、 多様なエオ、ノレギーシ

ステムの説明が可能である 。 そのうち、 重要ないく つカョのエオ、ノレギ

ーシステムについて記述してみる 。

( A) 未利用エネルギーシステム

エオ、ノレギ- i原としては、 一次エオ、ノレギー と二次エオ、ノレギーて、あり、

未利用エネノレギーが活用される ことで、省エオ、ノレギーを徹底的に追

求しようとするのが未利用エオ、ノレギーシステムである 。

われわれの周辺には、 表 Ｑ に 示 すような都市 Ｑｾ 陪仇や発電所持ド熱、

さらに海水、河川水、下水の温度差エオ、ノレギーなど、今まで捨てて

いたり、見過ごしていた質の低いエオ、ノレギーを総称した未利用エオ、

ノレギーが大量に存在しており吋、関西地区の電力 ・カ。ス消費量 と未利

用エヰ、ノレギー活用による 一次換算省エオ、ノレギー註は、全需要量に対

する 答IJ 合 として 9. 0%にも 達する極めて大きな省エオ、ノレギーの可能

性を秘めている 。

表 1 関西地区未利用エネルギー賦存量の試算値

nl 

Aミ利丹! エオ・ノレギー 平IIITl i i J 能熱抗

需要{ ! ! J J 利川 一 次 検 x-;r.

途 可 能 熱 ii t '(jエヰ、ノレギー設

i毎 7]( 56.75 48.23 7. 23 

① I可 I11  7]( 2. 58 2.19  0. 34  

冷

下水処理水 1. 78  l. 50 0. 19 

};I ;'  

ご み がt ま1I 熱 6.45 2.49  2. 72 

③ 

fTj  ilt ｾ ￉ 圭 ＱＱ 努 Ｔ 0.17  0. 14 0.15  

67. 73 54. 55 10. 63  

i毎 7]( 45. 40  62.30  11 .60  

① iii[ I11 7]( 2.08  2.88 0. 47  

下水 処理 水 1.41  1.88 0. 46  

ul  ｉ 也 ー ト Ｇ ￮ 士 ｴ ｊ ｉ 寺ｾｾ 0.13  0.19 0. 02 

② 表， "広1叫羽| 熱 0.62  0. 87 0.20  

w  予を';r:: 所温排水 17. 49  10. 09 2. 33 

ご み がt 主P ｝ｉ＿ｾ ｜＠ 5. 16  1.，99 2. 34  

③ 

ｲ 行 ｩ 尼 旬 。 ｴ 圭 ｰ キｾ ｜ 0. 14 0. 11 0. 13  

72. 43  80.31  17. 55 

(1担位:x IO'Tcal / 年)

(i U  ，ｦ Ｑ Ｑｊ ＱＱＢｦｦ￬ 砂 ｩ ｾｴｴ ｬ t  I  ｪＮ ｾ＠ j  klJ !t去を 5.Cとして榊}[l 5l ミ.f IIJII エオ、ルギーの利JJj"ffi 出I11(か 崎 明

したものであり、 山裟j!(将IIJ I1"ffm:l: !¥W正、冷房IYII::I を5 - 9  I1、H是j万一IYII::I を12- 3  Jl 

t して語t算したものである。また、一次換算' (iエヰノレギーllU.i、 求手'1川エ耳、ノレギーを

ｩ 河川 しなｌＧｴ Ｎ品合 ｭ ｩｦｬｬ すさ ，Ａ ｊ，Ｇ ｪ 令 の ｈ Ｇ ｪ ￭ｰ ｲ ［ ｩＮＡＺＩｊ ｪ ， Ｈ の ｹＮ ｾ を 一 次エネ ル ギ ー Ｈ先屯所 の エ ヰ、

ノレギ一般人iIりに換rr.したむのである。

この未利用エオ、ノレギーカ可児在の技 術 ( 主にヒートポンフワで回収

されるとき、本当の有斤! なエえ、ノレギー となる 。さらに、 そのエオ、ノレ

ギーが其のエオ、ノレギ- i 原になれるか、 その質を熱力学的に判定する

ことが重要である 。すなわち 、エクセノレギーによる 5判耐をしておく

ことカf不可欠である 。



エクセノレギーは有効エオ、ノレギーともいわれ、 ]I S でもこ の11千び ) j

が保川されたが、エクセノレギーの名称が一般化している 。エクセノレ

ギーはエオ、ノレギーを仕事に変え得る能力として司刊JIIi され、質をナ4g- ぇ

令わせたエオ、ノレギ- 1:して:f. l l l鮮されている 。機々 のエオ、ノレギーごと

にエクセノレギー算「ドI法があるが、熱エオ、ノレギーについて述べる。

今、 il IlU主T ( 絶対温度) の鍔ぽ原を持つ変換前の熱エえ、ノレギ- Qの

エクセノレギ- Eは、 E = Q ( 1 - To/ T) て"l_j .えられる 。 ここで To

ｬｩ 以坑の ￬ ｬｾ ｕ 支である 。 したが って、 ｅ は ｔ ｯＺｊ ， ｾ 主で併られる故大阪の

機械エオ、ノレギー( 仕事) を示していることになる 。 この式ヵ・ら、 |日l

じーはの熱でも市j t 、非M原1J.!::'!f:jt 、エクセノレギーを持つことが分かる 。

1:':ji lu' vkfI J川エオ、ノレギ- I.t t 'l 主力Til-JJi くなるわけで、 この質を泌とさな

いように水利川エオ、ノレギーを有効利川するエオ、ノレギーシステムのIl トl

1eヵ叫1まれる 。

Ｍ Ｉｪ 、未利用エオ、ノレギーシステムは、 ｼ ω ｈ においては中 Ｑ Ｑ 、 ＱＱ の ｾｈ［Ｉ ｾ え

が比 b れるものの、 FI ヨj ; : においては、若111] i  Hf.J1e  ＱＺの雄作性、烈 ｴｩｊＩｾ の

雌似、 : 似合の安定性、プラント のスペースの体保、 |具! 係肌J!l Jが多 ) j

I( ri 、初j州支資額の低i戚などと t食討すべき諜i函カ f $ < 、これらを併} 火;

しながら ｲｬｬｩＧ 目な米利用エオ、ノレギー導入の ｕ 以主をしていくことカ ｲ ｩｦＨｾ

とな っている 。

(  B) 分散型エネルギーシステム

分散型および、 ｬ 当然エオ、ノレギーのゐ ＧｬｾＺｊｾＨｉＨＩ な平 ｉｊｊ ｉｊ 促進をｼヌ ｬ る のが、分

散別エオ、ノレギーシステムである 。分 ｉＦｾｩ エえ、 ノレギ ーとは 、 Ｍｴ ｭ 熱エオ、

ノレギーや |ιl然エオ、ノレギーであり、ぅ上1¥l c ' ¥'1 システムをi前)11することで、

J也h州1位の0111合力として有効な平IJ )ll カfJUl f . J ' て‘ きるエオ、ノレギーであり、

または、 fi必択の大規J恕 削 l型( 1ヌ13 のオフサイト ・エオ、ノレギ-fJ l j 合

サブシステムに相当) を j : j 本とするものを布J i ' ) ヒする地域別 ・'Ji 't: :f也

近彼主 ｉ エオ、ノレギ ー の総本ドであり、 ｬｪＺ か長の エオ、 ノレギ Ｍｩ ｪｾ 給を相 ｝￬Ｇ Ｉ己する

ものとして位世づけられている 。

今後、導入が一層期待されるう〉if 文明エオ、ノレギーとしては、非!r，凶jj :

給システム( コ ージ‘ ェオ、レ ー ション : CGS) 、燃料屯i也、ごみ先' ; G: 、

水平IJ) IJエオ、ノレギ一、太陽屯池、ソーラーシステムなどが栄げられる 。

こ のうち熱Ｇ［ ｇＺ ｩ ］ ｪｬ 給システムにおいです ｴ Ｚ ｾ なことは、導入 の 刈象と な

る他物やj : 1i !AI( のエオ、ノレギー需要特It をJJ -)，&' し、ヂ[ エオ、ノレギーのi主成

がイ汁ー分な CGS 導入や ｾｾｾｩｾｬｪ 糾 Ｔｊ 駐を避け、地域に ｩ 盛 ｩ 令したシステ

ムを選択できるよう寸分なアセスメン卜を' _ A 施すること 5)である 。

すでに CGS 導入のための基本日- - rIIJil フ。ログラムや日‘ ! ' 1111i 法がIl ト11eされ

ている 。

(  c) 負荷平準化システム

1U気、ガスのf lf，刊7. jj制 ヒ制(1 ; 逃するのがれ術、|吋Iイヒシステムであ

る 。 れ ＧｻＧＺｩ の ・ ｝ ＼ｩ Ｑ 主化対策として は、イ友 川屯 Ｉ ｊ の イ ｻ ｾｾｊ 利ｊｬ ｊ 、刈ＩＩの ｝｛Ｇ［ＺＱＱ Ｇ ［ 民

(同 3 の!!'j' 政) や他のエオ、ノレギーとの協調、 1江気mJ )ヰtの{ ) { 進、需

要{日IJ の屯力需給ノ f ランスの雌似などカ f強〈求められている 。 そして

アーバンピーク対策として、ハードとソフ トの岡市か らの対J，ιがEs:

要である 。ハート:'Ifri て. は、[ タリぇ 1;:( ピークに対応するすべての設備設

計粂件の見刊( し、ソフト| 而て‘は、市給両者のピーク比日'( しへの芯; 識

改4Eが今後の大きな謀! 也とな ってくるのではないTごろうか。

このほか、カスケード;]'I JJ llエオ、ノレギーシステム、エオ、ノレギーのベ

ス トミックスシステムなど、平IJ 川のJ :夫によ っては、多くの有川な

システムが実JIJ 化されている。

• 
都市のトータルな省エネルギー構想

一人にやさしい創生型都市を目指して一

者1ST打、特に II ，..jIよの者|川i においては、 ｼ 二 地が不足し、 Ａ［ｬ 物がｾ，ｾｾ正 Ｈ Ｑ ＧＮＩ

に有効＼￈しているので、人にやさしい者 ｉ ｬ ｲｬ ｩ を つくるために、 ｾ ｉ 別立、 ｴ ￬ Ｚ

Ｚ 七、 ｔ 場など の 胞 設をつくるにしても、それを ｬｪｱｾｉＮ で つくるのは ｊ ド

常に ｉａｾｾＨ｛ である 。 日正イ ｆ の施設に「人にやさしい機能Ｈ 11  的)J を付加|

して多 11的施設として陥築し、それらを: 1 ' . / 1 : させることて下]"J がする

のが屯要であろう 。 その) ，与本柿it! のシステムを、 図 4 にぶして提案

してみたい。

この提案者Il l] iには、これまでに述べてきたエオ、ノレギ一川組主? とこ

とんまでつめ Ｑ ，Ｚ Ｇ ｬｬｩ 適なヂ ｩ エオ、 ノレギ ＭＷＱＡＡ の エオ、 ノレギ ー ｦｊｾ 給 システムが、

支援胞設として導入されている 。 とlii JJI寺に、佐物や施設の川りのq

I:¥J に、紙、 JJ，などを配iiQし、 ↑久j歯1'1 をlilJJ ＧＮさせる 必ｾヵ ｦ ある 。 ここ

での i-: 張は、 これ ら雫川の配i丘物に も「人にやさい、機能J を付加l

し、結束ーとして，建物の行エオ、ノレギー化を| ヌ| ろうとするものである 。

ここで、 質Ｈアメ ニテ ィＩの判官 ｉｉ ｩ 、ｬｊｩ ｬｊ 径 ｉｉｾＮ ｊ 象 として、ノ ド を ｬ｛ えり卜ﾭ

tf 、新しい環境お11' 1: 't iエオ、ノレギ一行Il l] iへの九]"J 必策の仰l:氾! 町二ついて

述べてみた L、。たIJ 也や打Ill] iソ]'q( li と4レんで、 l'l' t; J，、 11立政、カナノレなど

のノド胞設は、従米、 iーとして対観や車lL; J叶釘iEに1¥11 して平IJJIJされて

きたが、これ らの機f能i泡Eのlはt カか. にも、 i1;川1

う分)-[ 氾! される t ころててで、伊.あある 。 そこで、 この機能をお'l$:K( I() (: .f IJ  J  IJ しよ

うとした。 それは、主主物や道路の J.'i :J辺にノド施設を配;nすることで、

&J 坊の，建物J#J 辺のれil111を少しでも卜' げ、建物| 人lの冷jぶだけで刀〈、

)  ;外のjlt淵も考えることで、より快適な者Il l] i常川を' tiエオ、ノレギーと

t もにっくり| げようとするものである 。 この手 jムをナネムJ !Rlなどに

も! ムーめ、 4寸本として '$)r しい iJ;出: HWIグ早川111] iJ を柿築し ようとする

ものであり、行 ＱＱ Ｑ｝ Ｑ ｾｾｬ ｬ ｬｬｩｬ 千 ｷ の ーっ として ｻＮＮｩＺｴ［ｬ ｩＺづけようとするもので

ある 。
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環境の区分 一一一

自11生する環境ーー・ーーーーーー

質一ー一一一一一一ー一

質; の評価、t I l ll 術lの対象

質を高める支援システム 一一ー

11を高める支援施設

(tIl ll 管1I 施設)

支援純設の機能…ー

治水機能の利用

利水機能の利用

環境自11生機能の利用

親* 機fiEの利用

水利用の総合システム化

自然の緑

( 山、林、竹林)

人_ [ の緑

(公|湖、街路樹

紋( キI j f I J ) の

システム化

自然気ijf[

人工気流

気流( 手11月1) の

y ステムイヒ

エオ、ノレギーの需給の安定

支援 施 設のｾ悠一
( 石油、 石炭、 l原発、太陽エヰ、ノレギ一、未利用エオ、ノレギー ・・・ )

エネルギ一利用技術大系 一一

図 4 人にやさしい創生型都市構想

あとがき 「人と環境にやさしし、都市、それを支える 最適な者11市

エオ、ノレギーシステムの構築J、こ の構想、はイメ ー ジとしては、はっき

りとしている 。 しかしなが ら、 これを実現する手立てのスケジ、ュ ー

ノレは必ずしも何位されているわけではな L 、。 幸い、 多 く のエ オ、ノレギ

ー供給システムが稼働し始めて l ' J.， 。 これ らの実績のも t 、 21"1止紀

に向けた、 子孫 に 残 す 環 境 保全型のエオ、ノレギ ー インフラの構築カ溜

まれる 。
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各論・エネルギーシステム I

電気エネルギーの利用を中心に

島 田 清 太 郎

の低下は国家的にも、経済l企・効率性からも好ましいものとはし、え電気による冷暖房システムは、安全性、操作の容易性、環境への

やさしさ、経湖生、高効率性、豊富な樹重等の理由から、広〈採用

されている 。 その電気は、冷暖房設備の動力をはじめ様々な用途に

ない。

年度月 IJ 最大電力の比肢を図 1 に、夏期最大電力、販売電力量の推

移と年負荷率の推移を図 2 に、平成 4年度のi主!凶電力管内の消費電利用、適用され、国民生活、経済の発展には不可欠なものとなり、

このような観点から、諸外国( ! f . ' Hこ米国) ていは、需要サイドの電

気の使われ方を料金制度而や蓄葬! 批附浮などへの助成制度等により供

給サイドからも経済的かつ安定供給できる負荷パタ ーンにコント ロ

ーノレする、いわゆる DS M( デマンドサイドマオ、ージメン卜) が1980

年頃より積伍的に始められ、

房システムが急速に普及している。

国内においても、通商産業大臣の諮問機関である総合エオ、ノレギー

調査会、産業構造者義会および産業技術精義会の合同会報が、総合

的な観主から エネルギー環境問題に関して審議制引、、 『今後のエえ、

ノレギ一環境対策のあ り方についてJ と題する報告書を取りまとめて

カの分布を図 3 に示す。その需要は年々増加して し、る 。

電力の供給サイドからは、その増大する需要( 持にピーク負荷)

に対応して発電設備の新設 ・増強等が重要なil * f t A であるが、電気の

使われ方を見ると、 l 年てやは夏の数 日間の 13時から 16時頃にピーク

ピーク負荷の平当主化が可能な菩葬! ¥{ 令11麦

が集中し、年間では数十時間のごくわずかなH寺聞の尖鋭化したピー

クが最も大きな課題である。例えば、平成 4 年度関西電力の 1 年間

の電力消費量を大きいものから順番に並べてみると、 2800万kW を

越えた電力( 約100万kV，乃の時間は年間でわずか22 ｕ 寺 ｉ ｉｾｊ 、年 Ｑ ｾｾ ｊ ＸＷＶ Ｐ

H寺聞の約0. 3%程度であった。わずカ '22 11寺間のピーク需要のためで

も電力安定似合の軒先から、発電所新設等の対応、が必要であるが、

その短時間のためだ、けの大きな設官制支資と設f繭割引j率( 年負荷率)

年

負

荷

率

6 0 % 

2. 0 ト，， ，… マ

1. 8 ドト・ー・一 ・

MW 

30，000 

25 ，000 

20，000 
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5，000 

• J血球環境問題の向まり

.  CO，を-i:'t¥l[王!としたJ也.ERi 品s2t イヒ

11:1組等

人と

重点課題

一一一一一一一「

地球にやさしし、ェオ、ノレギーの前J [ J

.  J[ '化イ 1資 ilJ 日のiifi Jl J

(ノド )J 、!日i 了)J 、li 然エヰ、ノレギー)

o  1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11  12 13 14  15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 時

乏い、ェヰ、ノレギー資源

・海外{ 氏イ[:1.支 (1989) 

石油 99. 7% 

会エヰ、ノレギ- 84. 0% 

社会的 背 景

戸一言五U 'uti の成長

• [1，11又令市の ItL[

・ゆとり ・11かさの追求

年度5 J IJ 最 大電 力の比較

k-〆 2 ，906

→ 2，800 ' "  22 H  

2，500 ト

図 1

エヰ、ノレギー資源の有効利J l J

. ヒートポンプの前HJ

- 未利HJ エ4、ノレギーの前f [ [
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蓄熱式ヒートポンプシステムの普及t広大

・制変な佼HiJ"，l! 1J (笠/1.11の約1/3) の利HJ ができ、ランニングコストの低減が[ : x[ れる。

. 契約'; l! ) J Ｎ 熱 ｩ 原機ｾＺｾ谷 ｦｩｴ の低減が図れる 。

- 安全 ・クリーン ・操作性に優れてLる。etc.

図4 蓄熱 ヒートポン プシステ ム普及必要性の体系図

建築と社会 ・1994. 4
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いる。 この中で、環境保全 ・経済成長 ・エオ、ノレギー需給安定を 『三

位ーイ本j として取り組む必要性が提言されており、それらの具体的

対応、として、電気による蓄熱空調システムの普及促進施策 ・未利用

エオ、ノレギー活用に よる電力の有効利用等の重点的取り組みが強 くう

たわれて いる。 図 4 に蓄熱 ヒー トポンプシステム普及必要性の{本系

を示す。

電気による冷i暖房システムは、安全性、操作の容易性、環筑への

やさしさ等から広〈普及しているが、それらの! j i ' 所数を有したまま、

さら に上記観 点か ら蓄熱シス テムを一層魅力あるものにし、普及を

臨lることが電力会社あるいは|主|家の諜! 理である。

以下、主に建 物 の ｊ 利暖房方式としての帯熱 ｾｊｗ ｊ システム ｾ Ｇ Ｚ ｉＧ 心 と

して、未利用エオ、ノレギーの有効i刊 1'1・省エえ、ノレギーなどの智日投、実

施仔IJ等を中心に説明する 。

蓄熱システムの特徴

(1) 省資源・省エネルギー

蓄熱システムは、効率のよいヒ ート ポンプを組み介わせたシステ

ムであり、 海水、 河川7水k などの未利月朋二Jエえネ、/ルレキギ守一を有五刻効7力j にi吊丙刊!什刑FI陀ててで、刊、

るため、省資源、省エオ、ノレギー化が凶れる 。

円本は石油輸入依存度99 .7%、全エオ、ノレギーの輸入依存度83 .9%

(1990年 OECD，Energy Balances よ り) と エ オ、ノレギ Ｍｩｾ ｾ 合 ｦＮｩＧｬＧ ｊ 造

は極めて脆弱である 。化; rj エオ、ノレギーはすぐにわl首品するものではな

いが、限りある ことには変わりなく、先展j主|て|五|をはじめとした |吐

界的な エ オ、ノレギー需要増大等によりコストのＺＲ ｊｬｲｾ も考え ｢ れるため、

特定のエオ、ノレギ-iJA¥に過度に依存することのない名栂エヰ、ノレギー狐

の適切な組み合わせ、すなわち エ オ、ノレギ ー 資 ￬ｊ ｊ ｾ のベス ト ミックスが

エヰ、ノレギーの安定。1司令の基であり 、経済の先展 ・安定のJ込書生 となる 。

当社屯訪問IJ発';G: ';6:) )  ir訂正、総発屯iil 1258倍、 k Wh ( ・H友4 ｩ ｬ ｾ ｊ 立Ｉのう

ち化石燃体|である石油、天然ガスなどの火) ) は45%、111イ-} ) 45%、

向然エオ、ノレギーの水) ) 10%であり、 これらの適切なエヰ、ノレギー資源

の組み合わせからつくられた屯気エネノレギーに効ギ( 1 &紡係書丸子) 3  

f帝) の優れた ヒー トポンプ。をmみ令わせる ことにより、 化イ7資源の

省資源化引き ｬ る こ とができる 。 また帯熱システムの ｾ Ｇｕ ｪＮ 拡大の結果Ｚ

として、夜間への 'rG: ) ) 負荷移行による丑1: 1]';[1) ) ピークの低iJ i 変化がI:KI

れるため、発屯設備の緩働率向トーと逆転刻jとがのrilL l . によるト ータノレ

としての省資源化、15エオ、化がj主l民て3 る。

図 5 に、電気冷暖房システム( ヒートポンプ) によるエオ、ノレギー

資源の効率平IJ 川状況を示す。

(  2) 地球環境にやさしいシステム

環境 問 題は、 ｊ 也 ｅμ 誌上克 ｬｾ ｮｊ ，也と Ｑ Ｚ ＱＨ Ｑ 内環境 問 題に大別される 。 Ｑ Ｑ ［ ＱＱ 人 ｉ Ｚ￟［Ｇ ｾ
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図 5 電気冷暖房システムによるエネルギー資源の効率利用

図 6 未利用エネルギー・ネットワークシステム( イメージ)

(211止* eを目指す未利用エネノレギー前川 システム、

通問 ｧ Ｇｴ ｾ Ｇｉ￮ 資源 エネ ル ギー庁 」 詑修よ り Ｉ

成問題 li 大気汚染、水質汚濁等のI:/J 組て、あり、 地E貼環境r: nJ迫は地球

制疲化、酸性問、オソε ン層破壊、 illj . 洋汚染、熱，li; ー雨林の減少などグ

ローパノレな 問題である 。

建物の刷|麦房システムの検討に当たって従米、大気汚染、騒青、

振動など 凶1)' 1環境r: /J 題につ いては、 -イ|

てで梢1冶はωまI也t!!. Bj{ぬ附陥i泊、百淵品品凶<'<1暖暖化、内全性 日 Ｚ ｊ い、った ｬ ｴＡＡＮ ｊＮＡ料品境 川 越への配慮が Ｍ ＩｾＧＱ重要

とな ってきている 。

屯気による冷暖);J; システム( 帯i熱) は、 CO
2
、NO

xなどを先生しな

L  Ｇｾ ｉ Ｚ 化 石資源のウエイ ト カ ｲ ｾ Ｇ Ｚｪ <、さらに下水処理水、河川、海水な

どの者IITld41:熱を平IJ )II した効率のJ込いヒ ー トポンフ。を品Il み令わせるこ

とによ り、I也Bjqln¥J I麦イヒ、 ヒート アイランド寄付也}:; Rにやさしい斤? 暖房

システムカヰ:i Y;築で. きる 。

図 6 に、未- 1' IJ)11エオ、ノレギー・ オ、ットワーク ・システムのイメージ

を示す。

- )j 、ヒートポンプの冷媒として利川されているアロンについて

は、j必'，:; :;状態て。li 機株からはiMli 史する ことはなく、 j必附産業朽の桁

導のもとに冷媒の1111収システム箆備や、オソc ン府を令< l Wi換しない

新川.(-¥-{干i令似!ーの機総も科メ ーカーでIl f . I 発され、すでに; 4; J 11化されて

し、る 。

蓄熱システムの種類

千千;11Lシステムをうけui すると、銅烈り〉のみを1!tう Hi:l 、と、物質の相

変化のi倒的〉まて冷使 うj 刀去の 2臨矧に大きく分けられる 。日J限り〉

を Ｑ ￦ うＩ［ｩ去としては、 水 害 Ａｎ Ｚ ｾｾ が最も 一 般 的 であり探川 例 も多い 。 そ



のほかにも土や石な E に蓄熱する国体帯熱や、建物に使われるコン

クリ ー卜 などに蓄熱する躯体務熱がある。

潜葬1扮を利用する方法 t しては、* が氷に相変化する t きのi機具

を利用する氷蓄熱が最近では数多く採用されている 。 またこのほか

にも バラフィン系や塩水化物系などの物質を利用したj群島システム

も利用 されている。

(1) 水蓄熱システム

昭和30年頃より、判原容量のカッ ト、部分負荷運転の防止の観点

から栓済的なシステムとして探朋され、その笑績も多 L、。建物の基

礎梁二重スラブ内の余剰スペースに水を張り蓄熱する方式が一般的

である 。 しかし当初の水苦熱では断摂刷の制敵や配管の腐食などの

問題が生じる場合もあった。また、特に市屑ピノレでは、開放式配包;

システムのポンプ官J力が大きくなるといった欠点があ った。

これ らを解決するため、 |折切り坊水技術や施工技術の改普が凶られ

るとともに、菩葬! 柑i !:. 二次{J! IJ の回路の|日lに熱交換器を設け分lii l l ' し空

調システムを密閉配管匝l路とする水苦熱シ ステムが昭和60咋頃開

発され、大淀昭和ビノレ、倉紡本主1:ヒツレ、栴田U Nビノレなどで採mさ

れ、完成したシステムとな っている 。

( 2) 氷蓄熱システム

氷蓄熱の技術は、新しい技術ではないが、空調の索時U'f l ! : . して組

み込まれたのはよb1!交的幸?し く、円本では昭和56年頃から空間用に適

用され始めた。 その当時の夜11.1]';[;:力 の官IJ 引率は33%干到主であり、経

ｩ 斉的なメリットは 比 ｾ ｬ 交的少なヵ、ったが、その苫 ｉ ｊ 引 率も年々噌加して

いき、平成元年からは70%割J'11となり、採用笑紺も経済的な効果と

ともに増大している 。 また、昭和60年頃よりインテリジ、エン卜ヒツレ

ブームとなり、 O A機器の導入により内部発熱立が増加し冷}:J 5:fl#I

刑暖房負荷の 2倍近くにな ってきており、氷菩熱システムのメリッ

トをフルに活用て- きる ことも将及拡大の大きな要閃とな った。

・氷苦熱システム の分類

氷苦熱システムは、現在30種矧l -l l のシステムが|非! 発され迎)11さ

れて ｬＧｯ 。 それらの分類方法は種々あるが、製氷方式 別 に分 ｾｩｊｩ する

と、スタティック型とダイナミック型に分類される 。 スタティック

町は製氷音s!:. 解氷昔:11が同一場所のシステムて、ダイナミック型は製

氷部と解氷昔日が異なり、つく った氷を移動させるシステムである 。

氷蓄熱システムの製氷別分類を表 1 に、氷帯熱の! 京迎を図 ? に示す。

機r. 誌のrll 設問山二分類すると、氷者繋げッケ ー ジタイプ、氷帯熱ユ

ニ ットタイプ、 セ パレ ートタイ プに分けられる。氷帯 ｪｬｾ Ａｊ ｦ ッケ ー ジ

エアコンは、室内機 ・室外機一対一対応、で10HP- 20HP 相 当のシ

ステムが三菱電栂紛潟より発売されている 。 ヒツレ庁' 1 < ノレチの氷苓熱タ

イプとしては 8 H P- 30I-I P 相 当の室外機と複数の室内機を kdl み

令わせるシステムがダイキン工期肉、 (仰円立製作所より発売されて

おり、特に小川腿物に数多くの実績がある 。氷蓄熱ユニットタイ

プは、冷時機、菩葬! 沖jjf 、向通JjffllHiEJlが一つ に製品化されたもので、 30

HP- 60I-I P クラスさらには 120H P程度までシリ ースー化されてい

表 1 氷蓄熱システ ムの製氷別分類

通川 製; ) " 状態
) j 式 冷媒) j 式 iミJ攻メーカー

スタティック5 11 Y リッドアイス プライン式 11本スピンドル、 l i UIJ 化工事

Ｈ古 Ａ ｍ ｉ ｾＩ 製氷Ｉ Ｈ Ｑ 人 ｬ 融当ｾＩ

7 イスオンコイ Jレ 直膨式 日本 BAC、liij 川製作所、神

( 外融再り 戸製鋼所事

プライン式
三菱1本E  電機、 11 'L製作所、 三

小規校 ・大

洋 機

n  4< BAC、liij 川製 itJ; 1[、神

組，If，:泌当初11 戸製鋼所事

( 七ントラル ダイナミック咋! リキッドアイス l在膨式 サンウエルジT パン/ 竹，'， 1: 1  

釧 J JVi 式) (!fd.( I") ル.，，)

時佐i応属川同製霊製工作平作業崎祈/  / 柿*kI¥. &: 三盆1

プライン式 車両l 砂1'/¥' 戸T  

ハーペストアイス 110膨式 * 同工 / 太林組T

スタティック亙! ' プライノ式 ニ差油化、クボタトレーン

it¥?! 端企Jm ｊｾ＠ モー リ(8 C前鉄材)

小品H! 1建物1/ 1 スタティッタ引 I!f 膨式 ダイキン仁来、 三菱'，¥0:機、 11 ，(_ 

( 側);" 分散ノ f ァ
製作所

ケージ}i JI.)
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@<>@申 O

着氷コイル

( 錫管、樹脂管製) 級黙開始 $ 期完了

蓄 熱 状 態

ダイナミ yク つ.i: 状の氷

ブライン + 潤いブライノ

冷 黙 取 出 1  骨

リキ y トアイス 1 1  

ス- 1ぐ一テラ

非蓄期状態 蓄総状態

リキットアイス

ノジュール着氷状態

STL 

製氷用ブライン 戸一一一一一一一「

冷熱取出 l  

ブライン 1  

@ 申⑨申 O

0<>0<> ② 

蓄熱開始 蓄，，ｾ完 Ｗ

STorage 蓄額

。1

Lalenl 潜艶

heal 

ノジュール 加熱開始 政界A完了

図 7 氷蓄熱の原理
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る。セパレート タイプl;:J: i令i来機、菩鍔lfi 自主? 分離 して設置が可能であ

り、さらに大型の機硬が揃ってし、る 。

(3) P C M潜熱システム

パラフィン系や塩水化物系の相変化物質 (PCM) を利用 した蓄熱

システムも、 三菱油化エ ンジ、ニアリング(仰やク ボ、タ トレーン鮒で開

発され採用されてｾ， J.， 。 このシステムの特徴は、プラスチックの球

状や板状の容器の中に相変化物質が充填されたもので、 上回I交的 コン

パクト 化が図れる こ とし広範囲のも出支帯域 (- 21.Cー +64" C) の

相変化物質を用途に応じ選定する ことができる点である。

空調システムの刷l麦房j羽としては、 一般に冷房 O.C、l暖房45- 50

℃程度の相変化物質が退定されているが、 |期西地域てやは暖房負荷が

軽〈、暖房蓄熱は冷房用相変化物質の顕熱分を利用している例もあ

る。 5 " C - 8.C てでで、o、の相変化物質も 卜ランスフエ一ズ

はモ一 リ毛社tり) てで守開発され、 実用化 されつつある。 この温度レベノレの

蓄熱材は、従来のi令i弟機で苦熱をまかなう ことが可能であり、冷房

負荷の増大対応、に苦慮している既設ヒツレに菩繋蛸I を設置するだけで

契約電力を増大させることなく対処できる こ とな E 、潜熱システム

のメ リッ 卜を最大限に活用する こ とができる 。

蓄熱システムの電力料金・優遇税制

負荷平当主化 を進めるために、当社では、蓄熱システムに経済的な

料金制度として 『菩烈弱司整契約j ( 業務用 ・産業用) や [ ピーク時間

調整契約j などのメニューを用意してし、る 。『蓄熱調整契約j には業

務用 t 産業J = f J ! : . があり、例えば業務用電力を契約している需要家が

蓄熱システムを採用した場合、 表 2 の通り割引後の電力量料金は、

通常の約1/3になる 。

表2 業務用蓄熱調整契約による料金制度

f Mf;';I1IT: (i<V)  6. 6 22 70 

基本料全( J ' J / i <W) 1660 1620 1580  

|日 ( 7 )1 - 9  )1) 15.33 15.01 ] 4. 68  

屯 )J 州金( 1 - ' 山Wh) I  

その{ 也季 13. 93 13.64  13.34 

;削l引後の' ;G: j )11(料全( I - ' J / kWh) 22I1S' - 8 11，¥・ 4. 6 4. 5  4. 4 

(i] .) H5/ J  1- H6/  Ｙ の ＱＱ ｜Ｑ 、村忘れ ｾ ｊ に 屯 ｽｊ 料全 ｬｩＶＮＶｫｖ 0. 251'J 、22kV 0.24111. 70kV 0.24 

I'lf tli 卜げを行って いる .

『ピーク11寺問調整契約J は、契約屯カ 500kW J.. : j よの需要家が、 7  

月- 9 月の対象期 IMJ ie通じて毎 FI一 定H寺聞 に30分以上負荷を調整

するプランである 。例えば畳の 1311寺一 16時の間 に蓄熱冷凍機器を

止め、菩非 ｾ｜ｉ 分て、冷 房を まかなうことなどにより契約電力低減が可能

である 。

負荷平準化の図れる蓄熱システムの普及促進は国家的課題てあり、

ifXl nてやは、 j税J hIJ . 金制し1: : . の助成拍二世( エオ、ノレギー需給構造改革投資
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行等からの融資) を設

け、 これらに関連した

システムの設備投資の

積極的な促進を図って

いる 。 また、当社では

氷蓄熱ユニ ッ トタイプ

の リース制度の導入を

ｉ ｾ ｉ り 、当社グル ー プ 関

電製作所が平成 4年10

600 

( 軒) r..... … 一一一一一一一- - _ . ・ e ・ 58γ

500 t  .. 

460 

400  f.. ーーー一... . ... ..-ーー・一一

200 f. . . . 一一一一ーーーー一一一一
184 

139 

344 

591  1851  JI18  

156 

S61  S62 S63  H  1  H2 H3 H4 H5/ 11 

水蓄熱

氷蓄熱

月より耳足り扱っている 。 図 B 蓄熱調整契約加入状況の推移

蓄熱採用実績の推移

機器メ ーカ一、建設会社等 による蓄熱システム技術の開発、改良

および普及促進の紅沖E的な取り組みにより、昭和63年以降、蓄熱調

整契約の加入件数は前年度比20- 30%ず、つ着実に増加 しており、平

成 5 年度 11月現在て業務用、産業用合わせて 581科二にのぼって いる。

図 8 に蓄熱訓整契約加入状況の推移を示す。品丘特に増加傾 向カ王者

しいのが、すJ，蓄熱システムてある 。 これは、従米の水蓄熱を補完 し

た; i Jc蓄熱システムのメ リッ トカ朝刊illi されてきた ことや、実際に採用

された建物で氷菩熱システムが現実に大きな効果を上げてきている

こ とへの詞刊iD i の高まりて。あると考えている 。

蓄熱システムは、省資源 ・省エオ、ノレギー化の効率的都会型揚水式

発電所であり、 地主将提境問題や都心部の環境改善 に大きく寄与でき

るとともに、将来の屯力安定供給に寄与する主要な方策の柱である 。

蓄熱システムが空調設備の普通のシステムとして活用 ・利用してし、

たfごく こ とを Jt J ' ! 待している 。

蓄熱システムの具体的採用例

蓄熱システムは種々の建物 ・用途に採用されているが、以下の代

表的な大規J莫 ・中規J長 ・小規J共建物( 表 3 ) ごとにそのシステムの

科 徹、概要を紹介する 。

表 3

建物j 名材、 鋭校( 延1*1耐 j' 1) 特 徴

A  K F セ ンター ビノレ 12，197m'  。 ヒノレｦｊ ｬ Ｇｾ 改変 Ｇ［ ＱＱＯ リ ｩｪｊｉ 熱利川

ノktli 熱システム tiifll

B  クリスタノレタワー 85 ，994 m'  。 大鋭校建物で の水害r熱 シ ス テ ム

+ 冷媒 lニl 然1病弱システム 1*' 11

C 大| 坂七メント本主i 8，022m'  。 ノ、 ーベスト氷千百熱システム探 RI

0
1
引イ i di 役 j叶 約26 ，000m' 。 ｩ 坑設ヒソレ熱 ｪｬｾｴ 改修

i託設ノドHY平rlTj I氷 帯 熱 システム

j'iUII 

E 新イf 家ポーリングル; 1. 650m'  。 iK帯熱ピノレ JHマルチ採川
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建物の空調負荷曲線
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建物の空調負荷曲線
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KFセ ン タ ー ピ ル ー ビル併設変電所排，斬リ用水蓄熱システムー

都市部においては、人口の集中化、活発な

産業鈴掛活動等により、 工場持閥、ピノレ持閥、

地下鉄、地下街 ｾ ｉ 執など十分に活用 ・ 利 用さ

れていない Ｑｾ 械が存在している 。 本建物では、

ヒートポンプ入力分

ヒートポ ンプによる

夜間蓄熱
ヒツレにf弁設された変電所の変圧器か らの相惇! ¥

を、暖房時のヒ ー トポンプの葬!ti ，原水として有

s  

効に利用している 。各階のフ ロア一内では、

テナント間仕切りの帝国分化にも対応て3 るよ

う V A V 方式を採用し、各室 約60m
2

ごとに

温度調整ができるようにしている 。 また、時

間外業務対策として、使用階のみを空調し、

その他の階を停止できるように V A V 装告

K F センタービル建物断面図 A ー 1

( 夜間電力利用)

。空調設備
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80RTx  2台

I喜屋 H 背

IIf{ 平日63i l三2J ' J

地 下 2 附 地 上10附

12 . 19701'  

l  附:Mi 告Ii

Ｒ 附 ＭＹ 断ＺＱＧｬＧ ｾ ｉ ｾ 務 Ｏ［Ｏｲ

地下回ｾ［ｕＺｊｦｉｾ屯所

7 . k 葬! ぽ原ヒートポンプ( 変電所訪問咽JI 又)

80RTx 1台

図 A ー 1 に建物断面、 図 A - 2 に葬! ぽ原シス

テム運転モー ドを示す。

ヒツレ暖房負荷に対する変圧器持陪! ¥の利用比

1 日積算最大 暖房負荷に対して約30

% 、シ ー ズン積算暖房負荷に対して約60%

と、大きな省エオ、ノレギー効果が得られている。

に全問機能を設 けて L、る 。

率は、

約500m
3
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B クリスタルタワー一大規機物でのクリスタル 1) キ/ F ' 7 1'

氷蓄熱システムでは、ユニットタイプの採

用例が比較的多いが、氷蓄熱システムの持つ

良質な低温エオ、ノレギーを有効に活用した低温

ステムの基本構成と冷暖房サイクノレを、 図B

- 2 に従来冷iA ' ，* 方式との搬送動力上回I交を示

す。

図B 一 1 に氷一議熱+ ベーノ f ークリスタノレシ| 器増や時間外運転士話! などの要素が加味され、

クリスタ ノレ リキ ッドアイス蓄熱システム (C

LI S- HR)  60H P27台と 5 台が設置された。

また、事葬! 糟f I 立高層用80m
3
X 9基、低層内73送風システムや、冷媒の液体と気体の比重量

差 によ っ て自然循環を繰り返し、 ｾｗ 動力て山梨 ｌ
、 I I 設計概要

搬送する個別分散の利点を保持したシステム

すなわちべ、ーノ f ークリスタノレシステム* ( VCS)  

が開発され、数多く実用化 されている 。 その

f明言作がクリスタノレタワ ーである 。写真B -

1 にクリスタノレタワーの外観を示す。

クリスタノレタワ ーは、大阪ピジオ、スパーク

の最先端に位置する超高層インテ リジ‘ ェント

ヒツレとして平成 2 年 8 月に完成した。ビノレの

用途は、 3 階から 37階の基準オフィス階i : B

m
3

X  1基、 49m
3

X 1基が設置され、高層用菩

:烈Wl 7基は建物の制振装置としても活用され

ている 。

写真B - 2 に、屋上に設置されたヒ ート ポ

ンプを示す0

. 空調設{ 鵬正要

年間冷房電力の夜間移行率は 75 .5 %で、ピ I 2 から 2 階の共用ゾーン、フィットオ、ス、飲| 熱 源 クリスタノレリキッドアイス蓄熱システム

ークシフト約2，250kWを達成している。 I 食庖舗、エントランス、ピジオ、スサポートシ I 6 0 HP ( 製氷能力 37RT) 32台

*ペーパークリスタJ レシステム

ｩｾ 蓄熱の持つ ｩｾ ｗＮＧＺＧ ＱＧ ｉ［ ｻｴＭ平 ｉｉｉ ｉｽ し 、冷媒の液 体と ｾｬＮ ｦ 本 の ｬ ｴＺｦ在 ｊ ｉ Ｈ

［ｹＧ ｪ によって、 自然 Ｚｻｉ 百環を繰り返し、 ｾＡｬｨｩｬｬｽｊ 力で書ＧＡｬｉ ａ お ｬｩ するシス

テムである。二次fJ! 1} O)j 船主i動力は1;&任の樹高訂以i)j ) J に比 し大

恥1に{ 出成され、行エネノレギ?イヒカ' 1: ; ( 1れる。

ヨツプに分かれて L' ，:， 。

ｾｾぽ原につ いても用 途により分割され、オフ

ィス階は屋上に、共用ゾーンは B 1 に設置さ

れた。 それぞれの負荷に対して将来の O A機

氷蓄j烈叫，i 80m
3

9基、 731η3 1基、 49m
3

1基

蓄熱容量 l1 ，840RT h 

空 調 V C S : 3  - 3 7階

空調機単ーダクト方式 : B2 - 2 階

システム

CLl S. HR 

+  

氷 蓄 熱

+  

VCS 

2.06 

1夜 間 2S.C

外気温{

l 昼間 35.C

空気熱源スクリューヒートポンプ

+  

水蓄熱

+  

フアンコイル、各階空調機

1.95 

熱源 COP

外気温 35・c

fs l1官
二 次 側

搬送動力

装置 COP 1.56 1.10 

温水( 遺)

図 8 - 1 氷蓄熱+ ペーパークリスタルシステムの基本構成と冷暖房サイクル

デマンド ( k W)

8，000 
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蓄氷量 9，990RT 
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蓄氷量 I ，S50RT 

1，000 荷 1，000

0

0

0

 

0

0

 

5

0

 

・

E

E

E

E

E

E

E

E

E
内

u

'

暖

房

負

荷

図 8 - 3 熱負荷の概念図 ( 高層)

図 8 - 2 従来;令温水方式との搬送動力比較

平成4年7月27日

RT 

図 8 - 4 熱負荷の概念図 ( 低層)

0  

1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112131415161718192021222324(時事リ)

図 8 - 5 クリスタルタワーの契約電力テ'マンド実績と従来システムの

テ'マンドグラフ
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写真 8 - 2 屋上に設置されたヒートポンプの状況

( X 1.000kWh)  
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写真 8 - 1 クリスタルタワー はのピル)の外観

移行率

建築概要

名 材、 クリスタノレタワー

j叶 . ( EJ 血 大阪市'1' 火J天JIIHI.] -2- 1  

川 i金 F阿古J咋・1
1

1-; 制i ・フィット斗スクラブ

姐末if ij Hi 85 ， 994m'  

附 数 I血1" 2附 JW.J '.37附 I持/tl 2  W. 

竣 1 : '1'1此2 年8 ) 1  

製氷業務用蓄熱電力

製氷業務用蓄熱電力+ 製氷般電力

断宰|ω %195%1以 %189%1蝋 180%1斜 %162%166%186%190%191%1

( 平成3年 10月~平成4年9 月)

図8 - 6 クリスタルタワーの 1年間の熱源用電力量の月別合計と夜間移行量

• CLI S- H R  60H P の能力仕様

製氷運転 37R T  

冷水運転

温水運転

150 ，000kcal  

170 ，000kcal  

岡崎運転 31 R T  / 145， OOOkcal  

高層 ・低層の冷房負荷に対して、 畳間の負

荷に対する割安な夜間電力( 業務用蓄熱調整

E 空調運転実績

図 8 - 5 は、クリスタノレタワ ーの契約屯カ

デマ ン ド実績 (平成 4 年 7 月27FI) と従来の

非蓄葬!t型葬似! 京システムて棋のデマンドクc ラフを

示す。従来の方式 と比べ約2250 k Wのピーク

電力のifu，戚イヒを図る ことがで3 、ランニング

契約) を月干し、た蓄熱の害1I 合を 1 日当た り54% I  コスト も年間約74 ，000千円の削減が図れた。

に、また年間延ぺで70%に設定した。その熱| 図 8 - 6 に、ク リス タノレタワ ーの 1年間( 平

負荷の概念を、高層 ・低層それぞれ図 8 - 3 、| 成 3 年 10月~平成 4 年 9 月) の紫ゆil 用電力量

図 8 - 4 に示す。 の月別合言1- と夜間移行量ぞ示す。年間の移行

率は 75 .5 %と割安な夜間電力を有効に活用

している 。

仁大阪セメント榔社事務所ビル

大阪セメント本社事務所ピノレは、情報イり!寺

代の創造的な仕事の場にふさわしし、機能を持

ったニューオフ ィスピノレと して設計、建設さ

れた。

このピノレは、発注者のエオ、ノレギー消費型で

ある セメン ト工場での省エオ、ノレギーに対する

豊富な経験や強し、認識の下に、各種省エオ、ノレ

ギ一手法が柏極的に採用されてし、る 。特に熱

ilJf( 設官15では、エオ、ノレギー資源の有効活用、環

境保全、負荷平4主化など社会的な要請に貢献

する、効率的ノ、ーベ、スト式ノk蓄熱ヒ ー トポン

プシステム本を全而的に導入し、安{illi な夜間

屯力の利用により大| 陥なエオ、ノレギーコ ス トの

{ 出成を可能にした。

E 設備計画

環境の快適性と省エえ、ノレギ- { o両立させ、

オフィスの利HHIヲ態や O A機総等の変化に対

応、で きるように、 フレキ シビリティを持たせ

た設備システムを目指して設計された。

なお、省エオ、ノレギー・ 省資源対応、の主な手

法として、以下の手法が導入されて ，，1.>。

① 交fiJJj な夜1:.I I'f t ] : 力を利用したハーベス ト式

水靴、熱システムの採用

② '1
'
1[¥1期の省エネルギーに有効な外気冷房

Ji 式の導入

③ 外気負荷を 60%近く 低減する 全熱交換

器の採用

④ 子冷 ・予 抑l寺の外気)1) ( ，り人れのカッ ト

*ハーベスト式氷蓄熱ヒートポンプシステム

ハーベスト (J阿部式

ノkずt書与ヒートポンフ。シス

テムは、 '1'- .紋主! ! の製水板

に ｩ 令ノドを散ノドして ｩ｜ Ｇ ￭ Ｂｦ Ｆ ｾ ｫ

のit; をつ〈り、 一定の氷

j亨 ( 5mmt ，u主) になった

t き、稲やIJ! をメ1) りJlxるよ

うにホットカスパイノぞス

をJHl 、て解it; 、!とIr.. %高 F

させてf開 州 1
1
;]1:.，¥'，える

ダイナミツタ )j 式であ

る。iKJ l J. を大きくせずに ハーベスト氷

解水するために、 C OP

(成主a係数) 1J: 2. 7- 2 .8t，:': i くでき、また lP F (氷の1管内

光I民不) 力 f ｉｾＧ ， Ｇｪ くなってむ効率が ＩＱＱＱＮＮ くならないの力 ｴＮＧｈ 殺であ

る。
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一中規模 ビルでのハーベスト式氷蓄熱システム採用ー
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図 C - l ハーベスト式氷蓄熱システム

表 C ー 1 熱源機器の仕機 ( ハーベスト氷蓄熱システム)

l 記号| 機器名称 |  機株仕様 |台数

I 圧 縮 機 60k W、ファン0. 75kWx 8 台

製氷能力 145Mcal / h(外気28' C、冷水O→氷O'C)

132Mc al/ h  (外気3f C、冷水0- 氷O.C)

ー ベ ス ト 式|

H  P |  |冷ホ能力 236Mcal/ h  (外気28.C、冷水10→5' C) I  2  

氷 蓄 熱 ユ ニ いト|

1791VI cal/ h  (外気34.C、冷水5→ O.C)

加納凶 218Mcal /h( 外気1C、温水40→ 4陀 )

1671VI cal /h  (外気ぴC 、混水40→ 41C)

脊 :ht 110m
J

、 10. 5mX6. 5mx 2. 5mH

T S  I帯 熱 タ ン ク |

F RP 組立ノ句、ノレ、断章!f53 .5mm

s  I補助ボイラ| カ、ス焚、無庄f清水式

|加害椛jJ 150Mcal /h  (外気O.C、温水4ト 65"C)

P  1 1製 氷 ポ ン プI125.t x 2. 500L! mi nX 10mAqX 7.5kW I  2  

PHl I温 水 ポ ン プI 65φ X  400L! minx 13 mAqX 1. 5kW I  2  

PH21補助軌馴溢水ポンプI 32.t X  100L! mi州 2mAqX O. 4kW I  1  

HcH l 冷温水ポンプI 65.t x  600L/ mi nX 25mAqX5. 5kW I  4  

写真 C - l ハーベスト式氷蓄熱システムの外観
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図 C - 2 1年間の電力使用量の月別特性
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建築概要

・竣J : . ip月

平成 2年 11月

. 雄物鮒央

北fli ' i /MLI -.8陥、 I品

展 1陥

商館/ tt!l...卜'.4 階

. 延床面干' i ' t

8. 022m
2  

. 主要月1途

事務}I，庁

5  6  7  8  9  10 11 12 

[月 1

!Il! 22- 8 時( 深夜)[@8- 18時( 昼間) ! l l ! 18- 22時{ 夜間)

図 C - 3 1 年間の熱源電力使用量の月別特性

(熱j原機本体+裕機+一次ポンプ動力)

⑤ 搬送重)Jカ刷出成するための二次仰附温水 | 空 調 インテリア: 各階空調機( 15台) I 分) の月別特性を図 C - 2 、 3 に示す。

ポンプの台数制御と V A V 系統空調機のイ |  による単一ダク ト。 1 ・ビノレ全体の電力使用量てや割安な夜間電力の

ンノ f ータ制御

これにより、 CEC( 空調エオ、ノレギー消費係

数) は0. 97 ( 基準は 1. 6) し 省エオ、ノレギ一、

効率化の図れた設備システムとなっている 。

図 C - l にハーベスト式氷蓄熱システム、

表 C - l に鮒原機器の仕様、 写真C 一 1 にハ

ーベスト式氷蓄熱システムの外観を示す。

. 空調設備概要

熱 源 ハーベス ト式氷蓄熱システム

48R T  (事む，Jc) x  2 台

蓄 熱 槽 FRP組み立て式 110m
3

40 

役員室、会議室系統

は V A V 方式

ペリメ ータ: 2管式フアン コイル

ユニ ット

電 算 室 : 空気告書村原ノ f ッケージ

中央監視 16ピットマイ コン、自律分散方式

夜間は君苧管理センタ ーへ伝送

E 運転実績

1年間 (H 3年) の電力使用量 と葬!¥-i ，原電力

占める割合は、夏期は約30%、冬期は約20%

で、年間で26%であ った。

・葬! 日原動力の割安な夜間電力の占める割合は、

夏期は約60%、冬期は約40%で、年間で50%

であっ? こ-。

割安な夜間電力を有効に利用し、大幅な コ

ス ト低 減化が図られた。また、 1511寺一16時の

問、葬! ¥- i ! 応機器を停止 させその聞の契約電力を

低減させ、基本料金の割引がて3 る定時調整

契約も受けられ、 一層の コス ト低 減化が図ら

(熱i原機器本体+ 補機+一次ポンプの動力 | れている 。



D 明 石 市 市 役 所 一既設水槽を利用した氷蓄熱システムへの改修一

明石市庁舎は昭和45年に新築されてから

約20年を経過し、空調設備の老朽化に伴う 更

幸府尉羽にあった。 この問、負荷が増加してお

り、 製慨を含めた空調設備の増強 ・改修カ f必

要であった。

各種方式含検討の結果、①機械室の現状の

スペース内に収納可能てある、 ②既設水槽を

氷蓄葬! 仲直として改造することで、蓄葬Mmを拡

張する こと なく蓄熱容量カ可制呆て3 る、 G汐十

気温度の高い瓦明ていも安定した冷水似幼稚

保できる、 @ 市民会館などを利用il 寺の急場の

冷房負荷に対応、が可能である、併IJ 安な夜間

電力利用 により栓済的である、などから、既

設7N' Miを利用した氷蓄熱システムが採用され

?こ。

4開 設設備の和服

熱 源 ターボ子令J刺幾 580R T+ 100RT 

蒸気ボ、イラ
3  ton/ h  

温水ボイラ 335 ，000kcal / h  

蓄葬! 叫i 1，024m
3  

二次側 空言肺機+ フアン コイ ノレ

E 熱源改修計画

葬!ぽ原改+主主十匝II . : J : 、下記の条件て官十画された。

・老 朽化対策として、全面的に改修を行う 。

図 D - l

熱源システム図

( 明石市庁舎)

- 既存 掛械室のスペース内に収める 0

. 既存蓄葬MMi を有効に活用する 。

・自由J運動が可能なシステムとする 0

・運転費が安価で あ る こ し

・主 な配管を密閉化 し、配管の老朽化・ 熱ロ

スを j'!JI える 。

これ らの諸条件を考慮した結果、氷蓄熱シ

ステムカヰ呆用された。

図 0 - 1 に紫ぽ原システムを示す。

主要な釧原機器の概要を以下に示す。

家h
源 空 気/ 7J場 明 氷 蓄 熱 ヒー トポンプ

システム 271 RT  ( 冷水)

冷iJ ¥¥t *手主主回官民 (2台) 180R T  

貫流ボイラ( 加温用)

換算蒸発量 500kg/ h  

氷蓄葬Mm 槽容量 415m
3  

蓄熱量 2， 181RTh (lPE  =  22%)  

E 運転実績

氷蓄熱システムの採用により、既設に比べ

電気容量のil1i .成と割安な夜間電力利用による

ランニングコス トのil{;i .戚が図られて いること

が実証された。

図 0 - 2 仁、夏期の 1 日の冷房負荷状況を

示す。

空気 / 水熱源氷蓄熱ヒートポンプ

単 位 ・千

2  

冷 1.8

房 1.6

ｾ＠ 1.4 

何 1.2

M 1  

c  0. 8 

a  

1  0. 6 

/ 0. 4 

ｾ＠ 0. 2 

。

21  23 1  3  5  7  9  1  1  13 15 17 19 21 

22 0  2  4  6  8  10 12 14 16 18  20 時刻

口放熱 図追い焚き 図ガス冷 1 . ガス冷 2

図。 - 2 夏期の 1 日の冷 房 負 荷 状 況 ( 明石市庁舎)

建築綴要

坊と仁i p月 11日平U45
i
l才 11月

J他 物 倒 見 本1;---; 苦 事 務 棟/ j也ト. 8 階 8 .077m'

窓口棟/ j也1- . 2陪 3. 39 7 m'  

議会側ν地 H 附 3，593m'  

分1' 1' 合/ jt!! .J . 5 断 3. 473m'

等

市民会 館/ 地下 l 附 it!! .J .4 附 7 ，302m'  

E 小規模建物

空調葬 Ａぽ原 需要の ｾ ｉ Ｚ ｉ てや電 気 に よる空調シス テ

ムは、その安全性、 利 便性、 Ui 斉性などの理

由か ら8割五L上( 平成 2冷凍年度 t " ) レマノレ

チ+ノ ，，0 ，"/ケー ジ+ チラ ー= 87%) を占めてい

る。上回帥別、が甘美な建物ては電気方式が採用

されているのが一般的て¥その中でも、ノ f ッ

ケージ方式や ピノレマルチ方式が大きなシェア

を占めている 。 これらの分野で従来の電気方

式の安全性、手IJi w! ' 性、経済性 li {l制呆しつつ、

負荷平準化 を図る蓄熱シス テムの開発に力を

注いで きた。氷蓄熱ヒツレ用マノレチ方式はダイ

キン工業、日 立製作所で開発、販売されてい

る。蓄葬!ν f ッケー ジ、エアコンについては三菱

電機よ り販売されて いる 。

図 E 一 1 に、年度別空調奏M1( 出荷容量の推

移を示す。

氷蓄熱ピル用マルチ

氷蓄熱ヒツレ用マノレチシステムは、従来の ど

ノレ用マルチシステムに氷蓄支持柑そ追加 した も

のであり、次のような特徴を有 している 。

・非蓄熱のヒツレ用マルチシステムと 比較 し、

室 外ユ ニ ッ ト 容量カ ｾＲ Ｐ Ｅ 低減で きる Ｎ図 ｅＭ

2 にシステムの負荷分担ノ f ターンを示す。

・割安な夜間電力を蓄熱に利 用できるため、

ランニ ングコストの低i成が図れる 。蓄熱ユニ

ッ ト等の イニ シヤノレ コスト のアップ分は、 通

常数年で回収が可能。

・通常の ヒツレ用マノレチ t 同様、冷媒配管工事、

配線工事を行うだけで、施工も容易。

図 E - 3 にシス テム の概要 を、 図 E - 4 に

シス テム の構成を示す。表 E 一 1 に室外ユニ

ッ ト・氷蓄熱ユニ ッ トの主仕様を示す。

・新在家ボーリング場の氷ヒ‘ルマルチへの

リフォーム

設備の老朽化に伴うリフォ ームを機会に、

負荷変動にフレキシブノレに対応て3 ること、

個別制御性が良 い省エオ、ノレギーシステムであ

ること 、運転管理者が不要である こと などを

条件に検討された結果、ランニングコス トが
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一 氷 蓄熱 ビル用マルチへの改修と氷蓄熱パ ッケージエアコンの採用ー

7∞ 

6∞ 

空間機総トン数と方式別割合

(家庭用を除く業務用空調)

5∞ 
総

h  

J  

数

芳 4∞

'，0.  

'"' 凍

ト

"::: 3∞ 

2∞ 

1∞ 

。

60 61 62 63 元年 2 3 4  

CZJ ピル用マルチシステム 区ヨパッケージ

Eヨチラ- ｾヨ 騒 収 式およ びタ ーボ 冷凍機

図 E ー 1 年度別空調熱源 出荷容量の推移

図 E - 2 システムの負荷分担パターン( 氷ビルマル)

氷蓄熱ユ二 y ト

ーー解氷フロー ー一製氷フロー

図 E - 3 システム概要図

(氷ピルマル)

図 E - 4

システム権成図 (氷ピルマル) 室内ユニット

表 E - l 室外機 ・氷蓄熱ユニットの主仕織

システム 8  ＮＡ Ａ ｾ力システム Ｑ ＰＮ Ａ Ａｾ＠ 71:/ ステム

ユニ ット
室外ユニット

氷1信T仰S』Sユ8Aニット
室外ユニット

ノ't;.'f! i書5!54ユ10ニット

RSSY8G RSSY10G TSS10A 

.; t;: i目i
3.tr1200V50/60H， 11

1
.相200V50/60H， 3.tr1200V50/60H， 11

1
.相1200V50/60H，

冷房白U I (kca1/h)  25 .000 31，500 

吸 ，;/} 能力 (kca1/h) 22 ，400 28. 000 

有吉11蓄熱量t (kca1)  52，000 65. 000 

氷光I挺率 ( VOL %) 44 55 

外形寸法おき× 恥，iX奥行き ( 111m) 1， 200Xl ， 280x 690  1，666Xl .150Xl .350 1， 420x  1， 280x690  1  ，666Xl ， 150x 1.350 

製品i 1i .武 (kg) 290 390 310 400 

蓄冷( 製氷) 運転
冷房運転

I  I  

放冷併用冷房運転

100 

T  I  I  
、、

冷l房ー負下荷一一

lミ
トー

レ/

..-

1  

口; ]

蓄冷房冷

1  

利 能

用力

80 

向

U

冷

房

負

荷

40 

20 

。L _ Lー力

。:00 6:00 12:00 18:00 24:00 

( 時)

図 E - 6 ピーク負荷 日の運転パターン (氷蓄熱パッケージエアコン)

氷蓄熱パ ッケー ジエアコ ンのシ ステム仕機

SE - I0  I  SE H- I0A  SEI-H 5A  

22400/25000 I  22400/25000 I  31500/35509 

(千百冷利JlI I1200/12500) I  ( 蓄冷干11H111200/12500) I  ( 搭冷利則 15750/17750)

I  24500/2河00 34000/38000 

図 E - 5 屋上での室外機器配置 |  | 九日| 川| 一 | 情熱利問12250/135ω) I 情熱利Hl I7000/19000)

割安で. かつ利便性の良い氷蓄熱ヒツレ用マノレチ | のパ ッケ ー ジ方式と比べ、約 4年 程度で回収 | 表 E - 2にシステム仕様を示す。

システムが採用された。

図 E - 5 に、屋 上での 室外機器配置 を示す。

E 氷蓄熱パッケージエアコン

従来のノ f--:; ケー ジ、エ ア コンと同様の据え付

け工事、同様の操作が可能な氷蓄鍔v {ッケー

ができる 。

・蓄冷熱優先仕厳シス テム のため、割安 な夜

間電力の利用率 は最 大負荷時でも 50%、年 間

てやは約65%と大きいため、ラ ンニング コスト

の低減が可能。

・同容量ノf ツケ ー ジ‘ エアコ ンに比べ" i令1暖房

. 梅田生花 (兵庫県生花株 式 会 社) の

採用 実施

梅 田生花 ( 兵庫県生花株式会社 大 阪営 業所)

には、割安 な夜間料金を利用したラ ンニング

コス トを低減させるため、 生花せり市場場内

ジ、エ アコンは、次のような特徴を有している 。| 能力は約 2倍。

・ランニング コストの大申副出戚により 、従来 | 図 E - 6 にピー ク負荷日 の運転 パター ンを、 | る。

冷房用として氷蓄努y { ッケ ー ジ、エアコ ン (SE

- 10型) 6台が採用され、順調に稼働してし、
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地球にやさしく・人にやさしい建物/ 住宅

これからの時代には地球にやさしく ・人にやさしい空調システム

が一層強〈求められ、建築設備者に t ってもそれらの認識が必要で

あると考えられる。それらの具体的な要素として次のものが挙げら

れる 。

① 建物内てや使用される エオ、ノレギーが、将来のエえ、ノレギ一安定1M合

に寄与する利用形態であり、かつ、省資源となるシステムである 。

② 建物の外、すなわち地お財上会あるいは地球に高負荷、悪由緒怜

及ぼさなし、。

③ 建物内の人にやさい、( 快適性、機能性、能率向上) 環境を提

f共する 。

図 9 に地球にやさしく ・人にやさしい建物イメージを示す。表 4

に空調システムの商から検討 ・導入すべき項目を示す。

。。

CO，'  NO，を封ド出しない 1  "Ii" 

個別制御

建物の外( 地織社会、

地球) に高負荷 ・悪影

響を及ぼさない.

クリーン・安全
"ll +山山白山・川・H ・H ・

山 ｾ ｩｬＧ 蓄需 品システム

省ヱヰ・省資源システム

蓄熱槽

図 9 地球にやさしく・人にやさしい建物( 空調システムを中心に)

表 4 地球・人にやさしい空調システム検討項目

空関熱源システム

Ｔ 存熱 ｾｾｊ 耳システム 一一一ー…一一一一一一一 氷、水、 ｉ 符熱帯熱システム、ＡＡｉＡ ｉ 本務ｾＡＡ

熱 ｉＢｉｾ ＮＡｉＮシステム ー……一一一一一ＮＮ Ｊヂ λ ｩｬ ｦＮＨ H P なE

1'1然エヰノレギーの活HJ .. ……… -大防光、太陽 ';11池、風力

未利HJ エオ、ノレギーの i舌HI ..... ……一下水、河川水、地下水、 中水、 ピノレ釧熱

，lJi 効率ヒ ートポ ンプのr罰則

人ー温度足利) J J

一次側シスァム

V A V! VW V  

ｉｾ ｾ 送 量 ＩＱＩＩ の 低減 Ｈｖｃｓ 、 Ｗ ｋｉ 般込 等 低 ｩ ｍＮ ￬ 且風、低 ｩ ＺｩｊＮ ｩ 羊水、

!日i l咋安調 ・ゾーン )) 11空調 ・マノレチ )i: 式

ＱＺ ｾＡ ｦ 交侠＿ Ｂｾ

外気冷M

)ixM冷/1; ' . 暖房

地球家族住宅 f工ルハウス2U

当社は平成 5年春、地球環境問題への関心の高まりを背景に、 地

球にやさしく、家族にやさし L、電化ハウス 『エノレハウス 21一地球家

族住宅j をオ ープンした。 ここには地球にやさしく 、 しかも私たち

の生活をさらに怯せにするようなアイデアやシステム等省エオ、技術

を数多く盛り込んでいる 。写真 1 ，こエノレハウス 21のタ同見を、図10に

全システムを示す。

このエノレハウス 21は、「ゆと りや豊かさを失うことなく 、エオ、ノレギ

ー消費を減少する方法含アピーノレする こと」を目的 としており、以

下の 4 つのシステムぞ柱として活用し、 ユーザー自身がエオ、ノレギー

を創造する新い、意味での省エオ、を提案している 。

(1) 省エネルギー・高効率システム

地球と共生 していくために、今われわれがするべき こと の第一歩

が省エオ、ノレギーへの取り組みである。エオ、ノレギーを効率的に使って

地球の貴重な資源を犬切にする こと、これは同l寺に経済的なライフ

スタイノレを実現することでもある 。

電磁部室器 電閥司理器は、誘導加熱コイノレに電流附すと磁力線

が生じ、この磁力線の中に鉄系の鍋を置くと昔前底に電流が発生し、

このとき金属の持つ電気抵抗とうず電流によって鍋底そのものが発

熱する調理器である。鍋自体が発熱するので、熱効率が83%と高〈

熱ロスが少ないため、空調の節減が可能である 。その上 C O
2
や N Ox

を発生せず、人にやさしい調理器である。

ヒートポンプ式恵国会湯・エアコン このエアコンは関西電力と 円

立製作所が共同開発してできた製品で、 1 台のヒートポ ンプで冷

房 ・i暖房 ・給湯を行うこ t ができ、 しかも 80.C の高温給湯ーが可能で、

ある 。図11 に、ヒートポンプ式高温給湯 ・エアコンの概要を示す。

(2) 深夜電力利用蓄熱システム

蓄熱式轄射冷暖房・給湯システム このシステムは、ナショナノレ住

宅産業、 三菱j由化クツレープ、関西電力が共同開発したものである 。

経済的な深夜電力で夜間のうちに冷熱や温熱に変えて蓄え、冷i I 麦房

や給湯に利用する画期的な住宅エオ、ノレギーシステムで、住宅用の蓄

熱式冷房では日本初のものである。 図12' こ蓄熱王明繭サ刷暖房 ・給湯

システムの概要を示す。

蓄熱式床暖房・畳暖房 深夜電力を使って蓄熱材に熱を蓄え、府暖

房や畳暖房に利用する 。蓄熱式床暖房の蓄熱材の研蔽ナトリウムは

熱を加えると 32・C てや溶けて大量の熱を蓄え、冷えると 30.C で固ま

り、このときに蓄えていた熱を放出する 。一方、釦賜は粒状の菩

繋Lカフ。セノレの中のノ f ラフィンに熱を蓄え、 日中放熱するイ士組みであ

る。
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l 省エネルギー

高効率 システム

@ 電磁調理器

@ ヒートポンプ式高温給湯

- エアコン

@ 高断熱 ・高機密

( 断熱材 ・高断熱ガラス)

l 深 夜電 力利用

蓄熱システム

。蓄熱式轄射冷暖房

. 給湯システム

@ 蓄熱式床暖房

。蓄熱式畳暖房

@ 蓄熱式暖房機

。電気温水器

l 自然エネルギー

資 源 活用 システム

。雨水浄化利用システム

⑪太陽光発電システム

@ 地中冷熱利用システム

@ 落葉高木

@ 換気用煙突( J ! l の道)

図1日 『エ ル ハ ウ ス21j の 全 シ ス テ ム

. 夏 期 ・ 冷 房 時

↑

冷

水

l リサイクルシステム

@ 生活排水熱利用 システム

@ 熱交換型換気扇

ｾ ＲＴ 時間保温ろ 過節水風呂

@ 生ゴミ分解消，戚機

@ 透水性舗装用骨材

@ 再生コ. ムマット ヒ ト ポ ン プ (室書付盤)

@ リサイクルエクステリア 図11 ヒートポンプ式高 温 給 湯 ・エアコンの概要

( 古電柱、古がいし、ケブルリ ル)

/  

1  1  1  1  

制 式 天 井 冷 房 I  /  川 1 1 1  1  

地階/ 省エネシステムステ ション 1，' 1

1  

' 1 1  

1陪 / ザ ン タ 仁 川 リ ビ ン ゲ 和 室 廊 下 レ 1/ / ，' / 1 1

天 務 ま 寝 室 廊 下 に ン， / / / / / /

地階/ 省エネシステムステ ーション 、、に // / /  

2階/ 主寝室 -.....:: 子、 1  1  

. システムの仕組み

雨どいを伝わってくる雨水を、地階の省 エヰ シ

ステムス テー ションにある貯水砲に貯え、ろ過

器で浄化してか勺トイレの，先，争や、自動車の洗

車、庭の散水などに利用。

バイオ処理で浄化殺菌し、長期間、水の寵敗を

防ぐ.

. メリッ ト

l  都市化が進み、水不足が深刻化する現在、

貴重な水資源の保護に役立つ.

2  水道料金の節約になり、非常に経済的であ

る.

事直射式床暖房

1階/ キ y チン ・タイニ ンヅ リピ ンデ ・廊下

図12 蓄 熱 式 鱈射 冷 暖 房 ・ 給 湯 シ ス テ ム の 概 要

貯水槽

. ，，: >. テムの仕組み

太陽電池によ って得られる電気1; 1 直流であるが、インパ- 7によって交流

に変換し、家庭用の電力として供給される.

また、雨天時など、太陽光尭電によって+ 骨な電力を得られないときで b、

連系保護装置の働きによって電力会社の系統から電力を得るニとができる

ので、供給される電力は常に安定している.

xl ンリコン単結晶太陽電，也モンユール48枚 (11枚直担IX4並列)

出力13kW. 面積130m'、重量/450kg

図14

太 陽 光 発電 システム

l  太陽光線という無尽蔵でクリーンなエネルギーを利用するので、経済的.

2  炭鼠ガスや廃棄物の尭生がな〈、地琢環境に負 ｪｾ をかけない Ｎ

3  太陽電池そのものの寿命が長〈、保守 b簡単である.

4  電力会社の系統に接続しているので、いつでも安定した電力が供給され、

太陽光発電による電気が余った場合には売電 bて・きる.

電 気j副く器 f湖 そ の 丸 型 屯気 出 水i15の ほ か に 、 配 管 内 蔵 型 、 省 ス ペ

ー ス 型 、 自 動 湯 張 り 機 能イ寸 き 、 ジ ェ ッ ト機 能付 き な ど し 、 ろ い ろ と 豊

富 な タ イ フ 。 が 揃 っ て お り 、 需 要 家 の ニ ー ズに合わせて: i ! K 択が可能で

あ る 。 エ ノ レ ハ ウ ス 21てやは、テ、、ッ ド ス ペー ス を利 用 し て 置 く こ と の で

き る 横 置 き 型 を 設 置 し て い る 。

(  3) 自 然 エ ネ ル ギ ー ・ 資 源 活 用 エ ネ ル ギー

① 間水 ￬Ｑ Ｑ イ凶 作 ｪ システム、 ②太陽 光発電シス テ ム、⑮ 也 ｬ ｾ ｬ ￬ 令 ｾｾ ｜年 ｉ ｊ
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図13 雨 水 浄 化 利 用 シ ス テ ム

写真 1 エ ル ハ ウ ス21 の 外 観

用 シ ス テ ム な ど をIl l I . り入れて い る。

図 13に 雨 水 浄化 利用 シ ス テ ム を 、 図 14に 太 陽 光 発 屯 シ ス テ ム を ノI、

す。

(  4) リ サ イ ク ル シ ス テ ム

①生 活 ＱＴ Ｑ ＧＷ 関係 ｉｊ 用システム、信濃佼換型換 Ｑｲ Ｐ 語、 ③ ＲＴ 時 ｉＺ ， ｾ ｊ 保温ろ

過 節 水 風 呂 、 ④ 生 ゴ ミ 分 解 消 滅 機 、 ⑤ 透 水 性 舗 装 用 骨 材 、 ⑥ リ サ イ

クノレエ ク ス テ リ ア な E を 採 用 し て い る。



各論・エネルギーシステムH

ガスエネルギーの利用を中心に

片 山 紘 一

わが国におけるエオ、ノレギーの需給見通しは、1990年 6 月に総令エ

オ、ノレギー調査会が作成した長期エオ、ノレギー需給見通いこ基づき、

1990年10月に開設決定された表 1 が基本となって L、る 。また同刷。l

に、 I也Eほ器士f .Wi tJl変化防止行副后I-j百|がI也王将器; 境保全に|共] する|刻係|非! 僚

会議で決定されており、この二つが今後のエオ、ノレギ一政策の方向の

基本となっている 。

表 1 一次エネルギー供給見通し (r石油代将エネルギーの供給目線J より)

1989年度笑k:i' l 2000年度 2010年度

( %)  ( %)  ( %)  

新エネルギ一等
650 万ke 非化 1，740万ke 非イじ 3，460 万ke 非化

(1， 3) (3，0) (5，3) 

水 880倍、 k Wh 石 910億k¥Vh 1. 1，050{窓k Wh 石

(4.6) 

1 二

(3.7) 

コニ

(3.7) 

エ

ネ え、 ネ

t由 熱 40万ke ノギレ 180万ke Jギレ 600万ke Jギレ

(0 1)  (0 .3) (0.9) 

阪 子
カ 1. 830億kWh (149) 3，300(;IT、 klV11 (203) 4，740RZ K Wh  (26 8) 

(8.9) (13.3) ( 16.9) 

天 然 ガ ス 4，990万ke (10.0) 6，500万ke (10.9)  8，000万ke (12.2)  

:{; 民 11 ，360万 t (17.2)  14，200万 t (17.5)  14 ，2007:i  l  (15.7)  

1; れ11 2. 89館、ke (57.9) 3.05(;uke  (513) 2.98位、ke (45 3) 

4.99!窓ke 5.94倍、ke 6. 57(;忍ke

総供給 ｾ ｉ ｴ ←一一一一 1.6% 一一一一→ ←一一一一 1. 0%一一一一→

( 年平均1中ぴ率)
1. 3 % 

エオ、ノレギー需給見通しは1I iIJI( げ干エオ、ノレギーのfjM合，1棋を?基礎と

したものであるが、 OM合では7Ui 原i O也知から、 また、需要て" は:)(1僚

の需要が需給見通し( 1989 - 2000年平均例lび率 1. 4%) をその後大幅

に 」 て 川 って いることか ら、そのｾ引を危ぶむ戸も大きし、 。 こ の需給

兄iill しの検討 において、太陥およ び)!f..U) エオ、ノレギーのような新エえ、

ノレギーの導入、未不IJ ) I WI '1熱のijfj) 1I も考l泣きれ、種々の政策が行われ

ているが、将米に向かつて lリW(gなシナリオを.Uii < に至っていないの

が実情であろう 。

前ｊＮｦの地球 ｾｬｾｕ 暖化 ｉｬｬｈ 直に ｽ｝ｮ ぇ、フロンによるオソ ε ン ｪ 的破 Ａｪｩ 問題も

ｼ 世界の ｼ 刻心 Ｇ ｊ ｾ であり、エオ、ノレギ一問題は総千子炉 ｪ に符純エオ、 ノレギーを

令型 的に ｩ 市川し 、経済先版に 必 要な Ｑｊｾ 台を 確保 する こと カ ｦｾｾｾＡｗ とな

ってきて いる。そのため、 L( ' 佐川エオ、ノレギーの多くを ii' i1
'
j する行11

市 ・主!!:築の計刊におい ても、これらのJ去を考成したエオ、ノレギーシス

テム計 ｾｬ￯ ｬ の￯ｔｉＺ要性がますます ｉ Ｂ ｊ まると考えられる 。

こ のような 背景 のもとに、天然ガスは努目立、 ＱＱ たりの ｪ 友商交方、ス発ノ ｉ ｾ

i止が石illl の約70%であること、 NOxの発生が少なく、 S Ox・すすの

発生がほとんどないクリーンなエオ、ノレギーてずあること、 また、 図 1

に示すように "J 採年数も長〈、! 和1' ，地域ち Ilt 宇佐に分散しているので

安定It に優れていることから、注 Il をあびている。そのため、 行エ

ヰ、ノレギーおよび! l Jt石川! の存l ¥L点から、 表 2 に示す{ 憂辿f背間がとられ、

その導入1 J t j f 主が進められてきた。総令エオ、ノレギー調査会者IITli 熱エオ、

ノレギ一部会の下に設けられた方、ス北本川紹検討小委II 会の、 1992年

5日の lj 'l l¥l とりまとめでは、 X1':主方、スの恭幹エオ、ノレギーとし ての枕

旧ソ連・中園地

北米 アフリカ

1992* Oi l  &  Gas JOll rnal 

天 然 ガ ス ;ri  力Il

137兆m' I  1， 585@; ke 

64年 I 46年

広く世界に分散( 中東31.1%) I  中東に66. 4%

図 1 天然ガスのソース 〔出典〕 日P 統 計

表 2 ガス冷房普及促進のための国の優遇措置 (1992年度)

制 度 主な適用対象 内 容

エネルギー1M給 ①ガス冷房装 li' l( IORT ①取得1而絡の 7 %税惚i位除

税

構造改革投資 以上でu J ¥i i 調整契約 (当 j例法人税額の20%を限

促進税制 に ｉｱｾ るＩ 度) または、 30%の特別償却の

iJi l) 
②熱併給 l盟国VJ ブJ 発生装 いずれかを選択)

ItL( コージェネ、GHP ②適J f J JVl II¥j 2年( 平成 4年4 灯

等) 1 日~平成 6 年3 J J 3旧 )

11本開発銀行エ ネガス冷房設備( 非石油系 - 貸付条件

l!，f 

ノレギ一利用高度化 ガスに l製る) (I 00R T 以 ①金平1)4 .65%( 2 月3 r1現在。

科を 上。ただし、一世効用冷 以下同じ)

政
「ガス冷房普及促 房設備を除く) ②融資比率 40%以内

進」 ③貸付期間 15年程度

投

「コ ・ジェネレーショ コージェネレーションシス ①金 手1) 5. 8% 

融
ンシステム持及促 テム、GHP ②融資比率 40%以内

ft 

進j @貸付期rHJ 10年恒度

中小企業金融公庫 ガス冷房設備 Ｈｾｉ ，Ｚｲ ￎ 溺 ｬ 系 ①金利

ガスに限る) .{-(:エネ資金

(1) 石油代符エネ lレ 代エネ)lflJ 合40%以上・・ ' 4. 65%

ギー資金 改良子 ｉｾ 二ヴ ｜ｾｊ 汗Ａ吸 収式 代エネ割合20%以上

冷i品水機( l ORT 以上) 当初1) 3年 5.50%

(2)' ( i エネルギ - r t 4年日以降 5.90%

金 - 省エネ資金 ー ，，5.90%  

②資金限度額 2. 7億円以内

③貸付期間

- 代エネ資金

ＱＵ 年以内Ｈうち抜 ｈ ｩＧｾ 2年)

- 省エネ資金

15年以内( うち抑li
f

12 年)

GHP  ①天然ガス WIJ 合40%以 ①金 手1) 3.30% 

ｾｉ￬＠ 1'.O) 1lI IdJ7i ス ②融資額 50万円以上

J.VJ  

利子補給制度 ②LPG ｾ ｉｩｬＩ 合 Ｇ ＱＰ Ｅ 以上の ③償還l VJ I l lJ 5 年以内( うち侃

何11行ガス ti't 6 カ月以内)

金
③簡易ガス事業、 L PG @適用期間 5 年r: i J (平成 6 i]三

度まで)

; 町、|けカ汚子われ、 L NGのU1J 給基盤盤的 t 、地方都市方、スの大. 然ヵース

化 等の今後の者 ｉｉ､Ｑ ガス ー ｊ ｾＤ の訓 ｕ 起が提言 された 。 その結決 、 天然方、

スは基幹エオ、ノレギーとしてますます 厄要 出 銑|防相うこととな った。

ガス空調システム

二 i市効用ガス!I放JI 見i令g，VJ 城肋UI-: まれ、者111' 11ガスカTシ!:';U，¥)! 1  Jエオ、ノレギ

ーとして汀J ｾ 、られるようにな り約 ＲＵ ｩ ト が経過し、者 ｉｬ､￮ ガ スセ湖の実

建築と社会 ・1蜘 4 45 



7 I ¥. 機の特色と、公害に対するクリ ー ン性、カ、、ス l吸収冷iJ i¥t7I ¥. 機の効率

向上や、小型軽量化 の推進などの技術進歩などカ清判断されたものと

考えられる 。事丘てはカ、、ス l吸収冷温水機は、フロンを使わないノン

アロン空調としても高〈許イ而されるようになってきている 。

また、都市ガス空調は、都市エオ、ノレギーの問題である 1必与j'i l 1カピ

口 GHP

ロ ガス吸収冷，且水機

. 地域冷暖房

Year 

'70  !_ 

-Eコ

I Cコ

・=二二二3

'75 ・=コ

- = =  
・= ニコ

- ====コ

- E二 二 =

'80 . -

ークの増加傾向と、都市ガスの冬期ピーク 問 題 ( 図 4 ) を相互に補

完し平準化する労法として期待されて" J.， 。一方、 吉川市場てやはテ

ナントピノレの増大傾向、テナン卜の業態の多様化 による営業時間の

多様化傾向、空調工事やテナン 卜ヒツレ管理の省力化の要請から、空

'85 

調はスペース単位の個別制維p、個別計量を求める声が高まっている 。

このニーズに対応するものとして、ガス空調でも GH P(カ、、スエンジ

4  4 ，5  

容 量 ( IO' US RT)

( Source:J G A)  

3，5  2，5  1，5  0，5  L
o

 

o

-

2

 

9

9

9

 

ンヒー トポンプ) やカース空調マルチシステム COC O ( ココ) が開発

ガス冷房の設置容量の推移( 日本全体)

績は、 図 2 に示す伸びを示してきた。都市ガス空調は、金調機器と

しての特性に加えて都市方、スのクリ ー ン性 U共拾の安定性も罰輔さ

図 2

された。

G H P システムは、カ、、スエ ンジ、ンによ り駆動される直Jj 彰タイプの

ヒートポンプシステムで、冷媒 配管分岐によっ て室内機を楼統で き

る、いわゆるマルチタイプから室外械室内機一対一対応のタイプま

でそろっている 。 また、ニーズに応じて集中コントロ ーノレによる発

テナン卜別料金算出まで可能なシステムとな っていて、オ

れて、現在全国で約450万 R T の容量をまかなっており、都市エオ、ノレ

ギーの一翼を担っているといえるようになった。 その内訳は、同図

に示すように地域J制麦房、カ、、ス l吸収j令官J ド機および GHP( ガスエン

ジ、ンヒートポンフワであり、現在はカ、、ス吸収冷温水機の比率が高い。

かつて大型セントラノレ葬! 日原空調方式の中心てやあったタ ーボ、冷i来機 停から、

フィスビノレや庖舗、 さずオ交に至 る様々な用途て悼の採用が増え つつ ある 。の生産古数は、 図 3 に見るように 1975年にカ、、ス l吸収冷温7ド機に抜ヵ、

布陣!fの活用により、冬期の暖房立 ち上げが速く、低外気祖時の能力

低下が少なく、また電力容量が少ないのが特長である 。特に電力設

備の増強が困難な所て1立、コ ンピュータ等の OA 械部の導入により

電力需要が増大する場合に、既存の電気冷房装置を G H P と取り替

えることて。電気容量 に余絡を生み出すような{ 郎 、方もされてし、る 。

ガス冷1暖房が大型に即対応可能で過していたこと、地域配管にカ。

ス導管の技術が適応できたこと、および季節格差の是正への要求な

れ、現在に至ってし、る 。 これは 1 台てい冷暖房ができるガス l吸収冷温
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しかしガどから、 地j成i1 M暖房への万、ス空調の取り組みは早かった。

ス空調全体てやは、市場の大きいヒツレ単佐の空間方式の設置の1111びが

' 90 '91  ' 92 ' 75 ' 80 ' 85 

吸収冷凍機とターボ冷凍機の販売台数の推移

出! J l ! 円本冷凍空調工業会

0  

'70  

大きく、 地域冷暖房は、計画|そのものが少なかったため、あまり大

きくやれびていなし、。 ところで、今は時代の要請から 表 3 に示すよう

な「環境にやさしし、私?づく り」のプロジェク卜が数多く提案されて

おり、地域J令暖房 は今後このようなプロジ、エクトにおいて、

電気販売量

(G Wh)  

70，∞o  

65，∞o  

図 3

コーシ60，∞o  

環境にやさしい街づくりプロジェク卜

( ア) 地球温暖化対策地域推進計画( エコトピア計画) 一環境庁

( イ) アースコ ンシャスシテ ィ研究会一国土庁

( ウ) 環境調和型エネルギーコ ミュニティー通産省資源エネルギー庁

( エ) 広域エネノレギ一利用ネットワークシステムー工業技術院

( オ) 環境共生都市構想( エコ ・シティ) 建設省都市局

( カ) 環境共生住宅の推進一建設省住宅局

表 355，0∞ 

40，∞o  

35，αlO 

3  (月)

50，∞o  

45，∞o  

ガス

6  2  

' 93 

8  9  10 11 12  1  

電力・ガスの月別販売量

7  

図 4

ガス販売量

( 10' k国1)

20，∞0  

19，∞0  

18，∞0  

17，∞0  

16，∞0  

15，∞0  

14，∞0  

13，000 

12，000 

11 ，000 

10ι0∞ 
' 92 

4  
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ェオ、レーションおよびごみや河川水の未利用111，熱の活用のような終

極システムを複合し、街全体として適切なシステムを構築するため

の中核としてのf鵠 J]を期待されるようになってきてし、るため、笹子づ

くりの計画において、総合的な検討に必要不可欠なものとなりつつ

ある 。

コージ‘ェネレーション

コージ、ェオ、レーションは、 {問削あるi : ' : iiAtr. Aエネルギーを汁士司江オ、

ノレギ ー として 利 用し、低￬ＱｦＱ ｬ を葬Ａｾエオ、ノレギ ー として順次カスケ ー ドに

利用して、化石防株 ｩ ↓の持つエオ、ノレギーをしゃぶり尽くして ｾￎｴ 、効率

引守ようとするものであり、熱力学の法則を尊重した、理にかな っ

たシステムである 。平成 2年度の環境白書ても、 図 5 に示すように

コージ、ェオ、レーションの有効利用による炭酸ガス放出量の減少を訴

えており、環境白書が公害対策機器でなく、 エオ、ノレギーの利用対法

に言及した珍しいケースである 。都市エオ、ノレギー問題の解決には、

秘々の方法を組み合わせ、システムと して対応する ことが必要とな

るが、コ ージ、ェオ、レーションは、共通の課題である省エオ、ノレギー化

の推進に、即実行可能な数少ない手法として活用を図る必要がある 。

出羽奇庁行政監察局でこのほど行われたエえ、ノレギーに関する行剛志

望長て。勧告( 平成 5 年 8 月 4 rI ) が行われたが、 コー ジ、エオ、レーショ

ンに|美l係する次の内容が含 まれていた。

(1)長期屯力需給見通しの見直し

平成 12年度の予測値に む力需要制fll える ことが国型住。

(2)分f汝型屯源の普及促進

従来型コ ージ‘ ェオ、レーション ・システムからの余剰電力の購入惟

進。

(3) 発屯設備の検査の合理化、効率化

- コージェネレーション . 従来方式システム例

システム例

利用 しない排熱 ( 1 0 %)

図 5 コージェネレーションシステムと従来システムの効率 (平成 2年度環境内川)

表 4 コージェネレーションの規制緩和

S .61. 8. 15 業務用自家発 補給 ｬｾ 力 制度新設

S  . 62. 11.  1  特定供給適用ケース追加( 一つの建物)

S  .63. 5. 2  1 ' 11気主任技術者の委託適用範囲の鉱大

S  .63. 5. 27 ガスタービン法定路備周期の見直し

H .  1. 11. 16 特定供給巡用緩和( みなし運用)

H .  4 .  1. 22 新エネルギー等分散型電源からの余剰電力購入

表 5 高効率ガス原動機の例

発電出力 k W ＲＲＰＰｾＳＳＰＰ＠ ＷＵＰｾＴＰＰＰ＠ 5000 5300 

ｾ ＱＰＰＰＰ＠

発電効率% 37 ＳＵｾＳＸ＠ 43 29 

タイプ 希薄燃焼 希薄燃焼 ガスインジェク ガスタービン

ガスエンジン ガスエンジン ション

製造者 三菱重工 新潟鉄工 三井造船 川崎盤工

届出不要範囲の拡大。

制度而てはまだー1-'分 t はL 、えないが、 こ れまでに 表 Ｔ に示すか ｾＺｬｩ ｊ ｝

緩和が図られてきており、さらなる 制度の整備が滞j待されている 。

技術而では、 表 5 に示すような市効率な希薄燃がtエンジ. ンや、日効

率タ ービンの開発が進められており、 一部すてやにREst イヒヵf行われて

いる 。 また、j f . ji.且部をヵースタ ービン発電でまかない、その排気で蒸

気タ ービンシステムを駆動するコンパインドサイクノレ削は、発屯に

市効率が得られる上、: J 1Il 気タ ービンや背圧タ ービンの利用によ って

符平面且度レベノレの熱エオ、ノレギーを利用て3 るため、今後が期待され

るシステムである 。 このコンノ f インドサイクノレシステムは、小型市

効率タ ービンの開発が進むため、ますます利用範囲が広がることが

予想される。 コンパインドサイクノレの応用 t して品丘注目されてい

るものに、 リパワリングがある 。 リパワリングl; t 、{ i E3択の蒸気タ ー

ビン発電システムに、ガスタ ービン発電機を付加することによ って、

発屯容量の増強 t 市効率化を凶る ことができるため、 ;E 源確保と 1，-1}

効率化による炭酸方、ス放出の減少効果対策のーっとして期待されて

し、る 。

コージ、ェオ、レーションは、今後はより イ郎 、やすく、排熱をより有

効に使うためのソフ トの苔杭に努め、 エオ、ノレギ一問題解決の一翼を

担う必要がある 。

燃料電池

:防!来↓電池 (図 6)  は、 ヲ天己改f然おカガ、" A、ススカか、らつ〈 られfた:'7.水ド京 t 宅気"ドlゆの陪

京を電気 化 学 的に反応させてｾＡ

るム。この燃料屯町} 池也発屯システム lは立発屯効率カがf4刊0- 6ω0% とt ￯ｾ ＧＺ 以 ｊパ〈、 さら

に排熱まで利用すれば‘ 総合エオ、ノレギー効率カf 80%にも述する 。 ま

た、排気方、ス I:j- Iの窒素酸化物が少なく( 重加n以下) 、騒? ? 、振動も 小

さL 、 。 こ のような ｻ 制 ｬＮ ｴＺＮｾ ｾ ｊＧ 徴右端つ こ とから、病院、ホテル、ヒツレ
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図 E 実験運転中の燃料電池

等の民生用や産業庁! の次世代コ ー ジ、エオ、レーションとして期待され

ている 。

対挑i↓電池l立、屯解fif の干滋賀によってリン酸型、溶融炭酸塩型、国

体電解質型などがあるが、 リン酸型分続! J - ' iG : 池が実用化に最も近L 、レ

ベノレに達している 。民生用の』脚ヰ電池開発は、 1967年に米国でがかス

事業者によって始められた TARGET計画が最初] てあ った。以来、

リン酸型の実用化開発は、先行した米匡!t 追従する日本の 2 国を中

心に展開してきている 。 日本における開発は、 1981年に通商産業省

のム ー ンライト計画の一環として取り上げられてから開発が本格化

し、産官学協力のもとで国産技術の開発が進められた。民間ベース

の開発も並行して進められ、現在小容量の樹重はフィ ーノレドテスト、

モニタ ー テス卜 の段階に達して おり、平成 5年 11月現在、 全 国 で

50- 200k Wの機唖が83台稼動している 。

1991年に総合エオ、ノレギー調査会や屯気事業務議会需給部会が発

表 したけ排' ! 電池の導入見通し量 (民生 ・産業用) は、2000年に 120万

k Wとな ってお り、新エえ、ノレギーのうちでも最も有望と目されてい

る。

現在、さらに技 ｗ￯ Ａ ｾ ｲＮ Ｑ 発や製 作合理化 等による コスト低減 努力が続

けられ、コスト高制初日し、量産と低コスト化の聞の則前環を ｾ ｉ ヲ成

させる努力が払われてし、る 。幸い電気事業包帯 の改正による諸規制

緩和、逆 ｷ 日五を含めた系統述系ガイドラインのＱｉｉ ＱＱ 定等 、 かｾ料屯 池 の

市場導入 ・実用化に|共lする状況は大きく変化しつつある 。|長l係者の

努力によっ て、 一 日も !f1，、実用化が期待されている 。

スーパーごみ発電

都市にと って大切な施設に、 ごみ処理施設があり、大型のごみ焼

却炉では、すでに Ｑｊ Ａ ｾＭＡｾ による蒸気タ ービ ン発電が行われて いる 。 蒸

気タ ー ビン発電の蒸気はその蒸気圧力をー卜げれば、上げるほど効率が

，:-:} くなることは、熱力学のi法則から明らかであるが、ごみ焼却炉てや
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発電用につくられる蒸気は、普通280.C 、30気圧程度に抑えられてい

る。 これはごみ焼却の排気に一般に塩化水素等の腐食性の激しいガ

スが含まれるため、ス ーノf ー ヒータ( 過熱器) の管壁温度が32ぴC を

超えないようにするためで、その結果、蒸気タ ービン発電機の効率

は10- 15%程度となっている 。このス ーパーヒータをクリ ーンな天

然ガスて" 加熱すれば、蒸気サイクノレのi }if，度を高くすることによって

発電効率を高め、発電出力を増加することがで3 る。図 7 は、この

スーノf ーごみ発電のフ ローを示している 。 このス ーパーヒータの加

熱そガスタ ー ビン発電機の排気で行えば、カ、守、スタ 一 ヒピピ、守、ンの発屯日出"

を増加する ことカがfてでやきると t もに、 コンパイン ドサイ クノレとなり、

高効率となる 。

スーパーごみ発電は安定的な電源であると ともに、比般的者11市部

に位置しているため、送電 コストおよび送屯ロスの少ない屯i原であ

るなどのメリットがあり、今後大いに期待されるシステムである 。

図 Bは、単独発屯てやは 9，000k Wしか発屯て3 ないものが、ス ーパ

ーごみ発電によって蒸気タ ー ビン発屯の出力カワ， 000k W増加して

12 ，000k Wとなり 、 これにカ、、スタ ー ビン発電の4，000k Wが加わ

り、

ている 。

「ーーーーーーーーーーー ーーーーーー ーーーーーー「
復水

発

都市ガス

L  

焼却炉

20， ガス7 ービン

ごみ処理量

スチーム圧力

ISf- スチーム温度

電 10

気 気

同三)

-ーー『

仁〉排気

図 7 スーパーごみ発電システム

4 MW 

460TON/ 目

22ata 

380'C  

I  4 MW介のガスタービンの

| 入力だけで、 7 MWの出力

州 ｌ ｌ ｾ 引き出せる 。

9 MW 

スーパーごみ発電

単独発電では9M Wの出力が、

スーノマーごみ発電では、スチ

ームタービンが 12MWに出力

アップしたうえに、ガスタービ

ン 4 M Wが追加され、合計出

力力勺 6 MWになる。

図 8 スーパーごみ発電による効率・出力の向上



パイプライン構想

先進国の中て二日本のエオJ ギー消費に占める天然カ、、スの比率は

極めて低い。 これは、天然万‘ スを利用するには L NGを輸入せねば

ならない円本の環境によっているものと考えられる 。天然ヵースは国

の基幹エオ、ノレギーとし て位置付けられ、そのi: P J . 合のインフラの整備

の必要性がnru垣t なっている 。

ところで諸外国を見泌す t 、従来から縦横にパイプラインカ司法設

された米国、アノレジ、エリアからの 2 ノレートの海底ノ f イプライン ・;1仁

i毎からのノ f イフ。ライン ・ロシアか らのノ f イフ。ライン に加え、 L NGの

Eniselev (400MW)  

90E 105E 120E 135E 

輸送基地を持ってヨ ーロ ツノ f のオ、ットワ ーク化の完了した E U諸国、

そして台湾、韓国の幹線ノ f イプラインと、どれと比較しでも n木の

ノf イプラインの貧弱きがr : :H固とな って いる 。図 9 は、 n*縦1'1ノ f イ

プライン構想を含むアジ‘ ア太平洋ノ f イプライン共同体構想であり、

実現ヵワ明待されて L、る 。

U: J  “コンパインドサイクルとは"

ＡＡＮｾＱｩ ｜ タービンは、 ｩ ￬｢ 任、大 ＵＱ の Ｑ￪Ｇ ， ｇＺ プラン トで ｦｬｊｬ 、られているが、そ の， Ｇｽｪ ふ ｴ は ｊ ｾ 担 保 ， ＱＮＧＧＧＺ て

374 ， I5' C、225. 65kg/ c m
2

であり、約 l ，80(fCの向品4が: 1'. せる蛾持、} のエオ、ノレギーを |ゥ}f IJ

川し ているとは い λ な ｌ 、 。 そこで、燃持・トの持つ ｲｾＧＺｪｩ 品のエヰ ｊ レギーをガスタービン ｴ して平 ＧＱ

ｦｬｊ し、 ガスタ ービ ンの 担ｼ Ｚ誌でノ ド ｩＡｾ 気をつくりスチ ームタービ ンを期姐Ｉｊすれば、規制エネノレ

ギーを ｲｾＧＺｊ＿ 品から低以まで利 ｦｬｊ できるため、が Ｑ｝Ｇ 艇の品川、 Ｑ￪ 屯を行うこ ｴ ができる 。 ニ のサイ

クノレを コンパインドサイクノレ c"子ぴ、由主i 1I iUJ を集めている。

150E 165E 

考世界的幹線ハイフライン長

国 436，OOOkm

530 

180E 

図 9 アジア太平洋エネルギー共同体4務想

( 93 l EA 天然ガス技術会議 予 稿 集 芝 浦 工 大 平SWi 教綬 1

A  Proposal  on  The  Asi an Pacifi c  Energl' COI11I11unit l' より/
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A 六甲アイランド CI TY - 集鈍 宅 へ の 糊 温 水 供 給 シ ス テ ム と 糊 冷 腸ー

神戸市第二の人工島である 「六甲アイラン

ド」。この中央部北側の約31ha 力ril i j . 洋文化都

市「六時l アイランド CI TYJ であり、「ネ11
1
戸フ

ァッションマー卜 J を中核とした業務商業ソ

ξ

ーン t ， i海の手六甲H して優れた住環境の

創造を目指す超高層住宅をはじめとした住宅

ソずーンて構成されてし、る 。

「六甲アイランド CI TYJ は、昭和60年に

神戸市により行われた郁子11計画コンペで遺ば

れた住友信言モ銀行、杭水ノ、ウス側、アーバン

ライフ側、新泉ｾＡ産 Ｈ 附と、この Ｔ 社により設

立された六甲アイランド Ｑｾ ｦＮｊ Ｙ 酬に Ｇ Ｑｭ 発が進め

られ、平成 5年に完成した。

ここでは、住宅ゾーンには、 FI本て。初めて

￬ｬ￞ ｫ ｴｾ 議会システムが、また、業務商業ソ ｣ ー ン

には地域冷u麦芳システムが導入されて し、る 。

E 地域温水供給システム

スラッジセンターで発生する約6ぴCのiR

排水は、従来、 中水と混合冷却したのち下水

放流されていた 。 本システムでは、 こ の ￬ ｦｦ， ｴｴ ｾ ｬ Ｇ

* をスラ ッジセンターに設置した排熱回収熱

交換器により、 45- 60.Cのil!' ' c* t して回収

し、 地域配管により集令住宅陳 (3，601戸) に

ｬｊｾ 合している 。 各住棟では熱交換器により」 三

水を予熱、各住戸の給湯用として必要に応じ

て給湯器で追 L、焚きして利用する 。

このシステムの利 )-nにより 、終住戸てやは通

のスラッジ セ ンタ ー の ￬ ｦｦ， Ｇ､ｾｉ Ｇ Ｗ ｊ 立 を 利用した地域 ｼ 常の給湯に 比 べ約 Ｒ Ｏ Ｓ の エえ、 ノレギ ーが節約さ

直E

表 A ー 1 地域冷暖房プラ ン 卜主要構成機器

15t /hX  1台，25t/hx  2 台

ガλヂーピンコージェネレーション I l ，200k WX 1台

二重効用蒸気吸収冷凍機 1800RTX l 台，1，500RTX 4台

タ ー ボ 冷 凍 後 I700RTx  1 台

スラッジセンター設備 熱源プラント段備
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プラント内補織動力

図 A ー 1 i也I或冷暖房フ.ラントフロー図

公道埋設地域熱媒水配管

地域温水供給システム全体フロー図

れ、スラッジセンターでは、船長、冷却に使

用していた ｾ ｉ Ｇ Ｊ の使用量も削減されている 。

E 地域冷暖房システム

地域冷暖房プラン トからは「ネ11
1戸ファッシ

ヨンマ ー卜 J をはじめ、「ネ
'1
'
戸ベイシェラトン

ホテノレJi アーパ、ングノレメポート Ji 六甲アイラ

ンド病院」などに熱イ射合を行っている 。

冷水は主 として二重効用蒸気l吸収j令時機、

蒸気はボ、イラとカ。スタ ーヒ。ンの141坊も|旦Jl IX' .によ

り官ｾ給している 。 また、ガスタービンにより

発屯された電力は、商用電力と系統連系され、

ターボ、冷凍機、ポンフ官jカなどプラント内の

屯)J 需給をまかなっている 。

ｾＢＢＧ Ｍ ｾ ｉ＠
- - ， 

写真 A ー 1 六甲アイランド C IT Y 全景

敷地境界

マ

蘭地内住練温水供給段備



B  

スチ腐食の問題により高温 ・高圧にて3 ず、

堺 市 東 清 掃 工 場 ースーパーごみ発電 システム

ごみ処理施設は全国に約1，900施設あり、

このうち 102施設でごみ発電が行われて いる。 ームタ ー ビンの動カ回収効率は 10- 15%程

度であ ったが、 この蒸気ぞJ ゲスタ ービンの排

気で加熱する ことによ り、スチームタ ービン

の動力回収効率を 20- 25%程度まで市くで

き、カ。スタ ービンと合わせて高し、発屯効率を

E システム概要

ごみ焼却炉の排方、スによ りつくられた蒸気

を、カマスタービンの排気ガスてか加熱、 この過

熱蒸気によ りスチームタ ービンを運転する コ

ごみ焼却熱の有効利用は国の施策と しても 推

進 されているが、「堺市東清帰工場」におい て

は、 西日 本で初めての 「スーパーごみ発電シ

ステム j の導入が予定 されて いる。 ンパイン ドシステムである 。倍 長システムて。
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従来システム スーパーごみ発電

図B ー 1 従来システムとの発電量の比較
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堺 市 東清掃工場完成予想 図

焼 却 炉 形 式 全連続燃焼式ストーカー炉

焼 却 能 力 460t / 日 (230t / 口X 2 炉)

排ガス冷却方式 全ポイラ式

蒸気タービン発泡機 12，400 k W 

発 泡 設 備 ガスタービン発屯機 4. 100kW 

( 非常用発Hl 機兼用)

写真 B ー 1

建築概要

所 在 地 対 仮 府 堺 市 金 岡 町

施 主 堺 市

額十 ・胞工 クボタ

竣 工 予 定 平 成 9年

設備概要表 B ー 1

230ton/ 11 ・ 必 のごみ 処ｊＱ ｉ Ｇ ｟ Ｈｩ ｾＩＩ がある。

ごみをI: l ' V，[I した- IJI;7γ スでぶれをつくる。

ｈＧ ｩ イ ｩｬ 火守 ーを Ｑ ＱＱ Ｍ 、て、判 Ｑ［ＷＱ スのダスト、 ｮｾ

ｊ Ｑ 分可Ｚをｐ［ ｲ ｾ｣ ょする。

判1'71スの'1' のダス トを除i 、する。

慨突から( 1PV1 (ノド〈主主UがIP. なL 、ように

却ｼガスを ｩＮ ｾｩ ｪＮ ｴ でサ ｾｉｉ 熱する 。

判| ガス小の N O，を除L するb

誘づ|込風機

判| ガスを大気に欣lll. する。

7 リーンな大一然ガスで4. 100k Wの' ，G;

2Lをおこす。

みれて;'5e' .!l する。

ガスタービンのJJI れガスでfみれをi品

然する。

ガスタービンσ刈非公ガスでボイラ給ノド

をi-?!¥する。

ポイラ給ノ' j { 'I' の 0，分割以リ除く。

ごみ均:U[I 抱'

伽J I ?!!f*' イラ

:0; 胤luVx. J必総

⑫〆ぐグフィルタ-

｀ｦ ｊ ｉ ガス ｉ ｉ ｾ ｊｊｉｉ 熱総

①スチームタービン

ＡＡＮｾｾじ め熱結 。

I為勺lげ 抑 制
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。Hi. ;'l 日出

E二二コ ゴミ焼却排ガス 仁二二コ ガスヲーピン排ガス 一一一一 蒸気

予定 システムフロー図図 B- 2



仁 大阪市立総合医療センター一病院におけるコージェネレーションシステムー

大阪市m総合医療センタ ーは、市制百周年

記念事業のーっと して建設され、 市立病院の

新し し、医療体制と 医療機関の体系的整備に よ

り、救急医療や高度医療を市民に提供しよう

とする総合病院である 。

t システム概要

(1) 排熱利用

病院においては、冷暖房 ・給湯 ・蒸気1 : 3  

種類の熱需要があるが、利用用途が多く 利用

効率の高 ｌ 、蒸気として ｴｾｬ Ｇ 熱 ｬ ｩｬｬｊ ｉ 文をで言るよう

に、原動機は ￬ｾｉ［ｉ 日号冷却方式を採用した 。 こ れ

により エ ンジ、ンジ、ヤケッ ト系と 排カ、、ス系を合

写真 C - 1 大阪市立総合医療センターのガスエンジン 写真 C - 2 大阪市立総合医療センター外観

コージェネレーション (1 日日日k W X 2 台)

わせ、 1基当たり 2.2t/h ( atl kg/cm
2

G) の

蒸気が得られる 。

発生した低圧蒸気はコー ジ、ェオ、蒸気へッ夕、、

を経由し、隣接するボ、イラ室の 1 kg/c m
2

G  

蒸気へッ夕、、に導かれる 。この 1 kg/c m
2

G 蒸

気ヘッダから、以下の 3極知の系統へ葬! 日原と

して01A合され、コ ージ、エオ、{J !l Jよりの蒸気量てや

まかなえない場合は、ボイラ側の 2 kg/cm
2  

G 蒸気ヘッダより不足分が捕われる 。

0) 1麦房用熱交換総

2系統吋|暖房用温水のi:jt%合

②蒸気!吸収式冷時機

ｬ 系統 吋 冷房 用冷水の ｩｾ ｊｊ， 合

③ ス トレージタンク

ガスエンジン

厨房

消毒機

暖房用熱交換器

蒸気吸収冷凍機

ストレージタンク

図 C ー 1 蒸気系の時I j 御概要

* 空燃比制御

ノMl と燃料の'HIJ{1-を-J lki!!i に:li IJ御する。

*サンプタンク

エンジン木f4s: 1人l に洲 市 illl をためるタンク。

建築概要

所 在 大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 2- 13- 22

設 計 監 理 大 阪 市 都 市 整 備 局 営 繕 部

伊 藤・東畑設計 ] V

施 工 建 築 大林 ・佐藤 ・不動建築 ] V

Ｇ屯気きんでん ・ 限 ｉｾ 興業 ・ 三 和氾気 ｊｖ

栗原 ・浅海・大栄 ] V

空調ダイダン・テクノ菱和・協和 JV

高砂・川崎 ・粉 研 ] V

衛生 三晃 ・斎久 ・川本 ] V

敷 地 面 積 約24 ，000111'

延 床 面 積 約89，000111'

階 数 地 上18階 地 下 l 階

病 床 数 1，063床

表 C - 1 主 要 機 器

ガスエンジン発屯機 1，000k W X  2 台

蒸気吸収冷凍機 500R TX  1 台

ガス吸収冷潟水機 700R Tx  2 台

スクリュー冷凍機 720R Tx  2 台

か信l煙管ボイラ 8  t/ hX  3 台

n流ポイラ 2.5t / hX 2 台

Ｕ 系統 吋 給湯用温水 の ｩｾ ｬｊＮ 合

蒸気系のHi IJf ili p概要は、 図 C - l に示す。

(3) 排ガス中の NO
x
低減文ず策

I  I 設備システムの特徴

N Ox低減対策 t しては三元触媒方式を採

(2) 電力系統

受電系統は、 22kV 31回線スポットオ、 ッ 卜

刑しているが、より安定した低 N Ox
化を臨|

るため、 t41方、ス中の NO
xを計iWI し、 空l然比Hi IJ

ワーク受電とな っている 。 I iilip * へのフィー ドパ ックを行う新方式を探用

オ、 ッ トワークプロテク卜遮| 折器以降、 6 I  している 。

k V 回線はA 母線系統I : B母線系統に分カ、れ、 I (4) 振動・騒音対策

ヂキ負荷は切替回路によりそ の どちら の系統か | コージ、ェオ、機械室を病院内の地-f !こ設置の

らも給電でき る|百|路間成とし、系統の三重化 | ため、振 動 ・騒音には万全の対策を行った。

を臨lって いる 。 I カ、、スエン ジン発電機には高性能スプリング|坊

コー ジ、エオ、発電機は、B母線系統に核統述 | 娠を施し、また補械類および配管系にも防振

系を行 って いる 。 通常時 は受電 一 定 ｉ Ｑ 日 ｈ ｾｐ を行 ｼ 対 策を行 い 、建 物躯休への振動 伝 達を根力抑

う。 I える。
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医療セ ンターの コー ジ、ェオ、レー ション設備

の ｾｾ ｈＧｯＯＦ の一つは 、 ｩ 削除 冷 却Ａ方式 の ガスエ ンジ

ンを採用したことである 。 この方式のポ イン

卜は、 ｴｾ Ｑ 学的 ｬ 月 二 ｊｻｈｬ ｊ の 紫甘自 立 ｩＲｩ動力が 不 要である

ことと、 君主1r'，IIl 立JI 又i令i東械を使)' 1二lできることに

よる 利用効率のアップである 。

今IiJ J採用のエンジンの もう 一つの特10/&とし

ては、潤滑油給illJ タン クを設置せずに、エン

ジンのサン プタン ク*の容量を大 きくするこ

とに よ りエン ジンj開制，1，の交換周期の延長を

闘って いるこ とである 。



D  UNEP 国 際 環 境 技 術 セ ン タ ー → 散 型電源のみで1位した建物一

地球環境問題が注目される中、関西初の国

連機関として| 週連環境計画 ( UNE P= Uni ted 

ati ons Envi ronment  Pr ogr amme)  

が大阪市に誘致された。

建物は、「自然と人間の共生j をテーマ t し

て国際花と緑の博覧会が開催された鶴見ｾ，ｪｦ､ 也

に、平成 5年10月に竣工した。

この建物に入る UNE P 匡l際環境技術セン

ターは、大者都11市の総合f的! 内句環境管迎をを? 取り扱い、

開発硲j企幻J上二五匡国|ほなどに環均ぢ境即:z(江にやさ しいLい、J技支対帝術肝をを?移

することを日 I的l内句としている 。

このような機関であるため、“ 人と環境にや

さしし、胞設" を目指した建築設備になってい

る。

写真 D ー 1 UNE P 国際環境技術センター全景

E 建築

環岐にやさしいアメニティ ーの721し、建物含

目指し、 内部は三つのソーーンからなる。

1  ) アトリウムソεーン( 外部アトリウム型

のパッシブ空11:])

写真 0 - 2 アトリウムゾーン

等の自然エオ、ノレギーをうまく利用した空聞が

形成されている 。

2) エントランスゾーン( 先端技術による

アクティブ空間)

建築的に断熱効率を高め、省エえ、ノレギーを

吋現し、 t訴庁技術の空調によ って阪直環境を

っくり 出している 。

3) 中央ホーノレソε ーン( 内部型アトリウム

を持った空間)

これら の 2 〆ーンの中間に位置し、機能的

にも両者の中間的な機能を持ち、自然と技術

との調和を実現して L、る 。

t 設備

エオ、ノレギー システムは燃料屯池50k Wを

はじめ、太陽電池20k W、そして鶴見清掃工

場のごみ発電200kWを系統辿系して使用し、

近年注目を集める 三つの分散型電源のみで成

り立っている 。

空i' J司設備については低公害 ・日効率を目指

し、燃料電池の高温排熱て鞍l肋する蒸気! 吸収

メ冷却，7ド機6. 7R T t ， COP*= 1. 2の超高効

率方、ス l吸収式冷温7ド機30RT、そしてヒ ート

E 燃料電池

省、エオ、ノレギーて主開尭にやさしい新しい コー

ジ、エオ、レーションである 50k Wリン酸型燃

料屯池を設置した。電気は系統辿系して使用

しているが、排熱については総合効率を上げ

るため市'Ji.，lf/l水系統を蒸気て"rrx りけ吋るよう改

造し、蒸釣吸収式冷慌が機にて空調汀lに使っ

てし、る 。低i昆水系統については建物内の給湯

に使うとともに、冬場には床暖房にも使用し、

夜1mには躯体蓄熱の役割も果たす。燃料電池

の羽1:熱回収によって建物全体負荷の 15% を

まかなうものと想定している 。

写真 0 - 3 正面玄関におかれた燃料電 池 50k W
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施設概要

所 在 地 大 阪 市 鶴 見区樹也公園 2=1ff 110号

延床面芯1 2， 799. 57m'  

駿 工 平成 5年 9 月

施 主 対仮市環境保組l局

設 計対仮市都市樹 ｾｉ Ｇｪ ， 局 ・ 昭和鵠十

細 工 建 築 消 水 建 設

tU 気 住 部l盤

機 械 ナミレイ

太陽電池 京セラ

燃料電池 対仮ガス

*  C OP  

Coeff i ci ent of Per f onnance の時。1M!'! 係数を表し、機

?，' fの人;/ ) に対する IJ' ，;/) の比によ って示 される。

*  P MV  

人IIIJ がi泣かれているi出 獄 四百 判IHi するひ t つの指針であ

る。辛il"Ji 品皮 ・i:itJ.え・ ふく 鮒温度 ・主ぜj¥EC l 、う4つの環環

(1"J!JIl;ff  i:.. i丹動虫 ' ，f i衣此と L、う人がJ'&' ，f初、ら fUII. される

数' ( : であり、 P MV= Oの状 態 がM:b't }cjjtj となる。

エオ、ノレギーシステムはコンピュータにより、

屯気系、熱系の負荷を予測し、燃料' ; J ，! ; i也や熱

源機の運転容量を決め、指令を出す。今後さ

らに、空i' J司負荷に合わせ、最小のエえ、ノレギー

て。述1li 去されるような晶迅i制御システムを導入

する 。

l 人に対する快適性制御システム

司センターの支暖法人である地甥迂誌境セン

ターの事務室には、人の居住空間における 「快

適性J を実現するため↑ 相直度センサ一( 室内

温度+ 幅射HilJ 3f.+気j武を検知する) を取り f寸

け、 P MV吋直を演算する 。そのf直により、快

進肢を保つため F C Uの 2方弁を比 例1，IHiP し、

事務室の快適環境を保つようにな っている 。
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E  NEXT21 一集蝕宅における燃料電池コージェネレーションー

E XT 21は、大阪方、スが21世紀初頭の都

市生活や住まいの在り方を提案 し、 実証する

ため建設した未来型実験集合住宅である 。 こ

対応

⑦多J際化する者[1市生活者のライフスタイノレへ

の対応

の住宅は、「ゆとりある 生活と省エオ、ノレギー・

I  I エネルギーシステム

環境保全の両立」をテー? としており、次の

7 つの方向性に対応し たハード ・ソフ トを提

案 している 。

①省エオ、ノレギーの実現 と快適性の確 保

② 廃 葉物問題への回目を;

③人と自然が共存する者11市成境の創造

④生活者の ライフ ステー ジの変化 に柔軟に対

応で きる住宅づく り

@lよf並み、 出会い、諮ら し、の再発見

⑥高度化、成言Mヒを極める生活者ニーズへの

写真 E ー 1 NEXT21模型

15 

10 

エヰ、ノレギ-13t-.%合は、 燃料電池を核 として行

われる 。

燃州電池で発生した電気は、太陽電池の電

気 と組み合わされて使用され、夜間などに生

じた余剰屯気は蓄電池 (l ，OOOAh) に蓄え ら

れる 。 これらの電気はし、ずれも直流であるた

め、 i NE X T 2U では、共用照明、エ レベー

タ一等を直流で動く よう にするなど、独自 の

直流配屯システムとしており、また負荷変一副J

は現状以下.

冷 房

図 E - 2 省エネルギーの実現

。

建築概要

給 湯

厨 房

その他峻器

所 在 地 大 阪 市天王寺区沿' 水制汀 6- 16 表 E ー 1 主要構成機器

延' *官敵 4，577m' ( 地上6階、地下 11靖)

( 位発激18戸)

竣 工 平成 5年10月

施 主 対仮ガス

設 計 大阪ガス NE XT 21選第接員会

保描 : 内田符哉+ 築工舎足当事

調印デザイ ンlil 険W! l

施 工 コ柑品目
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燃料電池 100k WX  1台

太陽nl 池 7. 5k WX 1台

千百'; U池 l ，OOOAhX  1台

蒸気吸収冷凍機 7 RTx  2台

ガス吸収冷温水機 30R Tx  1台

」ー

に も最適な運転 となるようエオ、ノレギー シス テ

ムコントロ ーラーによる 予測l制御を行ってい

る。 また、 t糊斗電池から発生する熱は、 55"C

のiJ¥T J< i: 160.Cの蒸気 として取り、 iJ¥'it7J <は低

L出! ヂ湯槽に蓄え、ごみ回収熱とともに給湯用

として利用。蒸気は二重効用l吸収冷温水機の

努H原としてイ史用し、ガス 11及115(.冷i昆yド機 とf井せ

て各住居と共用部の空調を行ってし、る 。 ｉ ｾ Ｍ ｉ 間

:)tJ J等で蒸気が余った場合は、高iA' J l T湯槽にた

めて、給湯用に利用する 。

これ らと建 物 の高気密 ・ 高断普ｾｬＮｦ ヒ を ｭ せて、

NE X T 2 1では快適性向上を図りながら、エオ、

ノレギー消費量は現状以下に抑えることを狙っ

ている 。

図 E ー 1 全体イメージ

図 E - 3 システムフロー図



F  新梅田シティ ー コージェネレーションシステムー

建築概要

所 在 地 大阪司I北区大淀中 1丁目

事業主 ・8体ハウス、耳芝、

タ' イハツディーゼノレ

・手f木対長生

総合企画積水ノ、ウス

設 計 原 広 司

+ アトリエ ・ファイ楚身切移籾}

村守俊蹴槌器 | 鞠府「

f付 3工務庖

環払斗酒i 吉村 Ｕ￫ＡＱ ｈ 珠臨時ｾＮ情 説日形容折

施 工 ・新初回シティ新築工事共|司f鴎

体 何1務所籾u [，竹中工務応、

大林組、鹿山刻段、背木辿設]

・白木起殿( ホテノレ棚

写真 F - 2 ガスエンジンの排熱 (温水) を熱源

とする吸収式冷凍機

表 F ー 1 マシン・ズー主要機器

ニックネーム 機骨骨名称 fc'i・ J・It

コージェネ

ガスエンジン J OOOkWx  3 台

ザウノレス

スチーム

蒸気ポイラ 7.2l /hx 3台

パッ 7 7 0ー

クーリング ・ 蒸気吸収 J300RTx  2 台

ベアー 冷凍機 800R Tx  J 台

チラーゴン

iliA水吸収

300RTx  3 台

冷凍後

チラー ・ウJレア 水冷チラー 190RTx  2 台

写真 F ー 1 権回スカイビル外観
写真 F - 3 スチームバッフアローと名付けられた蒸気ボイラ

J R大阪駅近く の超高層 ビノレの "，でもひと

きわ 1-1をひくのが、 54m蹴れた 2 つのヒツレを

空中庭|議|でつな いだ 「栴問スカイビノレJo 1新

梅日 |シティ J は、 この「緋EI:IスカイピノレJ を

はじめ、 「ウェスティンホテノレ大阪J、商業Jj 包

設、緑1: 71' <の空間「花野J 1中白然」 等が設け

られた、総令的な2 1 - 1止紀の者11"1' ほ詩境のかl造を

日mしたおrf1llrliB日発てーある 。

新柳川シティ創本は 「市民の集う fよ? づくり 」

「大阪の新名所となる往? づくり 」とし、う理念

に基づいて、主! t 築家の版広司氏により提案さ

れたものであり、総合、企画は秘水ノ、ウスの主

導で行った。

オフィス部分となる栴問スカイピノレ1;): 積水

ハウス側、 (掬東芝、ダイハツテV ーセツレ附の

3社が所有し、 ホテノレ部分て" は n本進n' ，一号

百! ? となるウェスティンホテルカ f附727木主! t 設の

手によ って完成した。

者Wrlj の'1'に自然の安らぎをl 壬えている環境

ソcーンとなる 「花野J ｬＧ ニ Ｑ Ｑ Ｑ ｾ Ｑ 然 ｊ は新し ｌ 、従＿づ

くりの目玉のーっとなってお り、環境事業計

匝倒的E所によ って計画された。

E エネルギーシステム概要

新柳田シティは、オフィス ・ホテノレ棟におい

て24時間'ft;!: 7J . 空i' J司・給湯に多くのエオ、ノレギ

ーを必要とするために、省エオ、ノレギ一 ・低ラ

ンニングコス トの綴L点か らコー ジ、ェネレーシ

ヨンが採用されているのが大きな特徴である 。

ガス エンジンで発屯した屯力は、 6，600V

で商用電力と系統述系され、 一宮1Iはテナン卜

へfキ定。場合されてし、る 。 また拶ド熱にっし、ては、

温水肱収冷凍機にて冷房および熱交換器を介

して暖房 ・給湯に使用されている 。「新梅田シ

ティ j のコ ージェオ、レーション計画では、全

屯気量の30- 40%を自家発'i ! i し、全エオ、ノレギ

ーコ ス卜を約20%低減することが見込まれ

ている。

ｦｇ 気設 備に つ いては、特月 ｉ ｊ ｾ Ｇ 訂 正にて受 屯し、

メンテナンス|時の現在停屯化を実現す るため特

別 ｊ ｾ ＧＺｪｽ モ変 十 Ｑ ＺＺ 総 Ｑ［ＩＺ Ｒ 台設置され、非Ｇ ， Ｚ ［ｉ［ｈｾ および

保守11寺には切り 替 えできる 。さらに作屯気室

には、本線 ・予備線の二重配屯方式が探用さ

れ、より ｾ ｾ ｬｬｪ ｾ 、 イ 言 頼性守生み 山 すようになって

L、る。

非! 叫! システムは、蒸気ボ、イラと 11).立収冷凍械

を小心にfjYi: )iX: されてお り、 蒸気と エンジンの

羽|報崎努叫にして l吸収j令時機によ り冷水 を、

また熱交換器を介して、 l暖房 ・給湯)' 1ごnf，t7l'<に

利川 されている 。

「新怖問シティ J てやは、新い、試みとして

機械宅を「マシン ・ズ- J I : 名付け、カラーコ

ーディオ、ー卜している 。ガスエンジンや蒸気

ボイラにも「コージ、ェオ、ザ、ウノレスJ 1スチーム

バッフア ロー」など の愛称がつけられ、さら

に!!削lや色彩にも工夫納品f らされ、美しく快

通な労働部境がっく りtlゆれてし、る 。
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G  毎日新聞社ピルー非常用兼用チエンサイクルコージェネレーションシステムー

写真 G ー 1 毎日新聞社ビル

建築概要

所在地対仮市北区梅田 3丁目 - 4- 5

事業主毎日新情件土

延床首筋 Ｎ ｾ 61 ，689.  96m'  

規 模 地 上Iω 皆 地 下 6 階

諾 |盤 理 口越語十、三 器 棚7

施 工 大梢盟、鹿島慰霊童

J R大阪駅の西側に広がる、 |日国鉄コンテ

ナーヤード を含む西梅田再開発区域内に、平

成 4年11月20日、 「毎日新聞社ヒツレJが完成し

た。同ピノレでは、ガスコ ー ジ、エオ、レー ション

システムを採用し、電気と蒸気を生み出し て

いる 。

新聞社はjill 常のオフィスビノレに比べて、輪

転機の運転などで消費電力が大きく、また、

原則的に新聞発行を{亭止できないため、停電

は許されな し、。 そのため、 エオ、ノレギーの効率

的運用と安定供給が欠かせない条件となって

いる 。 このピノレて、、生み出される電気は同 ビノレ

内の主要動力に用いられ、蒸気は、 先に建設

された 「大阪エオ、ノレギーサービス」に似同合、

同地域における地域i作暖房に利用 されている。

E エネルギー負荷の増減に応じ選択運転

新聞社の場合、建物内部に印刷工場を持っ

ているため、エヰ、ノレギー消費のパタ ーンが非

常に特徴的である 。巨大別命転機の回る朝

刊・ 夕刊の製作H寺には、 電力の消費 ( 負荷)
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写真 G - 2 チェンサイクル型カ'スタービン外観

毎 日新聞社内

- l  

発

電

電

力

が極めて大きくなり、輪転機の停止している

ときとの落差も大き い。

毎 円新聞社ビノレで導入 されている のは、チ

ェンサイクノレ型といわれているシステムであ

る。チェンサイクノレ型万、スタービン t は、電

力需要が大きくなったときにカースタ ービンの

排熱て判られる 蒸気をタ ービンの燃矧直に戻

写真 G - 3 パッケージ内のチェンサイクル型ガスタ

ービン本体

システムフロー

できる体lli l]l こある 。

E 地域冷暖房

西梅田再開発地区は、毎日新聞社を進出第

一号 として、今f& i 杭々と大型ピノレが建設され

る予定であり、 この地域全体で、エオ、ノレギーの

有効利用 を医|るため、大阪エオ、ノレギーサービ

して出力をアップできるガスタービンのこと | スにて地域J令i暖房を行って いる 。

である 。つ まりエオ、ノレギーを需要に合わせて、 | 具体的には、毎日新聞社ピノレは、ガスター

さらに余すことなく利用する高効 率のシス テ ｼ ピ ンの排方、スを集めて ｴ ｾ Ｑ 努 ｌ ボ、イラて Ｑ 暖房、給

ムである 。平常時には標準サイクノレて守主屯 し、 | 湯用の温水をつくり、ビノレ内の需要をまかな

輪転機椋働時にはチェンサイ クノレに切り替え

て運t伝することにより、電力の平司主化 を実現

している 。

3 台あるガスタ ービン発電機のうち l 台は

常に予僻機として待機し、自動的にi邑起動が

可能な ようになっており、パックアッフ被能

として働き、信頼性の廊、削機器とな って

いる 。同ビノレでは、 コー ジ、エオ、レーションシ

ステムを採用することで、万一の商J ' FJ' i包燃の

ブラックアウ トH寺でも支障なく、新聞を発行

い、余った分は大阪エオ、ノレギーサービスに売

却する 。逆に大阪エえ、ノレギーサー ビスか ら冷

熱をj隣人して冷房月1に使用している 。

地域冷暖房は、エオ、ノレギーの有効利用を図

れるとともに、公害防止、建物スペースの有

効利用、運転 ・保守要因の削減などのメリッ

卜があり 、美しく安全なま ちづくりに一役員

って いる 。

省エオ、性を考え、環境にやさしし、システム

を使用するまちにj浪ざしている ビノレである 。



事例・複合エネルギーシステムl

コスモスクエア地区の地域冷暖房

船 橋 昭 好

大阪市は、昭和60年に 「テクノポート 大 阪J 計画の基本構想、を発

表したが、大阪港の南港地 区に位置し、この計画の先導的役答|陀 担

う「 コスモスクエ ア地区J は、手刑it紀を視野に入れた国際情報都市

となるものである 。国際交易機能、情報通信 機能、先端技術開発機

能を有する多彩な都市機能を集積した径Tづくりが目指され、活力の

ある倣vm的な国際港湾者rlrli 、産 業 ・文化都市として、また人を主体

とし、自然と見事に調和した、24時間世界に聞かれた、* 1 : 緑のハ

ーモニー を奏でるウォ ーター フロン卜、世界の情報、文化 が交流す

る一大拠点として実 りある未来を約束してくれる エ リ ア ( 写真 1)  

である 。

写真 1 供給区域全景 ( 平成 5年 11月迎設中)

コス モ スクエ ア熱供手合は、この地区において、高次者11市機能には

必要不可欠な都市インフラとしての地域冷暖房を、大阪市の指導の

もとに行う 事 業である 。平成 3 年 12月に事業許可を受け、同月地域

導管工事に若手、平成 4年 12月よりプラン卜工事を着工し、平成 6

年 4 月14日にf共給を開始した。

熱供給の概要

コスモ スクエ ア熱f掛合株式会社は、冷水 ・温水および‘ 蒸気の熱供

給を行う。オフィス ピノレ、庖Mi には冷房用 ・暖房用として冷水 ・温

水の供給、ホテノレには冷房用 ・暖房用 ・給湯用 t して冷水 ・蒸気の

供給と、用途により官嶋合方式を変えて， ' 6。

冷却水および努ぽ原水として全面的に海水を利用するもので、通産

省の「未利用エオ、ノレギー活用地域熱イ共給システム」の事業補助金を

受けている。すなわち冷却熔を持たず、海水のみに依存しているの

が特徴である 。i毎水をいったん市水と熱交換し、冷却水 ・判原水と

して利用する 。地域導管1; ; 1 : . 直埋設とし、カノレバー 卜は採用していな

い。温水配管、蒸気配管には保i昆を施すが、冷水配管には保温は施

さな し、。 また各需要家へは、熱交換総を介さず直接建物の受け入れ

施設へ送る方式を採っている 。

最終的な熱需要は、最大負荷で冷水68Gcal/ h、温水25Gcal/ h、

蒸 気 9 Gc al/ h程度となる見込みである。

当社熱イ共給事業の概要w欠のとおりである。

① 会社 間: /平 成 2 年 12月20日

② 資本金/ 14億円( 大阪万、ス 50% 関西電力 50%)

③事業許可/ 平成 3年 12月 6 日

④工事着工/ 平成 3年 12月16日

⑤ 供給開始/ 平成 6 年 4 月 14日

⑤ 供給区域/ 大阪南港コスモスクエ ア地区

(敷地面 積 21ha、延床而柿 750千 m
2

)

⑦{ 掛合条件は表 1 に示す。

表 1 熱供給条件

冷 水 温 水

温 度 Ｈ Ｇ ｃｬｬ 三ｾ 1  

6. 5 47 

13. 5 40 

圧力 (kg/cm' Gl  I返且 り I
ＷｾＸ Ｎ Ｕ＠ ＷｾＸＮＵ＠

ＳＮＵｾＵ＠ ＳＮＵｾＵ＠

⑮也冷導管

管径 125A- 700A 

蒸 気

174 

80 

8  

総 延 長 冷 水 管 732m( 往 ・復) 温水管 632m( 往 ・復 h

| 合計2. 054m

蒸気管 345m (往) 逃水管 345m (復) J  

⑨fM合設備 は表 2 に、供給施設は表 3 に示す。

表 2 供給設備

設 師{1 {士 様 基 数

蒸 気 ポ イ ラ 10. 8t/ h  ( 炉筒煙管式) 4  

排熱回収ポイラ 4. 2t /h  ( 水管式) 2  

蒸気吸収式冷凍機 2  

冷 凍 機

冷凍能力: 2.350R T  

蒸気吸収式冷温水機 3  

冷凍能力 :2. 100RT 暖房能力 : 5. 000Mcal /h

ターボヒートポンプ 1  

冷凍能力 :2. 500R T 暖房能力 : 6. 230Mcal /h

熱回収運転付

ヒ ー ト ポ ン プ スクリューヒートポンプ 4  

製氷能力 860RT

冷凍能力 :1. 050RT 暖房能力 :2. 950Mcal/h

熱回収運転付( うち 2 省)

氷 務 熱 槽 アイスパンク方式苦手熱梢 7. 325R T h  4  

ガスタービン発電後 1. 500kW(単純開放サイクノレ Um型) 2  

表 3 供給施設

設箇場所 機 器

吸収式冷凍機 2. 350RTX  2 台

主 プ ラ ン ト

WT C 内 5. 000m' 吸収式冷温水機 2. 100RTX  3 台

( 地下) ターボヒートポンプ 2. 500RTX  1台

スクリューヒートポンプ 1. 050RTX  4 台

A T C 内 700m'

海水取水ポンプ 3. 600m'/ hX  4 台

海水プラント

u白下)

1. 800m'  /hX  2 台

潟水熱交換器 10. 800Mcal /hX  9 台
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⑮需要家

・アジア太平洋トレー ドセンター ( ATC)

・ハイアッ トリー ジ、エンシーオオサカ ( HY A T T)

・大阪ワ ーノレド トレードセ ンタ ー ( WTC)

ミス、ノ

・住友生命

. 住友陪I事

｀Ｎ号 ｾ ｦ 需要予 ￬ｒ ｉ ｈ ま 表 Ｔ ，こ示す。

表 4 熱需要予測

図 1 i令水モード

一一
一一
一

最 大 負 荷

68Gcal/ h  

25Gcal/h  

9Gcal/h  

年 間 負 荷

l 05Tcal /年

17Tcal /年

24T cal/年

O.2.C  

4 訟g/cm2

QE V  I  0 ， 

図 2 温水モード

熱供給システム

QE V  = 3200Mcal/ h  

QM = l Ol OkW 

QCN = 3900Mcal/h  

Qoc =  180Mcal/h  

C OP  = 3.53 

QI B 蓄熱コイル負荷

QEV 蒸発器負荷

Qoc  油冷却器負荷

QM 電動機軸動力

QCN ・凝縮器負荷

Q RC 冷媒過冷却器負荷

QEV = 2120Mcal/h  

QM =  960kW 

QCN = 2650Mcal/ h  

Qoc =  300Mca l/ h  

C OP  = 3. 43 

QI B ・蓄熱コイル負荷

QE V 蒸発器負荷

Qoc 泊冷却器負荷

QM 電動機軸動力

QCN 凝縮器負荷

Q RC 冷媒過冷却鵠負荷

葬M財合プラントは、前記のとおりカヌ ・電気の枠|主主? 生かし、 地

球;j 械を視野に入れたアロン、 C O
2
、N O

xを考慮している 。また省

エオ、ノレギー、省 コス ト、電力平t制 ヒを図るためガスタ ービンによる

コー ジ、エオ、レーションを採用し、深夜電力の有効利用を図るため、

氷菩費4システムを採用する 。

システムの特徴は、 以下のとおりである 。

(1)  未利用エオ、ノレギーの活用

QI B =2600Mcal/h  

66.6.C  QM =  960k W  

14;1kg/c m
2  

QRC  =  360Mcal /h  

QCN = 3240Mcal/h  

Qoc =  190Mcal/ h  

C OP  = 2. 99 

Ql B 蓄熱コイル負荷

QE V 蒸発器負荷

Qoc 油冷却器負荷

QM 電動機軸動力

QCN 凝縮器負荷

QRC  冷媒過冷却探負荷

製氷モード

蓄熱コイル ( 16個/ 槽)

温水ポンプ

図 4 製氷モードフロー
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3.7"C  

2 国担2

Q.v I  Q"  

Q EV  = 2600Mcal / h  

QM = l l OOk W 

Q C N =3230 Mc al/ h  

Qoc =  320 Mc al/ h  

C OP  = 6. 18  

QI B 蓄熱コイル負荷

Q E V 蒸発器負荷

Qoc 油冷却器負荷

Q M 電動機軸動力

Q C N 凝 縮器 負 荷

図 5 熱回収モード

Q RC  ・冷媒過冷却著書負荷

S47Nm'/h  

都市ガス

27Skg/h  

純水

発電端効率 23 .8 %  

総 合 効 率 73. 4%

通常運転時 : 外気温度

: 燃料消' t ' ( s

: 水噴射iil

ー蒸発fu:

- 給水温度

1S"C  

S4SNm' / h  

6 0 %(燃料重量比)

4. 46t / h  

60・c

大気

4.20Vh  

図 7 コージエオ、レーションフロー

葬! 岬J機i慌の冷却水および紫H原水として、海水営利用する 。( 冷却溶

を持たない)

(2) 大容量氷蓄熱方式の採用

スクリューヒート ポンプによる①冷水モー ド( 図 1)、 ⑫ 且水モー

ド( 図 2 ) 、③製氷モード( 図 3 、図 4 ) 、任期L回収モード( 図 5 、図

6  )  0  (冷 ・温水同H寺取り出し)

(3) カ、、スタ ービンによるコ ー ジ. ェオ、レーションの採用

・環境負荷低減を図るために、 7J<! 1責射および尿素還元触媒)1見硝方式

大気

1，800 

1，600 

1，400 

言1，2∞

1SS"C 宮1，0∞

力

(kW)  800 

600 

400 

200 

0  

他の蓄熱情より

他の蓄熱槽へ

蓄熱コイル (16個/ 憎)

図 6 熱回収モードフロー

発電機出力

一一一------

パルプ開閉区分

開 弁 ==t >くド =

閉弁 Ｍ惨ｾ

調節弁 ］司ｾ

¥ ¥ ト ¥

発

生

司奈

-ー芝生寒気: ' -- - l _8::明l /otI G恒一

給水温度印℃

10 20 30 

吸気温度 ("c )

図 B 発電機出力特性

40 

量

(kgl 向)

S，OOO 

4，000 

3，000 

( NOx= 40ppm、O
2
= 0 %換算) を採用( 図 7、図 8) 。

• 3回線スポットオ、ッ 卜ワー ク配電線とカ、、スタ ービン発電機 の系統

連系。

・停電時における 重要機器の運転を可能とするため のブラ ックア ウ

トス ター 卜の採用。

(4)  プラン卜監視制御シス テム

当プラン卜は機種が多種多様であるため、これに対応で き、また

効率的なプラ ン ト運転と省力運転を図るため、中央監視室では全体
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総合機能を有している DCS (分散形プロセ ス制御システム) として

C E NT U M ( 総合制御システム) を採用した。

また上位計 ｾＱ ゑ民システムとして、 ｙｅｗｍａｃ システムＨ生産ライ

ン制御システム) を採用し、①実績収集システム、②運転制tilipシス

テムの機能を有している 。①については、操業実績および需要デー

タの定周期収集を行い 、 効率 ｩ 寅Ｎｾｾ、日報月報デ ー タ作成を行う 。 ②

について負荷予測を行い、それを基仁台数制御、負荷配分を行う 。

そのほかにコージ、エオ、管理システムの機能を有し、操業実績デー

タの定周期収集および遠方監視システム通信を行う 。

システム運用商の併織としては、以下の点が挙げられる 。

① J令時機の立ち上げは、 中央ていも樹l ! lj でも可fiL

② 中央と機側盟主の双方から、調b↑制-の設定値変更が可能。

③ DCS が故障した場合でも、現場調節計がバンプレスとな ってい

るため、支障なく運転続行が可能。

(5) 補給水量の大幅削減

冷却塔を持たすe、密閉系てやは大気への飛沫同伴がないので、中l I i 給

7]'<U: ボイラ用に限られるため大幅に削減できる 。冷却塔方式と il i}.水

平Ij用方式とをよじ| 淡すると、補給水は 100 : 5 となり、 95%の節水効果

を生み、ランニングコスト の低減に大きく寄与する 。

熱供給システムフロ ーを図 9 に示す。

主プラント

給水徳

t 夏 季 抗 - 36"C

冬 季 7 C→ : ;C 

ガストピン莞電撞 I1JH イラ

未利用エネルギーの活用

j毎域利用

事業所の周辺海域は大阪港港湾区域内で、前商には内湖旭各およ

び安治川船路がある 。 また、大阪港港湾区域仁は漁港および漁業1径

はない。 (図 10)

(1)  取放水ノレート

i1i}. 7j，は当該フ。ラン卜施設の位置する内港より耳j ( J j I : し、北西に佐世

する酎港北地区埋立地護岸から放水する 。 (図 11)

(2)  it i}. 7jd[ l i . 放水口の設置

耳i Oj，仁l、予備耳j ( J j I : 口および予備放水口は、 写真 2、図 12および図

13に示すとおりである 。

温排水・ ; 令排水の拡散予測および結果

熱f掛合プラン卜で使用したi 4 i } . 7j，の放水が、放水口近傍海域に及ぼ

す影響について、数値計算により予測した。予測l寺戸閉ま、 i且排水お

よび冷排水の放水口前而近{ 芳海域の流j兄変化、水温変化とし た。

(1)  流況変化予illij

ifL排水お よび冷141グドが放水される場合の、放水口前両海域の流況

変化を予測した。

予測11対J i < u' l i ' s 囲は、放水口前而近傍海域1. 5k mX O. 8kmの領域と

夏 季 25"C - 31. 4'C  

冬 季 8' C → 5. 7C 

自 昌 昌 昌

昌 自 自 昌

; j ( 蓄熱槽合計ぬ3∞RTh

冷媒管

15∞k W 4.2tメh 15∞k W 4.2V h  

図日 熱供給システムフロー
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表 5 予 測 の 概 要

④ 予 if!IJ 4J 碩 温排水並びに冷排水放水に伴う放水口前面海峡の流況変化

予測対象純閤 放水口前面海域1. 5k111XO.  8k111 の 領 峻 ( 図14参照)

予測対象I時期 熱供給胞設が: l l，( : 大負荷で迎転されるI時期

予測モデノレ 平面二次元単1Mモテツレ

j同 厚 3  111 

計 n 格 子 10111X 10111 

表 B 予 測 条 件

項 自 温 排 水 冷 排 水

放 水 方 式 表! 百放水

放 水 温 (111'/ h) 最大13，100 最大2，400

放 水 口 の 幅 (111) 20. 0 

図10 予 想 対 象 月 8月 l 月

潔 境 水 i1il， ("C)  24. 6 10. 8  

取 放 水 温 度 差 ("C) 6.0  2.3  

流 速 の 鉛 直 分 布 形 状 指数関数分布 一線

渦 動 粘 性 係 数 0.5111' /5 ( 束西方向および南北方向)

Ｍ 陵地Ｑｦｴ界海面上昇 ｾｩ￯ｬ の法線方向勾配、法線方

向の線流おおよび接線方向線流12の法線方向勾

境 界 条 {牛 配が耳手

- 自由境界 ・・海面上JT-i 立、法線方向線流il } : の勾配

および接線方向紛i流iil が零

初 j明 条 事|ニ 流速が零( 静止海域)

タ イ ム ス テ ッ プ 5 秒

計 τ1 l時 j約 8 潮汐 (961時間)

図 11 海水取放水管および導管ルート

表 7 予 ［ｾ ｉ ｊ の概要

予 測 事 項 r品排水蛇びに冷排水放水に伴う放水口前面海域の水温変化

平面図 断面図
予il!l J対象純凶 放水口前商海域 1. 5k111XO. 8k111 の 領 域 ( 図 14参照)

予測対象l時期 熱供給施設がJi )i 大負荷で運転される時期

予 測 モ デ ル 平l百i二次元ti1/¥'] モデル

f!l. 3  III 

計 算 佑 子 10lll X 101ll 

海 域 の 流 れ 大阪湾の流況予測結果を用いる

11 I!I  BAR S CREEN  11 

4400 4∞4400 200 200 4400 400 4400 400 

9800 980o J J 比必|側聞

表 B 予 測 条 件

項 目 混 排 水 冷 却| 水

図 12 取 水 口 形 状

放 水 方 式 表1'0'1放 水

平面図 断面図
1炭水; [ ，1 (111'/ h) 最大 13，100 最大2，400

放 水 円 の 幅 (111) 20 .0  

予 想 対 象 月 8 月 l 月

EZi 段 水 温 ( C) 24. 6 10. 8  

気 目包 ("C)  28. 0 5.6 

首d 度 (%)  70 64  

弓山子

il1: 6. 1  5.5  

Jいl i do 2A lい
風 速 (111/5) 3. 4 3.7  

図 13 放 水 口 形 状

執
i収 支 耳1 415. 7 

熱 交 換 係 数 16.9  

I政 放 水 潟 度 差 ("C ) 6. 0 2.3  

水 泡 の 鉛 直 分 布 形 状 指数関数分布 一 定

説、 1孜 係 数 0.5111' /5  ( j ; J . ! 西方向および南方向)

- 陵 地 境 界 水 泡 の 法 線 方 向 勾 配 が 零

1出［ｾ＠
Is 条 件

- 自由1f t 界 流れが予測対象範聞に流入する場合

は環境水泊、流出する場合は水温の法線方向の 2

階微分が零

tl J  j制 条 {牛 水温が環境水温

タ イ ム ス テ ッ プ 10秒

図 14 流 況 変 化 予 測 対 象 範 囲
f，[ H与 期 8 潮汐 (961時間)
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( m)  

l目。

I. Ocm/s 

200( m)  

図 15 温排水放水時の流速コンタ図 図 16 ;g 排水温度コンタ図 図 17 i令排水温度コンタ図

放; 流

Q u'  = 3200Mcal/h  

QM = 1010kW 

面白

Qι  .  .¥' =3900Mcal/ h  

Q侃 ・ = 180Mcal /h  

C OP  =  QJ :V/ Q M= 3.53 

空気式熱交換告書のとき

COP' =  Q' J: I'/ Q' M= 3.19 

図 18 海水取水システムフロー

QIIJ 欝熱コイル負荷

QJ: V  蒸 発 器 負 荷

Qoc :  illl 冷却恭負荷

Q M 電動機軸i I l IJ力

Q C N  凝 縮 器 負 荷

QI I C 冷媒過冷却著書負荷

図 19 i令水モード( モリエル線図)

し、 予測対象H制羽は、努! 出場合施設が- 1 < < ) ; : 負荷で運転される時期とし

た。 (図 14)

流況変化予測モデルは、 「出 排7同提境封建i澗 萱宙定指針J ( 資源エオ、

ノレギー庁 昭和62年 3月) に基づき、電力 中央研究所て。開発された
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表 B 海水取水システムのイ士機

機 探 |  仕 様

ネットパースクリーン

手動吊り下げ可lf!l J式

処 理! 水 虫 : 13，100m'/ h(海水)( 1台当たり)

寸 法 : 4. 000 W X3. 450Lx3001 

目 聞 き: 15mm 

材 質 : SUS316 

付 属 装 出 : スクリーン吊り下げ装I(i

立車11両 l政入渦巻ポンプ : 1. 800m' /hX30 m 

立制l開放入渦巻ポンプ : 3. 600m'/ hX30 m 

台 数

8枚x 2

( うち l 枚

予備)

ケーシング 2  %  NiFC250 I  ( うち l 台

海 水 取 水 ポ ン プ | 内面エポキシライニング |  予備)

犠牲陽極付

オ ー ト ス ト レ ー ナ

海 水 熱 交 換 鴇

生 物 付 u l妨 止 装 tn

イ ン ペ ラ ーSCS14

シ ャ フ ト SUS316

処 理 水 公 : 7，200mりh

目 聞 き : 3  mm (10メッシュ)

処 理 水 ;:'1 :  40111' /h  

自 聞 き : 0. 5mm (40メッシュ)

ケーシング : SS41  ゴムライニング

総過エレメント : SUS304 

交換禦¥;li1 :  10. 800Mca l/ h  

海 水 流 公 1，740111'/ h

伝 熱 田 高:1: 655.5111'  

総括伝熱係数 : 4.  420kcal/m'h・c

プ レ ー ト ・チタン製0. 6mmI  

フ レ ー ム 銅 製

塩 紫 換 算 発 生 企 : 14. 4kg/h  

海 水 処 理 能 力 ー14. 400m' /h

改亜梅幸駿ソーダ最大注入量 1 p p m 

平面二次元単屑モデルを用いた。

3  

(うち l 古予備)

9  

( うち l 台

予備)

以よの予ifiil の概要および予it1I1に朋いた条件を、表 5 、表 6 に示す。

(2) 水温変化予 測|

i且排水および1令排水が放水される場合の、放水口前面海域の*i 毘



変化を予測した。

流i兄変化予測lの場合と同様に、予iWJ対象範囲は放水口前而近傍海

域 1.5k mX O. 8kmの領域、 予illlJ 対象H青Wjは熱供給施設が最大負荷

で運転される l時期とした。

流j兄変化予iRIJモデノレは、流況変化予iRIJ ＱＺＮ同様 ｩ ｩￆｴ 排 Ｗ 陥 ｾＮｲ ｽｶ［ ｩ［ 郷 Ｑ 調

萱皆定指針」による 。

以上の予測の概要およびγ'illiJ に用いた条件を表 7 、表 B に示す。

(3) 流況変化予iRIJ の結果

i且排水放水の流速コンタを図 15に示す。なお、冷排水放水のコン

タ図は流速カ叶、きいため省略した。

これ らの予測結果により 、放水口近傍海域における流況に及ぼす

ｊｪ［ 縄は皆ｾｾＡ［である 。

(4) 水温変化予測の結果

iR排水を放水した場合の水i，¥¥t 1  'C および 2'C J -昇のiNI . . 1支コンタ

図を図 16に示す。また、冷排水を放水した場合の*ilot 1・C I咋下のLR

度 コンタ図を図 171こ示す。この場合の水温 2'C 降下範囲は微小なた

め、省略した。

これ らの予測結果により、放水に伴う水i昆変イヒiri ' s 囲は放水口近傍

海域に限定されており、周辺海域の水温に及ぼす話機は制!I，[ ; である 。

海水取水システム

本システムは、設備費、 f炉開力性、システム信頼性、行スペー

ス性を考慮し、海水をいったん市ＪＱＺＮプレート熱交換器 ｩ でＧｲＮ ｾｦ 交換を

行い、 ｩ 令却水、葬ＡｬＭｩ原水として利用する 。 したカ ｴ って、￬Ｔｾ水は日ＡＨＺｴ妥 ｊ 令

凍機等へは送出されな L、。 (図 18、表 9 )  

システムの特識は以下のとおりである 。

①米利用エえ、ノレギー として海水を利用するので、外気温に比べると

温度差のばらつきが小さし、。 したカ f って冷凍械の COP は大きくな

り、省エえ、ノレギーが図れる 。 (図 19)

② クーリ ングタワ ーを採Jl j していないので、その飛沫同伴による補

給水量が大幅に軽減て3 る。ユーティリティ賀が削減される 。

b 財IJ J'f jエオ、ノレギー活用地以熱f11J 給システム事業費補助金を利川す

ることにより、 ifiTl"<lTYQ/( 施設建設費を大幅 lこ圧縮て3 る。

④ C O
2
、NOx等の環境負荷主? 低減て3 る。

省エネルギ-

￬ｬｾ ノ ド は大気に 比 べると年 Ｑｭ を通じて温度が安定しているため、冷

却水 ・ ｾｾｬＭｩｊＮ京水として 利 ｊ ｉｬするこ とにより、冷 却搭 ・ 空気併ｬＭｩｊＮ京 Ｉ ｪ 式よ

りも COP が向上し、省エオ、ノレギーおよびランニングコス トの低減

を図ることができる 。また C O
2
、N O

x
等の環境負荷の低減に寄与で

きる 。

試算の結果、 一次エオ、ノレギ-ij'i 費量換算では、年間約10%の省エ

ｾーポ ｈｐ

け

源

式

一
~

鳴

方

ケ

勧

164.3 

( 100)  

吸収式冷凍機

64. 2 

106.9 ‘  

(89. 9) .. 

M

M

塔

式

づ

却

方

h

J

冷

吸収式冷凍機
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電力 の一 次 エオ、ノ レ ギー］年 ｲＺ ｾｭ カ消 ｾ￟ ( MWh) / 2. 25GcaI! M W h  

図20 省エネルギー量試算結果

オ、ノレギー となる 。 (図20)

( J : 凶攻ケース〕

ケース 1 ・ i!手7Jvf lJ JTI 州原方式+ コ ー ジ、ェオ、レー ション

( 当社システム)

ケ ー ス Ｒ ・・・ ・・ ・冷却熔 ・ 空気ＡｾｬＭｩ原方式 Ｋ コージ、ェオ、レーショ ン

C O
2
、 NO

x
の低減効果

環境負荷を大幅に削減するために、ヵースタ ー ビンについては、
*

l噴射に加えて、特別に尿素還元触媒11見硝方式を採用している 。 この

結果、 「水l噴射方式J 1:. ["水li l't射+ 尿素還元触媒11見硝方式」とを比;1! 交

した場合は、 一次エオ、ノレギー換算て見る L 後者( 当社方式) は NO
x

は約40%削減となる 。 また、 C O
2
についても j船 同IJ m方式により約

10%の低減を区|ることができる 。

新しい地域冷暖房のこころみ

当地区の熱1M，合は、本格的な未利用エヰ、ノレギーの活用、環境負荷

を配応、したカザス . 'd.!:)] がー{ 本とな ったプロジェクトであり、地対tJR

ｬＢ ｦｾ Ｑｉ 材 ｴ とし、う未知 ｬ の地平線を切りｊＺｊｦ Ｎ ｪｴ 、て新たな地域 ｩ 令暖房の知駆的

役割lを担っていきたいと思う 。

者IlrJi インフラ -E41岐 ・エえ、ノレギーの三位ーイ本 t なった新しい地域

j令i暖房の姿を模察するものであり、また環境調和|型エオ、ノレギー・ コ

ミュニティの一翼を担うものとじIfJl しているが、需要家、関係行政

ｊＭＧ ｆ 、そして建設営担当したメーカーほか関係各位のご理解、ご指ｾｴｴＭ、

ご|必力を得て今 nを迎える ことがで きた。 この紙而を借 りて心か ら

! 感謝ト|二l しあげたし、。

関係各位のご期待に応えるよう、また、世界の地域冷暖房の牢引

j J  iこなるよう努力した L、。

(ふ なはし あきよし コスモスクエア熱供給株式会社熱供給七ンタ一所長)
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事例・複合エネルギーシステム 2

毎日放送本社ビルの熱源システム

池 津 広 和

地球温暖化 をはじめとする地球環境問題は、動丘ますます重要な

社会的課題となっている 。都市建築の計画 ・設 計 ・建設 ・運営にか

かわる者として、従来にも増してエオ、ノレギー と環境には重大な関心

を持ち、その課題に取り組む必要性を痛感して c' J.， 。

t対直な者11市 ・建築の環境形成のために 「必要なエオ、ノレギーは必要

なだけ投入する」という時代は、すでに終罵している 。太陽の光や

熱、自然風の力、大地の保温力など自然エオ、ノレギーを活用して最小

限のエヰ、ノレギーてや良好な環境が形成できる都市の構造や建築のあり

方がまず求められている 。 また、省エオ、ノレギー空調システムもます

ます重要 なものとなり、製材原システムには、省エオ、ノレギ一性はもち

ろんのこと環境に与えるインパク卜の少ない 「環境期抗日性」とても

いうべき要素が必要である 。

電気と都市ガスを利用し、省、エオ、ノレギ一性と 環境親手[1性を追求し

た事例として、毎日放送本社ピノレの紫H原システムを紹介する 。 その

前段として、葬M，原システムと エオ、ノレギー・ 環境問題について考えて

みる 。

熱源システムとエネルギー・環境問題

従来、空調熱源のエえ、ノレギ- ; ，原としては、電気都市ガス、

LPG、石油などが利用されてきた。手月村原システムの歴史的な変遷は

図 1 に示す通りである 。

口 電気? 熱源

C = J 燃焼系熱源

オイ J レy ヨンク

v  

1950 

(S. 25)  

1960 1970 1980 1990 

(S. 35)  (S. 45)  (S. 55)  ( H. 2) 

図 1 空調熱源システムの変遷

オフィスビノレに空調設備が導入され普 及 し始めた 1960年代には、

l暖房は重i8: 1ボ、イラ、冷房は電動タ ーボ冷i恥機 . ?j c冷ノ f -.;; ケージ、エア

コンとし、う組み合わせによる重油と電気の併用方式であったため、

燃法克ガスによる都市の大気汚染や電力の供給不足を招くこととなっ

てしまったのである 。

大阪万博の開催された 1970年代には空冷ヒートポンプが開発さ

れ大気汚染防止の切り札と期待されたが、大型ヒツレにおいては依然

としてボイラと電動冷凍械が主流であったため、大気汚染 ・電力不

64 建築と社会 ・1994. 4

足はなかなか改善きれなかった。 しかし、大気汚染防止法に基づく

硫黄酸化物総量規制により、ボ、イラ i附斗は重油から灯油あるいは都

市ガスへ転換され、さらに、 二度にわたるオイルショックにより 11見

石油カ司lヰばれ、 天然方、ス ( LNG) への転換が進められた。

1980年代になると小型ヒ ート ポンプの汎用化、大型ヒ ート ポンプ

の技術開発により、全電気空調システムが一般のヒ川こ普及するよ

うにな った。一方、ガス直焚服I1文式冷凍機が開発されたこと、都市

ガス供給配管: 網の整備、 LNGへの転換が完了 したことにより 、全

カ守ス空調システムも普及の段階に入った。 そして、電気 と都市ガス

というクリ ー ンエオ、ノレギーへの転換の結果、 一良い聞大気汚染に悩ま

された大阪に青空が戻っ てきたのである 。

このように、歴史的に見ると エオ、ノレギ一問題と環境問題はその時

代の冷凍 ・空調技術開発と密接に関連しあいつつ解決されてきたの

であり、 1990年代最大のテーマである地羽ヨ策境問題も、努H原システ

ムの技術開発をより進展させることによ って、解決に一歩ずつ近づ

けるものと引制言している 。

ベストミックスの意義

ベストミックスシステムとは、「電気 ・カヌの特徴を最大限に生か

し、経済的にも省資源的にもかつ環境的にも最もバランスの取れた

システム j であると提案したい。

① 電気の特徴を生かし平準化して使用

電気は、取り扱いが容易で、あり、クリ ーンエオ、ノレギーて、あるため

環境への影響がほとんどない。供給而てやは、オイノレショックのH寺代

に比べ原子力発電の比率が約40%t 向上し、相対的に火力発電の比

率が低下して石油依存度が改善されている 。需要而てやは、夏季の畳

間電力が逼迫しており、夜間は余剰電力があるので、 畳夜のH寺間的

平話剖ヒが重要な課題となっている 。

② 者11市方、スの特徴を生か し高効率な利用

都市ガス 1. : 1: 、クリ ーンエオ、ノレギーであり、環境へのインパクトが

少なく、エンジンや高圧ボイラ の燃桝 として使用すれば、矧2熱手IJ用

などの高効率な利用が可能である 。供給而てやは、 需要増大に十分対

応て、、き る状況にあり 、ほ とんど *IJ 約がない。需要而では、冬季に比

べ夏季の使用量が少なく、 季節的平l軒 以 青果! 垣である 。

計画されたシステムがベストミックスであることの寺刊而基準は、

次の 3点とする 。

① 経常 ｼ 企のｦ， ｾ河 ｩｬｬￎ

イニシヤノレコストおよびランニングコストによ って5判而する 。

② 省エオ、ノレギー性の評仰lI

電力、者11市方、スの消費量 を同じ土俵てや訊市IIで きるように、資源の



一次エオ、ノレギー量lこ換算ーする 。電力については発電庁「でのエネルギ

ー資源( 石油 ・L NGなど) の消費量にまで遡及して換算する。

③ 環 境 餅日性の利回

大気汚染に|刻しては、硫黄酸化物 (S Ox) 、窒素酸化物 (N Ox) の

排出量て事|引liが行われてきたが、新い、評価項目として、 地球環境

温暖化の主要因い、われる 二酸化炭素 (C0
2

) の排出量を指標とする

芳法が提案されている 。一次エオ、ノレギー換算と同じように、電気に

ついて iはま発電戸所Hてて、、の C O

発電{依衣存度カがf高〈仁、夜間電力に比べべ、単位電カ出力当たりの C 0
2
11拐排ド凶附仕出出1i 

l  

量カがf大き〈なりk、I地也球環境の面カか3 らは夜間電力の方カがf有利てで‘ あるι 。

実際のプロジ、エクトにおいては、経j斉性の評価 が最も 切実な課題

となっているが、今後は省、エえ、ノレギー性の再利ilI i、環境親和性の言判聞

も重要な要素とする必要がある 。 このような産児点から、毎日放送本

ヰ土ヒツレの葬1H原システムを紹介する 。

毎日放送本社ビルの概要

Ｈ 毎日放送本社ビノレは、ｾｦＮ ｉｊ 言 ｩＴＰ 周 年を機に放送新時代を先取りする

新社屋として、 1990年 5 月に大阪の新しい商業 ・文化ソずーンとして

大きく変貌しつつある梅田茶屋町に建設された( 写真 1 )。新社屋に

は、本社機能( 写真 2) t 衛星時代に対応する最新の放送設備を有

する情報発信機能( 写真 3) を収容 して" J.， 。建物は、ダブルコア

の中央に約30mX 30mの省財主空聞を有する高層ビノレて。ある 。その私究

要を表 1、図 2、図 3 に示す。

設備計画に当たっては、停電や故障による機能停止ヵヲ午きれない

放送局に対して 24時間、 365日にわたる信頼性の古iいサポートの実

現を第一に考えた。さらに、内部発熱が大きく運転時間が長いため、

図 2 基準階平面図

写真 2 基準階事務室

写真 1 毎 日放送本社ピル外観

写真 3 放送機器室 図 3 断面図
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表 1 建 物 概要

名

而

而

而

規

築

杭

物

地

築

床

辺

山

地

住

所

放

処

延

山

川

称 1 1fi 円) i ! 0孟本社ピノレ

主| 株式会主1:1海n泌 孟

地ｼ大ｼ坂 ｲｬ￭ 北区 ｊ 真展 ｾｬｦｬＷ 格 ｉ 号

秘 14，303. 33m'  

続 1 2，075.67m'  ( 処ぺい半48. 23%)

杭 1 30，958.  93m'  

佼| 主体S 造、 J也1' .15附、地下 3附、 I創造 H 汗

基 礎iiEさG ｌ Ｍ Ｑ ＷＮＰＳｭ 、 Ｑ Ｑ 抗告 Ｑ Ｑ ＷＮＧｾさ ｇｌＫＹＰｭ

外 装| アルミカーテンウオーノレ

1  ，ＺＧｾＱＧｦ Ｚ ｴｩ 印刷泊 ｉ ガラス

ｉｾ＠ ｾ ｉ Ｇ＠ 1見 ｆｾ＠ 1  I H.l¥Jが| ・大阪

純 [ 1  Ｈ ｴｾＱ 材 ｒ ・ Ｈ 剛判，｛抑制た間企業体

1:  JUII 19881104 )1 - 19901
1'- 5) 二l

表 2 設 備 概要

受 虫 ! 日五 設 備 1 3  '" 3¥ん 22kV 60l-l z  

ＳｉｩｩｬＪｾ スポットオ、ットワーク受Ｇ ， Ｑ ＱＺ

TR22k V / 6. 6I<V  1，500k VAX  3i 今

ｾｾ＠ ' ，t i ; 機設備 1 ;11・;' ，';111 3  '" 3 W 6. 61<V  60十l z

1  ，OOOkVAx  2  fi 

コー ジェヰ)11 3  '" 3W 210V 60Hz  

400kV Ax  1  fi  

熱 尚l 機 ＨＮＺｾ＠ I  i]c脚 内 冷 ス ク リ ュ ー ヒ ートポンプ 150USR Tx 2台

明冷ヒートポ ンプチラ - 90USRTx  2  i勺

ガスIIh旬以..t¥j 1t gi ノk機 150USRTx  2  fi  

i品ノ]cJ')!(JI )G:l: i制点機( コージェヰ、系) 100USRTx  1  fi 

q  l同 点 式 I ｾ柵 ＱＱ｜Ｎ Ｍ ダクト ＨｖａｖＩ )j 式

ファンコイルユニット併設

表 3 採用した 省 エネルギ一手 法

Ｈ Ｑ Ｉ 往築 Ｈｉｾｊ 手法

① ) j  (:L ｾｉ＠ 同 | 州 而 コ ア 岡 崎 に よ る Ilq十四E

② |析 熱 ，n.  Irl"l  1  Ｉｉ ＧｴＮｾ校、以似 ｬ￺￭ の閉伊九 ｊｊｾ 虫イヒ

③ 11  M 巡 阪 ｉ ， ＺＧｾｩｴｴｩｾｾＡＡ 時似叉射ガラスの係 ｊｊｉ

( 2)  ，ＦＨｾ町内子法

① 〆 ー ニ ン ク | き め 紺lかな述川が 11f t ! 危なソーン設定

② 仙 幼 ド 機 株 1 ，: :，効wの機日品、株! t、モータ ーのi:liJl I

① 仙幼年逆転 ｼ 必要 ＱＱｫ 小以内量制 ｩＮ ￯［ による 仏三 Ｉｊ Ｇｩｾｩｬｬｩ 恥［の ＪＭ Ｑ 刷

④ 熱 1"1 JI見 1 !!! H"IJ I文明ヒートポンプの保J l I

ｼコ ー ジェヰ、Ｈエンジン 却 ｉｾＩＧ 呼 Ｇ ｉ ｊｊｄ

⑤ V  A  V  Ｑ ヤ制機内 ｾｫｈｩｬｬ 世 ｉＱ 、 ｖａｖ ユニットによる変Ａ札 ｬａ

⑥ V  W V  1 ポンプ台数( t ; ll iSJI による炎、irrEJ ，t:

⑦ ＱＱｾ＠ A  jlli 転ｼ占 ［ Ａｾ以内放制御による ＱＱｾ 似闘王

③ 外 丸 の や | 川 | タ ト 公iI 'OI J ( り人れによる外気冷IJj

⑨ 件 光 の 平'1 Jl I  1  { 干光の!!((I りl平'1川

⑬ イ主 1::1 '，ti; JJ 1 復1IiJ'，ti; JJ 利川のイ情熱( " t i ; )J ピー クンフト)

エオ、ノレギー多消費型のピノレであることから、省エオ、ノレギーやランニ

ングコストの低減も重要な課題ととらえた。設侃i概要を表 2 に、採

!'I1した省エネノレギ一手法を表 3 に示す。

熱源システムの考え方

( 1  ) 基本コンセプト

毎 円J / x. 送本社 ヒツレの努ぽ原システムの計j[i lにさlたっては、次の こ と

を? 基本 コンセプトとし、 図 4 に示すようなシステムとした。

① ＲＴ 時 間 核 Ｑ ｭＩｽ ピノレて、あり 、 かつ放送 用 重要負ィ ｩ ｩ ｪ もあるため、ＡｬｾＡＭￌ ，原
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屋 上 系 統 熱 源

空冷ヒートポンプX2 台 スクリューヒートポンプX2 台

図 4

の ｩｾ Ｑｊ合信頼性を ＲＲ Ｑ

める ことを目 的 と

し、 エオ、ノレギ- i.原

の二元 化 を ｉ ｾ ｉ る 。

システムは、電気

とカ、、スのm・用とす

る。

② 糾 原 機 器 を 複

数台に分jli lJ し、 地

下階と屋上階に分

散配置する こ とに

熱交

コージェヰシステムXI 台 氷蓄熱システムX2 台

地 階 系 統 熱;原

より故障などに対する危険を分散て3 るよう、デュアノレ製材! 京システ

ム t する 。

③ 冷 房 負 荷 ・電力負荷が大きい ことに配l台、し、電力使用量の平準

化 とエオ、ノレギー効率の If，]上を図るため、三J，蓄熱システムおよび コー

ジ、ェオ、レー ションシステムを導入する 。

(2) 電力の平準化

一般的なシステムにおいて、屯カデマンド I; J : . 畳間に大きなピーク

を生ずるが、 これをできる |浪り夜間に移行する ことにより、電力使

Jl 1量の平準化 を実現する こ とを目標とした。 同棋とする運転の概念

凶を図 5 に示す。氷蓄熱放熱容量は、ピー ク冷房負荷に対 して15 %

平副主、 300R T に限定し、夜間移行率を約10% と計闘した。その理由

は、放送局であり、夜間 も一定の冷房負荷があるため、夜間移行量

をこれj..J ..J 二大きく設定すると冷房と製氷が同11i ' J ' : に発生し、電力のピ

ークデマンドが夜l品lに発生するおそれがあるためである 。 コー ジ、エ

オ、はピー クカッ トを日的 とした畳間運転とし、その容盆は持1，熱を

100%利用できるようピークデマン ドの15 %程度、 300k Wに設定 し

た。 その結果、 図 6 に示すように、畳間の電力ピークを 2250 k Wか

ら1750k Wに低減できる計|商|とした。 また、 ';]1: )J の夜1/¥1移行によ

り、 CO
2
排出量も低減できる 。

( 3) 氷蓄熱システムの概要

水干存熱システムはスタティック型 コイ ノレチュ ーブフJ式て二屋上設

置の空冷スク リ ュ ー 型製氷チラ 一 、 地 下 Ｒ Ｑ Ｑ 待床下の氷帯葬Ａ ト ｦｩ ｾｩＲＸ Ｐｭ Ｓ

(写真 4 ) および冷媒述絡配管て千拘友 されている 。シ ステムぞ図 7

に示す。製氷チラ ーは、夜1/¥1に製氷運i阪を行い、昼間は熱負荷に応

じて冷水運転または湖水逆転ぞ行える ヒート ポンプタイプと してい

る。帯熱の取り ，'/' ，しは、搬送量!)J j J を小 さくするため、 j令* 熱交換器

を介して 1/¥1核的 に行っている 。

(4) コージェネシステムの概要

コージ、ェオ、システ1 - ，U: 容li1300 k Wのノ f ッケ ー ジイヒされたガスエ



一一一一 熱負荷幽線

ーーーー 熱源出力曲線

熱

負

荷

12  18  24 

時刻

図 5 熱 j原運転概念図

製氷チラー

I I ORT 

12'C  冷水 6・c

写真 4 氷蓄熱製氷コイル

氷 蓄 熱 糟 1，100RTh

図7 氷蓄熱システム概要図

ンジンタイプ( 写真 5 Ｉである 。 エ ンジンジ、ヤケット 初 手月比 ｴｾｬ Ｚ 気カ、、

スt41全れをシリ ースーに liTI11又する9Q"Cの温7ド方式とし、冷房 JI寺はこの熱

源 ￬ｽｾ ｴ Ｊ をￌｊ｜ Ｇ � ｪＧ＼ ｉｉ Ｆ ｊ ｉｘ 式冷凍機に ｦｊＱ 識し冷水を製造する 。 ｬ 暖房 ｊｉ 相対 ｬｾｴＷ ｊ ，

熱交換部により i品7] ' <{ f 製造する 。 システムを図 8 に示す。発屯効率

は約30%、n¥t 7l'<llIiJ l文効率が53%で、総合効率は83%と?":j ，、。i品7]<i吸

JI文式冷勝機の成績係数は約0. 7てか、冷房時の総合効率でも約67%と

なる 。

ベストミックス熱源システムの効果

葬/!.i l京システムの上回l交検討を行った。検討対象は、'f11:気 (E) 方式、

ガス (G) 方式、 fE気方、ス併用 ( E +G) 方式、 そして、氷帯熱到l

込併用 ( l E) 方式、コー ジ‘ ェオ、Ml込併用 ( CG) 方式、氷帯熱 ・

コー ジ. ェオ、品II込↑ )j 好1 ( I  E + CG) 方式( : t 采用案) の 6組制とした。

検討か法は、シーズ、ン ごt の代表 FIにおける毎H寺シミユレー ショ

単 位 ・M W

2500 

【 2，250kW

同一関 翻醜扇1-_-，:.. :UJ (: i ";威主二;:;-;-.i なし)

ーーーーーーーーーー _ Y _ 2 ，050kW

( コージヱヰない

マ1，750kW

( コージェヰあり)

2000 

1500 

電

力

需 目 ，

要 Ｑ ∞ ｏ ｾ rnII' 

。|開開閉関関関関関関脇問問問u

図 放 送 図照明 l Ii l !空調 lIi l !熱源 国 コージエヰ 時刻

図 E 夏季の電 力需要予測

低 圧200 V  

電力

温 水

昔日市ガス

図 8 コージェネシステム概要図

ンにより、エオ、ノレギ- i i ' i'i: t! 立をt，' l LI'，し、年I[ IJ 怖を求める方法とし た。

検討の結果を図 9 に示す。採J i J 案 ( I E + C G方式) のイニシヤ

ノレ コストは ｴｩ ｩ も ｉ ｾＺ ｊ いカ大ランニングコストは ｩｊｩ 小である 。 ￬ ｊ［，ｬｻｦ ｩｬｬ ｩｩ Ｑ｜ ｊ［ Ｑｬ

年数は 5 - 6
10
1之となり、経済的にもメリ ットありと' l ' 4J 1析した。 ピー

ク電力の低減によりランニングコストの削減が "1能である 。一次エ

オ、ノレギー消費誌についても採F I l 案が最小であるが、 E ) j 式、 C G方

式との差はほとんどない( 図 10)0 ｃｏ Ｒ 排 ｉｾ ｾ ｉ 量については ｅＩｪ 式が最

も小さく、採J l 1案l; J : . 次に小さし、。採用案カf*，l ii Y 性、環境税不n性の同j

而か らバランスのとれたブ'j J:_¥て。あることがわかる 。

次に、屯)J の平当主化については、夏季代表 nの実*ml位を図 l H こぷ

す。青計|画H奇4弓矛T子.浩悲想l (似腿凶l同6) に近し、叶ｾ，布討 Ｚｩ ｬ山 ｬｊ ｩ

カ苛1師d
忍てで殉

3きた。 これは、屯気) }式 における「帯熱システムによるピ

ー ク屯力の ｾ￭ ｉ ｊ￬ ，戚」、カ。スＩｽ式における「コ ー ジェヰ、システムによるカ。

スエえ、ノレギーの総介 ｮｾｊ 利 ｭｊ という現有 二 直而する こ つの ｩ 問題に取り
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300 

図 イニシャル( 百万円)

図 ランニング( 百万円)

250+  ｾ ピーク電力 ＨＪｉｏｫｗＩ

200 

150 

100 

50 

E  E  +  G  G  1  E  

熱源方式種別

図 9 コストとピーク電力の比較

I E+CG C  G  
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20 

10 1  

0  

回 一次エネルギー( * 10Mcal ) 図ランニング( 百万円) 図 CO，排出量 ( kgfa)

単 位 . k W 

2500 

2000 

1500 

カ

使

用

量 1000

500 

。

E  E  +  G  G  1  E  I E+CG C  G  

勲源方式種別

図 10 一次エネルギーと C O，排出量の比較

図 放 送 図 照 明 図 空 間 cg熱海図コージヱネ

ι  

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 1314  15 16 17 18 19 20 21 2 2 2 3  24 

時刻

図11 夏季ピーク日の電力使用

組んだ成果のあらわれていある 。

Ｍ Ｉ子、このシステムが最 ｾｾ￯ｩｾＧ ， Ｇ ｪ のものとし、うこ ｴ ではなく、将来

的な諜Ａ垣も ｬ リ Ｑ らかにな った。帯非 ｩｦ システムとしての三 ｫ 帯 ＿ｾｦ は、製氷

11寺のIj)Ui'I係数がが; 2. 4 と冷水i l l ) ; iliill;]' の成紡係数3. 0- 3. 5に比べて低

いため、屯 )J j両首量そのものは柄大することや、コージ、ェオ、システ

ムの発電効率は約3 0 %で、 iik新鋭火力発屯の効率約45% に比べかな

り低いことなじ今後向午決すべき課題がある 。

68 

ごれからのベストミックスシステム

毎 日放送本社ヒツレに採用した屯気 ・カ、、スのミックスシステムは、

現在実用化されて L、る冷凍 ・空r' J司技術を応用したものである。

さらに、今後その応用範囲を広げるためには、中小規棋の建物に

適用できる小型てがマイノレドて》つ ｉ ｾ 燃利用の可能なシステムカ溜ま

れる 。 その先端的応用例として、太陽光発屯、躯体帯熱、 t抑制電池

を導入した地渇明境産業技術研究j機構 ( RI TE) 本音IlliJI 究所のシステ

ム例を図12に示す。

おぽ担棚利用

電源系統

200kW 

50kW 

熱源系統

図 12 RI TE の電源・熱源システム概要因

サステーナブルデザインの段階へ

rm'I }IJ 危力負荷を，jFii 主化し、' : t 1: iH; l を含めた環境性を 1:: )める」氷帯

熱システムと、 「エえ、ノレギー資源 L NG を最大限吊i}11 しヂiエオ、ノレギ

ー' 性を，: : ) める j コージェオ、システムのベスト ミックスにより、 トー

タノレとして電力平司在化、れiエオ、ノレギー性、環境税不ntl ニを' j ミ現するこ

とができた 。 葬 ｩｾ 原システムの計四に当たっては、，建物の 川 途・特性

に応じて多様なシステム構成案のrl' から.m_i1i:なI凶攻検討により最適

な主Ll み令わせを選択することがE 要なポイン卜である 。 そして、そ

の選択司;.filli 去主準は経.i7W主の汗阿川だけで、なく、資源エオ、ノレギーの手|河川、

さらにJ也掠環境へのインバク卜の許可ufi などの総令(1りなl'I Jl AJf が求めら

れている o

1，i  11 放送本社ヒツレの言I ' i 而|て執行したようなデザ、インプロセスを通

じ、都市 ・建築 ・設備システムの計li lil が「サステーナフツレテ、、ザ、イン」

Ｈ持続 Ｂｦ￭ ｭ な者 Ｑ Ｑ 市 ， 建築の計同Ｉい、われる段階に Ｍ ｾｾ Ｍ 歩近づくこ

とに1[:足り品li んでいいきた L、。

以後に、計jWI ・設計 ・運転データの収集に当たってご折導ご協力

いただ ｌ 、た毎日放送 ｭＡｾ 古 Ｑｉ およびビノレ管理の皆臓、 そして7踊 十・施

一 . 実iflll に関係された) ; に々感謝し、! 平くお礼11
1し卜. げます。

(l 、11ざわ ひ み か ず 株 式 会付 11 主lL &，n大1i/，if.'; lJi! ・"叩iJ'l吋告 l' 庁，疋 NU出1:1え)



プレカラム工法とオリフォーム工法

プレカラム工法とオリフォ ー ム工法は( 仰対村U

が '1-1心 とな ってHfJ発した、 t f. /梁月1のノ、ー フプレ

キャス卜工法である 。

ハーフプレキャスト工法の共通的持微として、

① 工場 製Jds使用による型枠組み立ての合理化

② 支保工の省国制ヒ

③in1f. 1去l による軽量化がもたらす簡易胞工

@】配布b作文ι を附聞各イヒ

⑤ ! 切* な鉄筋継手力T不 安

⑤ . J J 足型作業主ナ行間島

⑦ 仕とがり面カロ|玉川

｀ｲＮ ｾｹ Ｚ 持材 を使 ｭ しなし、ことによる ＲＴＱ 境保［ｾＱＡＡ

. . ーーなどがあげられる 。

ブレカラム工法の概要

プレカラムは、述心I l )(:J I予によって製造される柱

J IJ の薄|去lノ、ーフ P Ca 古11材である 。 プレカラムの

干虫類守図 1 に示す。外 政昔1I 分は、 EFJ.ffi 強 Jj，t 約 500

kgf /c m
2

の普通コンクリートで、充収コンクリ ー

トのfj りl圧に耐え併る l早さ ( 60mm前後) に設計され

ている 。

迷心Ａ削 ｦｾ は既存の述 心力 ｬ 却 ｼ ヲ装置 と専月 ｬ の銅製

型枠をH l L 、て行うが、型枠は箱型に成形するため

に、外型枠と l人l型枠の組み令わせとな って いる 。

ＲＲ Ａ 枠内にｾＪり混ぜたコンクリートを均 一 に投入し

ながら、ｾｾ枠の回Ｇ伝により発生する述 心 力によっ

型枠プレカラム

A  

プレカラム 主筋

フープ筋

大林組東京本社建築生産本部工務部妓術課

脱型

/  

/  

/  

/  

図 2 プレカラムの製法概念図

て 充 段 、 締 め 固 め る こ と に よ っ て 成 形 す る ( 図

2  )。

「納造フ。レカラム」 ではタトイ投古1I 分に所裂のフー

プ筋ほか力引ち込まれ、 村i遊休の一昔1Iとなる 。 ま

た、純粋な型枠材として使月 l されるのが「型枠プ

レカラム j である 。梢造プレカラムではフープ筋

け主主筋が緊結されていな い点が建築基当出去にほ

触することになるが、 ｗ ｦＮ ｪ 主 ｾ・ｾ主によって、耐ブ ｊ は

在来工法によるものと よじ| 攻して同等 R I二であるこ

と力市街忍された( 図 3 ) 。 なお、プレカラム工法は

平 成 4 年 8 月に大臣認定を取得; して L 、る 。

プレカラムの建て込み作業1;1:.柱主 筋の自己筋( 継

手) 作業後クレーンを j羽いて行い、 P Cサポート

などを手IJ f. IJ して建て入れの調整、| 劃定を行う 。 こ

精進プレカラム

B  

添え筋

※ 主筋は突き合わせ継手

C  

拘束鉄板

※ 主筋は重ね継手

図 1 プレカラムの種類

N  N  

の後、プレカラムのlλl昔日に充浪コンクリ ー 卜守打

設すれば住井IK体の施工は完了 となる 。

オリフォーム工法の概要

オリフォームは、短説脳41指ti 強された751強度U! J. 扶]

モノレタノ吋反を Jf J L、て製造される梁用のノ、ーフ P Ca

部材である 。 オリフォームの程 ｾｗ￩ 図 Ｔ ( こ示す。

オリフォ ー ムには、キ僻! ( : に型枠料としてのみ使

n J する「オリフォ ー ム 1 J と、 島 仮昔1I 分を工場打

設コンクリ ー ト板として純治体も兼F J - Jする「オリ

フォーム IIJ がある 。

「オリフォーム 1J は、銅製ベ ッ ド平打ちした

モルタノレ板を コーナー補強材部分 で曲げ起こす方

法によって立体裂に製造する 。

「オリフォーム II J は、} ' j IJ途製作したモノレタノレ

iW:l'反 2枚 を 染fJ ! i 版とし、島| 反音1I 分のコンクリー ト

を打設することによって製造する 。

「オリフォーム II J てーは製品のl折而性能が増し

ている分、梁J広支保工をオリフォ ー ム I より簡便

なものとすることが可能である 。

組工法は、あらかじめ架設された支保工の上部

に、プレカラムと同様クレ ー ンてＢＧ ， Ｙ ｾ り込み、内部

にすeJ : u' t コンクリ ート を打設すれば、! 必、躯{本の完了

となる 。

Lえ上のように、非常に簡聞各化された胞工方法が

プレカラム、オリ フォーム工法の特色と L 、える 。

オリフォーム I

組み込みセパレタ

端部補強アングル

オリフォーム側板

ぱラ

c、J

二二二2

組み込みセパレタ

オリフォーム II

組み込みセバレーター

図 3 プレカラム柱、一般 R C柱の構造性能比較 Q: 刷 新11 5:  IMf! 絞 位 N :fIIL1J  F c コンクリートの続協醐/J[ b D 柱似鮪醐 図 4 オリフォームの種類
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一 般 照 明 用 八 口 ゲ ン ラ ン プ の 動 向

池 田 貞 太 いけださだた

東芝ライテック鞠管球事業部商晶企画担当、課長

100 

140 

130 

120 

110 

80 

60 

100 

70 

60 

85 

90 

80 

180 

160 

寿 命 140

( %)  

120 

色 温 度

( %K )  

消J . I ( 電力

( %W)  

金 光 東

( %Im)  

主主にや ｊ Ｍｩ ｦ することなく管 内 を移動して、 ｾ Ｇ ｾＱ Ｑ､ｬ のフ

ィラメン卜近傍でタングステンとハロゲンヵースに

分 Ｇｦｬｉｩｾ し、タングステンは再びフィラメン卜に戻り、

ハロゲン原子は管壁に向かつてみよ ｩｴｸ して、 ｂ￭ ｪ ｾ 己 の

反応、を繰り返す。 このような化 剤l勺な制限ほ応を

ハ ロゲンサイ クノレとよんで いる。 (図 1 )  

110 95 100 105 

圧 ( %V )

電源電圧特性

90 

図 3

ハロゲンランプの最近の商昂動向

一般 }!(II I)IJII ノ、 ロゲンランプは大きく分けて、 J' ，-

11金)1予と 同 1J {lt71ヲがある。 )-'，- 1 ｊ 令 Ｉｦｾ はさらに、 ミ

ラ- Hきとミラーなしに分かれ、 それぞれイ史月)'，江

圧がラインボルトＨ前月 ｬｾ｛ＡＺｩ｝ｪ［ＨＧ ，位Ａ こ ｅＱＰＰ ｖ J;λ ヒ) のも

のと、ロ ー ボ ル ト ( .:I".に 12V) のものがある。

片 n 1 t : 形は、いろいろと技術改良が加えられて、

. i l l i 肢カ哨い、。i，ぷ丘の代表的なノ、ロゲンランプに

つ いて以下に ili べる 。

(1 ) 赤外反射膜付き片口金ミラーなしラインボルト

J 、ロゲンランプ (写 真 1 )  

QYJサ|ヲ

投7位球にくらべ、 f判長1'1: て 約 1/ 25のコンノ f ク

トサイズ( J ''-I 1金、 ミラ ー なしタイフウ 。配光のj ! i ll

Ｑｾｉｊ が終易で、日存共が 小 Ｗｲ ｾ にできる 。

② 長 Ｚｪｾ｜ 命

II i : 屯球より約1 . 5 - 2 1朽の長J . J ¥命。

③ Iリ! るさの低下がほとんどない。

ハロゲンサイクノレの印 ｩ ｽｊきて ＮＮ Ｚｉｾ 灯 ＧＱＧ の ｉｾｬ るさＨ光

点) の低下が少なく、寿命末JUJ まで安定した lりl る

さが斜られる 。

:I)i iri 色性 がJ込い。

白存在' ，I . i : 球と同じく i1J..Ht 放射による予定光をキIIJII し

ているので、 ii i : i 色性が良 t 、。

⑤ (1 L  、光

---j¥J生'，[!:f.; R( こ< ｣，べ 色話 ｩｕ ｾ が日〈、 Ａ Ａ Ｈｩ ｬ リ ｬ 効果を ﾭ

Ht と?，';j めることがで、きる 。

ハロゲンランプの特徴

ハ ロゲンランプは l' Ｑ ｾＭＡｲ［ ｇＺｦＮ［ ｒ にくらべ、小 Ｗ Ｑ 予て Ｂ￯ ＧＺ Ｚ Ｇ ｪ

効率、長 ， ｍ 命など性 Ｈ￬ ｾｦ ｬ ＯＮ Ｉ にすやれているばかりで

なく、器具が小形化できるので使J J l I二の1' 1山皮 が

大きい。

これ らの特長をグ|さかして、 l，lf 舗をはじめ各干到包

設のスポットライト、ダウンライトなどに広〈使

川 されているが、今後、さらに前ｾＺが Ｑ Ｑｪ Ｑ びるもの

と了 Ｇ￬ ｊｬｬ ｉ ｾ ＼ｉＧｌる 。

ハロゲンランプはわが| 刊では、196( ) i 刊にはじめ

に ｪｬｾ￮ 品化された上じ較的新しい光似である 。 当初 ｊ は

同 1 J イ奇形のものが投光J l l として ' XJ II化されたが、

1970年代に入って小71ヲのJ' ，' II イ制限が、さらに 1980

Ｇ ｱ ＺＺＺ 代に入 っ て、より小 Ｗｦ ｾ の ローボルトＨｬ ＲｖＩ J'i 1  1  

令形がそれぞ寸1 . 1高j fy，化されて急ili に作」えした。

Ｑ ， ぶ丘て 、 ｩ ［ｴＮ、フィラメントから ｢ 文 Ｙ ・ ｴ される ， ＱＱＧ［タト Ｊｾｾ

Ｈ非 ｾｾｍ ｩｬ Ｉ を、 ノ f ノレフ"l ..d ti lコ全イ1; した ，) M1- Jx身tJl犯の

仰 ｬ きでＫｙＴ ｉ ｉ ｊ ｉ ｉ した Ｑ Ｂ Ｑ 効率タイプやミラー 一 体 Ｉｦ ｾ で

は、熱線を後Ｉ［に透過させる ｦ ｾｽＩ きがあるダイクロ

イックミラーを似川して 、ランプから liijj 百に放射

される熱をi成少させたタイプなどカ可1 ' ! - j品化されて、

川途が広がってきて いる 。

まず、ハロゲンラ ン プ の →& (1'. ) な制作 IYJ iJ' I!，、特

徴、特性などを述べて、 t古l伝丘の I尚l再拘'H.
1

l川tA仏1 U1

はじめに

ハロゲンランプの特性

① 分光分布

放射される光の成長ごとの Ｇ ｪ ［ｪ ｩｾ ｩＢ表すうｽ光分 イ ｬ Ｇ

･ 図 Ｒ に Ｗ ｊ ｾ す 。 色， ｩｫＮ ｕ 支は 一 般Ｇ ，｛ＡＺ ｦＮ［ ｒ より， ＧＺ Ｚｪ [d ( 2850 

- 32001く) に設定されているので¥光色に1 ' 1さが

ある 。

写真 1

赤外反射膜付き

片口金ミラーなし

ラインボルト

ノ、ロゲンランプ

赤外反射膜付形

一般形

100 

n

U

 

5

 

(
渓

)

l
ト

て

友

田

守

ハロゲンランプはフィラメントに' ，t 1: i 戒を流して

加熱、発光させる のは ＱＧ Ｑ 烈 ｾ Ｇ ， ｛ＡＺ ＮｦＮ［ ｒ と ｼ 日 ｪ じてあるが、

発光完)y1さをrJi め、 M命を延1;( すために作|人JI こイ"ii '7

性カ。ス とともに、ょ うよ、! 込ぶなど のハ ロゲン族

ＩｬＺ ｊｾ が封入されている 。

ｾＧ Ｚｪ ＿ｊ ｬｬｴ のフィラメン トからぶ発した タングステン

! 以内立、ハロゲン以-[- と紡介してタ ングステンハ

ライド( タングステ ンのハ ロゲンイヒ介物) を形成

する 。この分子はヵーラス 1"]':・1i，tが250.C f.λJ 二では、: e; :

ハロゲンランプの動作原理

片.1金ミラーなしラインボル トハロゲンランプ

は弓μE、13，1件lで1lt も多く 1!t!Ftl されているタイプで

あるが、パノレフ。表而に赤外反射Jl Wを塗布した雨量U)

，t占タ イフ。カ仁.Hi i Eとな っている。

i); 、外反射J l 史 i; t . パルプ表面に、肝開l折E率幹の正戸: ，λL、物質

とu低低忠t

幸線制以ω) 石を肘「け1以X 身舟射.t して nザI悦光をを? 透過する引{ 働助きがあるι 。

フィラメン卜からI J : ' ，る熱線をフィラメントに戻

すことにより、フィラメン ト を 一 定の ｩＱ ｾｌｊ 支に保 つ

ための消費 '，[!: ;J ) ;討はらす ことがで きる。

このランプの中! 斤' i &i立、 11) .1るさは同じで消費' ，( よブJ

･ 約 ＱＵＥ 、非 ｍｾ を約 ＴＰＥ 減少できるｩＩ ｪ ＭＮ 外反射映が

あるため、 :お手でさわ っても失透しないなどであ

2500 

r--
J J ラス管

うえーあ 、
。

す 噂 対

し 列ラメント

1500 

波長 (n m)

J 、ロゲンランプの分光分布

2000 1000 

図 2

②1広圧特性

' ，[ i 圧変重1J による舟命、光* 、 il 'i 'L
J

.{' ;(1) ) などの変

化 を 図 Ｓ に示す 。 使ｊｦｪ［ｬＮＡＺ圧が定絡 ｾ｛ｪ Ｚｲ｛ ( 100% v )  

より日くなると、光* や消費' ，[ ! : ) ) は刷加するが、

王手命は短くなる 。 一方、使用l丘LEが1l X: くなると、

光* やij!i 政'，[!: ;J ) は減少するが、加命は長くなる 。

③ 光 点 ￬ ＩｩＧ ｊｇｩｬｬｾ ｪ Ｇ 性

ハロゲンサイクノレの仰 ｊ きて、タングステン ｬ ｾｬ [-

がｾＺｾ笠に付ず ｪＺ して生じる然 イヒ を ｼ 坊 ｊ ｉ こ しているので、

使 川 '1" の光来の低下はほとんどな t 、。

，" T T l l l " " f l l f I I I I I I J f I I J J 1 1 L . L. L. L 

ノ、ロゲンサイクル説明図
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- タングステン ( W )

O  ハロゲン ( X)

dも タングステンハライド ( WX，)

図 1
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タングステン

フィラメン卜

パルプ

赤外反射脱

可視 光

拡大図

図 4 赤外反射E裏付き片口金ミラーなし

ラインボルド、ロゲンランプの構造

る。構造を 図 4 に、分光分布ぞ1;;{12 Uiii 出) に示す。

ワットは 6 5 W( 7 5 W形) から 425W( 500 W形)

まであり、 ii OlHこあたってはミラーホl きの告住具が

必要である 。

(2) ダイクロイ ックミラーイ寸きノ、ロゲンランプ

片口金ミラ ー なしハロゲンランプを内管として、

ミラーと ーイ本化 したハロゲンランプて、! ! 現射角 1.:1:

狭角、 中角、 Jみ1f
}の 3filij!nがある 。使月 lする器具

はミラーが不裂で、ランプの祖知を変えるだけで

容易に必要な! ! ( ¥射 fl) のスポッ トライトを符る こ と

ができる 。

ラインボ‘ ノレトタイプとローボ‘ ノレ トタイプがあり、

L 、ずれも t両立のものはミラーにダイクロイヅクミ

ラ ー を使 ｊ ｔｊ して、 ｭ Ｔ 射 加 ーへの放射熱を大 ｬ� ｾ ｜ に減少

させ、商品の到はJl i s やj込色力対ili Ji'OCできる 。

タダ守イクロイツクミラ 一 は示劫赤jμ:外l反反身砂射τサtlJ収l政英と 同1椴!策華に、

カ、守.ララ ス表I耐創に!肝問百沼刊!付f折j斤?詩率1の7芯山J訂iハL

i こZ決1品宅李着f しTたJ ものてで、 育可 ｉ 杉机 ｴ 光をぞ ｾ ｍ副前 ￭ｪ 汀 ｦ “』 こ ｬ反叉身サして摂熱』倣紛 ｩ

をf後灸ブ方7に8剖0%透i過品2さ予せる働きがある 。 (図 5)  

赤外線透過約80%

図 5 タ'イクロイックミラー付きハロゲンランプの構造

ii O l I 、ダイクロイックミラーの前閣に透明方ヲ

スを取り 付 けたものが、商品化 され普及してきて

いる。 この前面lガラスはタ。イク ロイックミラ ーの

感壊などによる汚れを防止して、光来の低下含少

なくしたり、ランプから放射される紫外 線を軽減

写真 2

ダイクロイックミラー付き

J 、ロゲンランプ

( ラインボルトタイプ)

する働きがある 。

ラインボノレトタイプ( 写 真 2 ) には|勾管に ，Ji ;外

ｉｘ 射 ｉ Ｑ 削・ ｊ Ｍｾ )'i l l 金ミラーなしノ、ロゲンランプを使

用して、 Iリ] るさは同じで' i )'iP-F li:;J ) ぞ20- 25%i ，成少

させた百 Ｚｪ 効率タイプがある 。 ミラータｽＱｾは ＵＰ ｭｭ て、

ｩ￬ Ｇ ￭ＧＯＺｾＧ ､ ，Ｚ［ｊ Ｉ＠ は ＵＰｗ と ＷＵｗ がある 。 色 ＿ｽｉｾｉｊ Ｓｴは ＳＰＰＰ Ｑ く

で、 ーで自生屯球より l'1 t 、光カす得られ、寿命は 2000/1寺

II1Jである 。

ローボ、ノレ トタ イ プ ( 写 真 3 ) はミラー径が50mm

と35mmの 2 磁矧があり、消費泣力は 2 0 Wから 75

W までのものがあり j 郵 Hが多い。ラインボ‘ ノレト

タイプにくらべると、光色はほぼ同じであるが、

寿命は 3000- 400α 防問と長 L 、。ミラ ー径 35mmのラ

ンプを使J IJすると、保共が大慨にコンノ f ク卜化で

きる 。

写真 3

ダイクロイックミラー付き

ハロゲンランプ

( ローボルトタイプ)

ローポノレ トタイプの H 金はピン式とねじ込み式

( E " 金) の 2 Hi Uiがあるが、後者についてはラ

インポノレトタイプとの供イ刈 IJ 防止のため、ライン

ボノレトタイプ ( 1111::筏11mm) と寸法の当時なる rl :fl;:

Ｈｩ 司 Ｑ Ｐ ＱＱＱｭ Ｉ ヵ ｾｊｔ 設された 。

(3) 両口金形ハロゲ ンランプ( 写真 4 )  

管JI去のハロゲンランプて二 両端に LI 金を取り 1，J

けである 。 上ｴｊｬ ｩ 交 Ｈ ｉＧ ｊ ｾ 巧ワット ＨＱＵＰＭ Ｑ ＵＰＰｗＩ て、ノず

ノレブ表面 ｩ に ， ｎ 、 外 反身 ， ｴ ｬｊ 英ｾ ｾ 住布した省 ＧｾＱ Ｉ ［ タイプも

ある 。 色 ＿Ｎｉ ｾ Ｇｊｾは ＲＹＰＰＭＳＰＰＰｋ 、寿命は ＲＰＰＰ ＯＱ 寺 ｉ ｉ ｜ｊ で

ある 。

写真 4 両口金形ハロゲンランプ

唐古iIi のスポットライト、屋内高天井! 照明、スポ

ー ツ場、 ー 行 Ｔ 問削 Ｑ などの投光 ｭｾ ｆ サＡな ｅ 幅広く Ｑ ｬｬＡｦｉｊ

さt' Lている 。

おわりに

].:>し!立Eべたように、 tが丘のノ、ロゲンランプは新

H 併I、幸iff材料のJ禾JlJ によ って目玉似1) 2事( 字I '; 瓦ブ) )、 m¥

射熱の減少、i { ( J ; 、f 命など性能力 f l[，/J: -_ して い る。

今後も主|会部境の炎化 や使 用者のニーズに対! 必

できるように、日効率化 や長'N 命化 などの技術改

良が、 ｾｉ ｪ［， ｴ［ 抗して行われていくものと 仰 す長される 。
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プラスチックは、 その出現段階から 耐 久性の向

1- .. ( こ力点をおいて Bf. 1発され、生物的 には安定て非

分僻性物質と 言 われてきた。しかしながら、 J ?B築

物 川泌が凶在化 した 1970年代に、プラスチックへ

のさl三物分解性付与しに|到する研究が鋭怠遂行され、

玖 ｾ ［Ｈｅ では昔 Ｑ Ｑ 分分解型から完全分解型まで各種の分

向車性プラスチックの出現をみて い る。

日本でのさt 物分角苧性プラスチックの利 用 状態 は、

f :l 物袋、 日月] 品等への利mが数年iri よ り始ま り、

建 築|比'I: i i l iへの汎用品と しての適用 は絡につ いた ば

かりの段階にある と言 える。

み崎市では、生物分解性プラスチックについて概

説するとともに、低 コストて完全分解型に近い機

能を有する易分僻性ポリ エチレンについて、その

概 攻守と建築への利用状況について説明する 。

開発動向と分類

't 物分向平出ミプラスチックは、完全分解型と部分

分解型に大別 される (図 1 )。完全分解型は、ポリ

マー 肉 体が さ ｉ ｾ 物 Ｈ ｬ ｻｪ 攻撃を受けやすく分子設［ｲ Ｎ ｉ Ｍｾ れ

ており、 比絞的問 明間 ( 数週IHi から数年て〕約機

化 する 。部分分解型 1;t.、 I殿粉等の易分解↑生物質を

i凡川プラスチックに浪人し た もので、当初は易分

僻性物質のみが生物的攻撃を受け分解し、プラス

チックは分解せず残留すると考えられ、分骨判明聞

は長J¥J lIi¥J ( 百年L斗上) 必要とされて いた。

しかしながら、部分分解型の中 には易分僻性ポ

リエチレンのよう に、易分解性物質、 化浮: 的手〉向車

住 む ｩ 日 ＱＱ 、 生物分角干ｾ号 ｼ 斉 Ｑｉ 等の ￬ｬ Ｇｩ入 ｴ こよって、易分

ｦ ｾ 平性物質と併せてプラスチック 何 本もヰ ｊ ｭ に分解

( 数年から 25年) するように設計された材料も H.! .

引し、 利 J IJ さ れ つ つ あ る ( 図 1 、写真 1 ， 2 )。

建築への利用

l & 築への生物分僻性プラスチックの利 月lの狙い

は、間則的 には仮設 ・養生材い、ったl & 築物に対

して直披 ＨＱ 勺 ｊ ［ ＡＮｾ 均 株の 少 な い材料 のｻ Ｍ ｴＭ惨を、 中 長期 的

には紫材 の特徴そ生かし た本設材料 の代替と新工

法 11日発による :Dii :ttl負荷の低j成にある 。

コ

ここで、仮設材料 の中で、も養生月] ポ リエチレン

シート の雄策工事での利 用は、 0.831112/ 1112床 面 積

10000 

5000 。
。

ス

500 

(円Ikg)

100  

0.1  0.5  1  5  10 50  100 

土中での完全分解時間(年)

図 1 生物分解型プラ スチ ックの分解性能と コス ト
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生物分解性プラスチックの建築への適用性

一易分解性ポリエチレンシート-

村上信直 むらかみの拘お

側竹中工務庖妓術研究所

浅 部 仁 志 あさべひとし

萩原工業側ハギライ ン事業本部

とい う膨大な誌が消費 される こ と、 f悦子力なじ校的

容易である こ と、 リサイクノレの官1I合が小さ〈大部

分が焼却 ・理主て処分されており環皮への負荷も

小さくない こ とから、代替材料としての環境保全

効果は大きなものカ勺明侍 さ れ る ( 図 2 ， 3 )。

また、代徐に対する袈求品質! ; t . 、 H乍今の景気低

迷 の中で機能と HI せて コスト 低i成は必遠の3! 郎経と

も言 え、完全分解型に比し て1/ 5 - 1/ 30の仰li 格 で

のHl J 告が可能な易分解性ポリ エチレンの平11m!主主主

義 あ る も の と 考 え ら れ る ( 写真 1 ， 2 ) 。

さらに、 中長期(I {j には、本 設mとして角例制時の

J # . 梁あるいは蒋平11mを可能とする資総材や生物分

解機能を生かした新材料 ・工法附発に対する期待

も大きなものがある( 図 3 )。

分解メカニズムと挙動

易分僻性ポリエチレンは、下記の 2 つの分解プ

ロセ スの相釆効栄により生物分解を促進させ、j泊

ｴｬｊ ・ 告 ｉＮｾ 機 化 させる 。 ①易分解性ポリ エ チレン 中 に

粒 子 として有証する変成澱粉や円安化 油が、土中の

菌やバクテリア等の微生物によって分解し、マク

ロ ・ミク ロの多干ぽ引ヒによる脆弱化 と表面般の著

い、増加。②合有する臼到服化剤、金属塩等によ

るポリ エ チレンの低分子イヒと親水性のやl与。

また、光分解プロセ スは、合有する光触媒によ

りラジカノレ発生を容易にし、 低分 子化 ぞ加速的 に

お こない粉化 に至らしめる 。

土 中坦It&; A ! ! } 主結果を踏まえた分術性挙ill 1J !;t.、 i凡

用シート 厚 (120 μ m以下 ) であれば 5 王阿お支の埋

設 処 理によって粉 化 Ｎ ｝ｪ ＩＮ ｪ 様、 ＲＵ 年間支で Ｎｾ Ａ ｉ Ｎｾ 機 化 す

るこ とが予ifll lされた (写真 3) 。 なお、光分解は生

カーテ ン

ウオール

(26)  

聾生 y ート白使用量 (0 回 m
l

/ m
1

)

図 2 建築工事における 床面積あた りのP E

シー トの使用量 と割合の例

図 3 易分解性ポ リエチレンの活用領域

物分解を促進させ、より昭明間でのお}化 ・illj撲 が

期待された。

シートの特長

① うだ然紫材をi添加した環境に優し t 、物質て柿 成

②光分僻性とそ物分僻性の同機能を保持

③JTI途により分解速度の市IJ笹IJが可能

④ Ｇｭ 圭 ＱＢＱｉｬ 寺の惣ｾＧ，ｴＩＧ ￪ カロリ ー が通 ［ 活品より 小 さ い

⑤通' ，:jf; 品に近いコス ト

今後の展開

園内での生物分僻性プラスチック |井l 1eの膝火は

i受〈、その利川は新についたばかりである 。沼引li

方法、分解性等技術面ての充実を削ることにより

大きな保安分野カサ別待される 。

また、多くの; 脱Qを抱え一朝 一 夕に解決できな

いj従来物問題に対し、可能な こ とからまず実践し

て し、 o自立こそがJ印縮 問問題を解決する糸 11て

あることを確信しながら、当該技術が少しでもこ

の間組に対し寄与できれば幸いである 。

写真 1 易分解性 P E シー ト

写真 2 作機所におけ る利用状況

写真 3 土中埋設 8 ヶ月における分解状態
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[ お知らせ]

n f o r mo l i o n  

「城郭のデザイン一 国宝姫路城原図展 J - 兵庫県立歴史博物館でー

黒から白へ。 日本の域部史の流れにあって、姫路械は

やはり目立つ存在ではある。

国宝の天守をはじめ数々の重要文化財建造物がE見存す

る姫路城が、ユネス コの世界文化i盆産に登録された。

この姫路城の魅力が、図面などに描かれた様今な城那

のデザインを通して紹介される。

会 期 1994年 4 月 5 日伏ト 5 月25 日制

10 :  ｏｏｾ＠ 17 :  00 ( 入館は 16 : 30まで)

月曜日休館

会場兵庫県立歴史↑ 専物館

姫路市本町68 TEL0792- 88- 9011 

J  R姫路駅下車北へ 1. 5Km、パスで 7 分

展 示 ・姫路城 ・犬山城 ・松本誠 ・彦根城の国宝天

守 ( 4城 ) の 諒 咽 面

・姫路城の絵図 ・古写真 ・歴史資料

・姫路械の銑瓦 ・割日材

・日本の城郭資料

観 覧 料 大 人800円、学生650円、小人350円

真柴久吉公矯州姫路械部築之図

( 部分)

「近未来住宅建築に関する講演会J - 附 日 本 建 築 材 料 協 会 一

制日本建築材料協会が、建築関連業界の研修事業のー @ 景境共生住宅について

つとして催している恒例の講演会は、今回は建設省住 建設省住宅局住宅生産課椋周二氏

宅局の協力を得て ri 丘未来住宅建築に関する詩開会J @>槌三階建共同住宅「メー プルコー卜 j

とし、参加者を募っている。定員200人。入場無事十。 大町存住宅供給公社建築課浅羽信之氏

自 時 1994年 5 月20 日ω 13:  1  ｏｾ＠ 17 :  00 申込先制日本建築材料協会 TEL06- 443- 0345

会 場 ア ウ ィ ー ナ 大 阪 ( 旧 な に わ 会 館) 申し込みは 5 月 10日ωまでに FAX06- 443-

4 階の金岡IJ 中・西の問 TEL06- 772- 1441 0348で。

大阪市天王寺区石ヶ辻 19- 12 当日はテキス卜としてn案境共生住宅宣言J 僅 修 : ｾ 主

演 題 ①高齢者 ・国際化社会と建築物 設省住宅局住宅生産課、特価 1700円) を会場で販売。

建設省住宅局建築指導課青木仁氏 後援は建設省、日本経; 帝月間払

「ヘーベル・デザインコンテストJ

A L Cカ寝室築界に登場したのが 1962年。 A L  C  rへ一 応募布帝切 1995年 8 月31 日同

ベル」の旭化成建材側は昨年30周年を迎えたのを機 提出資料応募用台紙に所定事項を記入し、作品の完

に、 r30周年記念へーベル・デザインコンテス卜 J を開 成写真 ( カラー) を貼付。写真の大きさ、

催することになった。 枚数は自由、作品内容を補足するための図

コンテストは、社会1景境や価直観の変化の中で、人と 面を提出することもできる。

環境と建築が調和した漢に望まれるへーベルの諸特 審 査 員 東 孝 光氏 曜築家) 一委員長一

性を活かした快適な建築空間とはどのようなものか。 鈴木エドワー ド氏 ( 建築家)

を考えようとするものである。 樋口 修氏( 建築家)

応募条件 ① ＱＹＹＳ 年 ｾＱＹＹＵ 年 Ｘ 月 ＳＱ 日に竣工した作品 岩橋幸一氏 個化成樹オ専務取締役)

② 日本国内で竣工した建築物 ・構築物で、 賞 金最優秀賞| 点 100万円、優秀賞 5 点各50万

へーベルまたはグランデを使用したもの 円、審査員賞 4 点各30万円ほか。

cr 応募者は、読十した個人または出哉 登録・ 提出旭化成建械がーベル・デザインコンテス

登録方法 1995年 7 月3 1日ま でに登録。登録はハガキ

で氏名 ・年齢 ・勤務先ほかを提出。登録者

には応募要項、応募用台車肋漣られる。

卜係( 干 100東京都千代田区内幸町 1- 1-1、

TEL03- 3507- 7554)。

詳細問い合わせも同所へ。

関西インテリアプランナー協会発足

3 年間の準備期間を経てこの 3 月に、関西て勺舌躍する

インテリアプランナー ( 1 p) が関西インテリアプラ

ンナー協会( 設立世話人会代表 ・)11村長次氏) を発足

させた。関西地区での I Pの技術向上、社会的地位の

確立、インテリア知識の普及と啓蒙、あわせて会員相

互の車慰霊の必安| 全を確認し、設立lこ至ったものである。

1  Pの将来の発展、建築およびインテリア業界へのユ

ーザーからの信頼の確f朱より確固たる職能団体をつ

くりあげるために、入会者を募っている。

( 1)正会員 I P資格の登録者

入会金3000円、年会費7000円

(2)準会員 会の目的 ・事業に賛同する個人

入会金3000円、年会費5000円

(3戸学生会員 1  P をめさfす学生

入会金2000円、年会費3000円

(4漬助会員 会の目的 ・事業に賛同する企業、個人

入会金 10000円、 l 口20000円

入会申し込みは、設立世話人会事務局( 干530 大阪市

北区中崎西 1- 4- 22 アーキテクツ オフィス・タカナ

シ気付高梨紘一郎 T EL ・FAX06- 359- 0198) へ。

大阪・松竹座展

I NAX ギャラリー大阪のオリ ジナル企画で、「大阪・松竹

座ーなつかしのモダンデザインーj 展が開催される。

なお、この組員堀 の 「 樹 悔j は改築のため、今年 5

月には一時閉館となることが決定している。

展示では、松竹座が最も華やかな時七でるあった戦前ま

での宣伝ポスターや映画のパンフレ ッ 卜、幸信怠写真、

建築図面などをもとに、 劇場をめぐるデザインを考察

し、改めて「制値j の残した瑚責と文化をたと'る。

・松竹庄一一大正 12年松竹合名会社によって新築。設

計は木村得三郎。ネオ ・ルネ ッサンススタイル。 4 階

建て。;令S_ i 房装置 ・エレベーター完備。外国映画の封

切りとレヒ'ューや実演を組み合わせた興行スタイル。

会 期 1994年 5 月 1 日(日ド 5 月31 日ω

d 会、

Z コE

10 :  ｏｏｾ＠ 18 :  00 会期中無休

場 INAX 大阪ショールーム 2 F  

大阪市西区新町1 - 7- 1 TEL06- 539- 3518 

大 阪 ・ 松竹座Ｈ 昭 和 Ｒ Ｗ ｾ 手 Ｉ写真所蔵側大林組
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信濃川テクノポリス国際コンペ 1993年( 第 3 回) 病院建築賞決まる

信濃川テクノポリス1似或が生み出す多彩な製品群を、

f主環境の観点から見直し、これからの社会に向けて提

案し得るインテリア、エクステリア用品を生み出すた

めに、新潟県、長岡市ほか 7市 6 町| 村ほかで構成す

る国際デザインフェア '94 NAGAOKA開催委員会が主

催する「信濃川テクノポリス国際デザインコンペティ

ション '94J では、世界からデザインを募集している。

. 募集テーマ「菜畑寺代のインテリア ・エクステリアJ

真に快適な住まい方を提案するインテリアおよびエク

(他日本病院建築協会は、厚生省の後媛を得て優れた病

院建築等の顕彰事業「病院建築賞J を行っている。

第 3 回病院建築賞は、平成 2 年 4 月| 日~平成 4 年 3

月31 日の 2年間に新築または増築、開院または使用開

始したもの( 平成 5 年 4 月| 日現在で| 年以上使用期

間を結晶している) を応募対象としている。

応募作品23点( 老人保健福祉施設 8点、診療所 6 点、

病院 9 点) を選考( 委員長箆和夫、委員 ー上野淳、

)11北祐幸、上林三郎、小島比登志西野範夫、丸谷武

ステリア用品のデザインを募集。また、近い将来に到 久) した結果、下記 3作品を選考した。 横浜労災病院 設計/ 岡田新一設計事務所伊藤喜三郎建築研究所

来する長寿社会を豊かでh快適なものとするため、特別 ・構兵労災病院傭兵市観ヒ区付凡321 1-1) 外来診療部門、中括錦部門が緑の吹抜けのホスピタ

テーマを設け、その槻IJテーマ浸寿社会への対応。 ・兵庫県立総合リハビリテーションセンター「リノ、ピ ルプラザをはさんで、開東を頂点として向かい合い、

を考慮した作品は審査部呈で矧面され、特に優れたも リテーシヨン中央病院J ( 神戸市西区曙町 1070) このまわりに各棟計吉ぷ主動線を設けた平面の全体構

のには特別テーマ賞が授与される。 ・井上医院( 兵庫県養父君I穫父田T浅里子368-2) 成は、視覚的にも分かりやすく、すぐれている。( 遺評)

・応募資格

個人、団休国籍を問わず。応募点数に制限なし。

・募集作品

インテリア用品( 家具照明器具インテリアフアプ

リックス、住宅設備などにエクステリア用品 (ガーデ

ンYール、フェンスなど)

A 、製品部門一一完成した製品やシステム、および製

品化に向けて製作した試作品やプロトタイフ.を募集b

発売| 年以内のものであれば市場に出ている商品も可。

B、提案デザイン部門ー一一テーマに沿ったデザインコ

間帯

ンセプ卜や具体的な製品のデザイン提案を募集。未発 井上医院 設計/ 倉橋英太郎建築設計事務所 兵庫県立総合 リハビリ テー ションセンター リハビリ

表のオリジナル作品に限る。 内科系診療所。外来およそ 100人/ 目、近所の病院との テーション中央病院 設計/ 兵庫県都市住宅部営繕諜

・応募登録 連携もうまく、山間部σ〉一次医療をいきいきとしかも風 病院託宣言情11 も、お互いを認め合う自立と自賛の態度

1994年 4 月| 日後ト 6 月30日闘に、所定用紙を FAX 土 ・風習に融けこんて」体となって担っている。木造瓦 州憂れた病院をつくり出した好ましい例であり、自治

または郵送で送付し、登録手続き( 無料) を行う 。 葺風のタほ見は、周囲に調和して好ましL 'o ( 選制 体の施設建築はこうありたいという実例である。( 選評)

. 作品提出

1994年 7 月| 日倹ト 8 月31 日同に送付または持参。

・審査委員

「日経近畿ニューオフィス賞J に応募を/

日本経;研聞社は、「ニューオフィスJ の実現を促進す

景 口 協/ 長岡造形大学学長一委員長一 ることを目的に、ニューオフィスの実現に向けて努力

デイーン・リチヤードソン/ ICSID前会長 し優れた成果を上げ、かつ今後のオフィス環境の範と

エツィオ・マンズィニ/ ミラノ工科大学教授 して認められるオフィスを表彰する「第 7 回目伍丘畿

芦原太郎/ 建築家 ニューオフィス賞j への応募を呼びかけている。

上山良子/ ランドスケープアーキテク卜 募集対象創意と工夫にあふれ、快適かつ機能的なオ

清水忠男/ 千葉大学教授 フィス環境として優れ、平成 6 年 3 月末ま

・合
でに実際に利用されている日本国内のオフ

グランプリ| 点300万円、特別テーマ賞 |点 150万円、 イスを対象とする。建物全体あるいは部分

金賞 l 点 100万円、銀賞 2点50万円、銅賞 2点30万円、 ( フロア単位) 、新築またはりこューアルの

奨励賞 10点 5万円 いずれでも可。規採期重を問わず。

. 問い合わせ ・登録 ・作品提出先 応募資格応募者は滋当オフィスの利用者とする。

国際デザインフェア '94 NAGAOKA開催委員会事務局 応 募 朝 間 平 成 6年 4 月| 日仕ト 5 月 15日(日)

干940 華航潟県長岡市幸田T2ート| 長岡市役所内 応募方法 ①応募者概要、 ②ニューオフィスづくりの

以上 7 轡類を* 定める様式かに準じて作成

し、「近畿ニューオフィス賞j 事務局( 大阪

セーフ ・ファ ニチュア協同組合内、 干542大

阪市中央区南船場2-4-19 TEL 06- 27 卜

5206) へ郵送する。輸様式。そのほかの詳細

問い合わせも同事務局へ。

審査実施 ①ニューオフィスの基本的| 全絡が具現化さ

れている、勧E搬・仕事の内容の変イじオ

フィス欄告の技術革新に対応できる工夫 ・

体制、 母粧営者、オフィス宮里者、オフィ

スワーカが三者一体となってオフィス環境

の整備が行われている、の視点で「近畿ニ

ューオフィス賞審査委員会J ( 委員長・中村

隆一 ・京都市立芸祢f大学耕受) が、現地視

TEL  0258-39-2246  FAX 0258-39- 2279  基本的な考え方、 ③ニューオフィスづくり 察を含めて審査する。

審査結果は、応募者全員に文讐て泊費日。発表 ・表彰は、

1994年 10月21 日倹ト23日(日)に長岡市で開催する「国際

デザインフェア '94 NAGAOKAJ で行う 。
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の工夫、 ④ニューオフィスの維持管理、 ⑤ 発 表入賞発表は平成 6 年 7 月29日を予定。

オフィス風景( 写真) 、 ⑤施設 ・空間の概 主 催日本紙融庁間土、 (扮ニューオフィス推進協

要、窃宣備 ・機器およびシステム 議会、近畿ニューオフィス賞実行委員会



総会

第 2 回 通 常 総 会

ＲＳ 日 ・ Ｕ 時 ｾ Ｕ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 日 名

議 事 ( 1濫 事 l 名 選 挙 の 件

(2休 部 所 属 評 議 員 23名( 内、 2名補選) 選挙の

件

(3濫 事 並 び に 評 議 員 重 任 の 件

(4)名誉正会員推挙の件

理事会

第 8 固 定191JI里事会

Ｒ Ｓ 日 ・ Ｔ 時 ｾ Ｔ 時 ＳＵ 分 ・ 絵本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か29名

議 事 ( 1)平 成 6 年度事業計画( 案) の件

(2)平 成 6 年度収支予算( 案) の件

(3)名誉会員推挙の件

(4附墨名劉吏用のイ牛

(5)入退会者承認のイ牛

(6熔 業 報 告

編集委員会

第 11回会員企画小委員会

ｬ 臼・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 高 橋 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 シ リーズものの報告と掲載予定

第 7 回 計 画 系一 インテリア ・住 宅一分 科 会

Ｑ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 福 田 幹 事 ほ か 8 名

議 事 平 成 6 年度特集企画テーマの検討

第 11回作品作風小委員会

Ｒ 日・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 前川副委員長代行ほか 4 名

議 事 ( IX乍品の掲載状況並びlこ掲載予定の報告

(2X乍品の選定

(3 )  r Galle ryJ 掲 載 報 告 ・予 定

(4)  r SK E T CH  B OOK 欄J の作品構成

第 7 回計 画 介 科 会一建 築 系

Ｒ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 石山幹 事 ほ か 7 名

議 事 平 成 6 年度特集テーマの検討

第 7 団施工材料分科会

ＱＵ 日 ・ Ｔ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 志 水 幹 事 ほ か 3 名

議 事 特 集 テ ー マ の 検 討

第 9 回編集委員会

Ｑ Ｗ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 2 月号「九州のインスタレーシヨンと貌j

特 集経 過報 告

(2)3 月号「伊勢神宮式年遷宮と神宮界隈J 特

集 経 過 報 告

日 本 建 築 協 会

月 間 の 動 き

(5)6 月号「医療施設」特集企画検討

(6) 7 月号「居間学の視点j 特 集 経 過 報 告

(7) 8 月号「概隼美J 特 集 企 画 検 討

(8) J ! l ( 支状況報告

第 12回設備介科会

ＲＱ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時日分 ・ 於本会会議室

出 席 者 梶 井 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ( 1) r建築のエネルギーシステム」特集の件

(2)編集委員会報告

(3)10月 号 r CGIこよるシミュレーションJ 特 集 企 画

(4)  r設 備 の 頁J の 企 画

(5)  r設備コーナー」の企画

第 10回広告企画小委員会

Ｒ Ｒ 日 ・ Ｔ 時 ｾ Ｕ 時半 ・ 於本会会議室

出席 者 ・勝副委員長ほか 3 名

議 事 収 支 状 況 報 告

第 9 回+ あ宣分科会

ＲＳ 日・ Ｖ 時 ｾ Ｙ 時 ・ 方合本会会議室

出 席 者 二宮 幹 事 ほ か 7 名

言 殺 事 ( 1)編集委員会の報告

(2)  r.fiあZEの頁」の企画

(3)  r械 室 美J 特 集 の 企 画

第 2 回計画系介科会一 計画 系ー

Ｒ Ｔ 日・ Ｗ 時 ｾＹ 時半・於本会会議室

出 席 者 吉 村 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 8 月号計画系特集の企画

(2}合同の企画の件

第 5 回; 去令分科会

ＲＵ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 生 駒 幹 事 、 樫 回 委 員

議 事 ( 1) r法 令コー ナ ーJ 6 月号以降の企画

(2)11 月号法令特集の企画

第 2 回 附 日 本 建 築 総 合 試 験 所 創 立30周 年 記念 特 集 編

集 幹 事 会

ＲＸ 日 ・ Ｒ 時 ｾＴ 時 ・ 於日本建築総合言式験所会議室

出 席 者 俣 野 善 治 氏 、 石 堂 義 隆 氏 、 益 尾 潔 氏 、 倉 橋

岩失氏、中安 進氏、里子有村ヰ芋代氏、

議 事 特 集 内 容 築4貴討

事業委員会

第 10回若い会員の集L 、小委員会

ｼ日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時 Ｔ Ｐ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1崩 団 事 業 委 員 会 の 報 告

(2)実施報告及び今後の企画について

第 2 回 広 報 第 l 介 手 控

Ｙ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 門 川 、 宮 内 両 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 2 / 16 rコンビュータ ・グラフィックスの可

制 到

(2)  r建築家のための緑実務講座( 仮称) J につ

いて

第 l 回近代建築見学分科会

(3) 4 月号「建築のエネルギーシステム」特集 Ｑ Ｐ 日 ・ Ｕ 時 ｾＸ 時 ・ 絵本会会議室

企 画 検 討 出席者南副委員長、山形特別幹事、福家幹彦ほか2名

(4)5 月号「会員作品」特集企画+ 食討 議 事 今 後 の 企 画 に つ い て

【平成6年 2月分】

建材委員会

臨時出オ委員会

Ｒ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会論室

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1治 勢4広大のために

(2燈詳寸委員会の活性化につ L 、て

出版委員会

第 10回出版委員会

ＱＷ 日 ・ ｼ時 Ｒ Ｐ 分 ｾＷ 時 ・ 方針曽田スカイピル

出 席 者 山田副委員長ほか 9 名

殺 事 ( 1) <プロのノウハウ〉と特装本の車あ畠報告

(2}今後のテー? と幸焔王者選定

(3)  rプ ロのノウハウ」講座シ リー ズ

教育委員会

第 5 回工高生教育小委 員 会

ＲＲ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本霊前会議室

出 席 者 和 田 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1)次年度 ・第 40図工高生デザインコンク ル

のポスターデザイン

(2)アンケー卜について

(3) f 第40回工高生デザインコンクールj の 取

リ車且みについて

(4癖査委員長並びに審査委員の構成

話題建築 を聞 く

「シェラピア東山台」

寸重蔵剛生氏に聞く ー

Ｓ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 Ｔ Ｕ 介 ・ 参加者 ＳＹ 名

講習会

「コンピュータ ・グラフィックスの石T育制生」

高松伸建築設計事務所の場合一

Ｑ Ｖ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＴＰ 分 ・ 参加者 Ｖ Ｑ 名

建築 クラ ブ

第 262回朝食会

Ｘ 日 ・ Ｘ 時半 ｾ ｉ 日時 ・ 於大阪グランドホテル

演 題 「色と健康J

講 師 神田辛口子氏( ; 奏川女子短期大学色彩学講師)

2 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 5 社〕

倣欄西都市整備センター

京阪コンクリート工業側

側 コスモ

栄建設ｾ同

東芝エレベータ販売制名古屋支庖

〔個人会員 11名〕

安 達 英 俊 植 松 嘩 子

【安趨英後四担研究所) ( 大胆酒量採大学}

'J 咋本 由イ圭
，畢本侃一郎

( 連沼m

田 村 由 紀 中 岡 進

{ 神 谷 輯 夫 強 揖 位 計.m ( イチケノ)

松 塚 善 一 吉 岡 良 行

{ 紐啄哩睦) ( スヘース 39)

{自慢，、男 PL!季ヨ

鈴 木 昇

( 齢木闘蓋世肘]

服 部 正 巳

( 臼交トラベル)
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伝豆ラ 四六判 224頁 定 価1700円

上 村 武 ( (防 日本住宅・木材技術センタ 一顧問) 著

主 な 目 次

回 木造住宅の住みご こち

木 ｬ ま調 ＿ ｾの 主 役 Ｏ 木 ｬ Ｎｩ 熱 を 伝 えにく ｌ 、 Ｏ 木 の床

はダニにき らわれる / 木の家の結露/ 人に や さ

しい木の感触/ 建物と放射線 他

回木造住宅の強さ

木造住宅と 地震/ 木材を他 の材料とく らべる

と/ 背高木造/ 住宅の性能を保証する 他

回木造住宅 l. i 長持ちするか

建築材料の老化のしくみ/ 木造住宅の寿命/ 火

に強い木造/ 鉄やアルミが燃 える / 欽 を木で保

護する / 虫に食われる / シロア リの話 他

木と木材を愛する人々 へ 木 づ く り の 趨 蓄50話

知っているようで知らな い木の特性や木づくりのあり方を ，木材のも

つ長所の生か し方，短所の補い方と共に情熱を込め て紹介. 特に木と

木づくりについての誤解や偏見を，多くの実例をあげ、ることによって

解消することを試みた . さらに ， 林業と環境問題，地球の温暖化問題

に対する木の役割などまで，わかり やすく謹蓄を込め て言及した .

回新い、木材

集成材L vL / 新 しい 板材料/ 木の粘土紛l工/ 狂

わない 腐ら な い 木 材 他

回 木 l.i 生き ている

赤ち ゃん木材 / 木の伸び紛み/ 木のかおり の楽

効/ 熱，常雨林の消失/ r木 を切る な」は 訣 り/ 木

はかけがえ の ない栽培資源 他

企画/ 日本建築協会

〒600 J j<r.il ，! i 下京区本i l!bl 惜通商洞院3巨人

n  075-343-0811 仮住/ 京都0-26789
(械学芸出版社

[ 建築デザ. 揺り!だ凝りI

〈目 次)

第1 章徳造とデザイン

第2 章柱の計画

第3 章はりの計画

第4 章架衝の計画

須賀好富著
8 5判・ 216頁・ 2800円 (消費税抜)

よ いデ ザ イ ンは 構 造計画 によ って 支 え ら れ，構 造計画はよいデザイ

ンの 「かで 」と なる 建 築 家 が構 造 計 画 を認識し ， 構造 家 の 計 画 案 が

建 築家のア イ デアに刺 激 を与えることにより 始 め て 優 れ た 建 築 が 生

まれ る. 建 築 家 と 構造 家 の ギ ャ ッ プ を埋 める ための知識 を 図 ・写 真

な どの 最 新 情 報 を 載 せ で わ か り や す く ま と め た，両者 待 望 の 技 術 書

建築技術選書

〈特装版〉

企画/ 日本建築協会

〒600 Jjl 郷市下京区木il ! l量縞 通商綱院}巨人

世 075・343-0811 仮住/ 京邸 0-26789

生コン工場の普及 につれて

その技術面はメーカ一任せ

となり ，現場技術 者のコン

クリー卜に 士 、 ｉ する主 ｛ｊ ｾｬｗの ｦ ｴｬＺ

告3 四六判・ 2 色制. 224頁・ 2000円 ( i

加 賀 秀 治 著

第5 章 屋根の計画

第6章床の計画

第 ワ 章 耐震壁の計画

祭 8l 童 コストと情造計画

- M霊室墨田富.

I  コンクリ ート妓術の展望

II. コンクリー卜工事の施工計画

皿 使用材料の選定

N  コンクリ ー卜の調合設計

V . 笠コンの発注 W 型わく工事

河 コンクリートの運繊

( ポンプ圧送)

咽。コンクリ ートの打込み

締固め

下を招き ，路工不良による

欠陥構造物につながりやす

くな っている . 本書では，

使用材料の選定から 施 工欠

陥の補修 までコンクリート

工事 に必要な基本的事項と

管理のポイントを改訂され

たJ AS S 5に従い簡f更に解説

チェックホイン卜100

以. コンクリー 卜の養生

X  コンクリ ートの品質管理・検査

苅. 施工欠陥と繍修

潤. 特殊コンクリー卜の施工

企画/ 日本建築協会

76 

〒600 J;r /iU，! ' i 下京区本体l五摘 通 商洞院』巨人
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テトカッパー防水
|カ y パー防水帯 ー ｾオク山水待 ｉ

資料をご. * 下さい。

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
A 、

ヱミ
社

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3一7- 6(神戸7 クトクピル5階)

大阪市北区内

電 話 神戸 (331) 0881- 3  

満2丁目 6番8号 (堂ビル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石町 4 丁目 (電話811 - 3610)

奥山 Lム J; ¥fi 
化工業様、〈社

本 社 東 京 都 中 央区 銀座8- 4- 9 奥山 ピル T E L03( 3571) 2703側 F AX閃( 3571 )0264 

大阪事輯所 TEL06(39' ) '08' - 2FAX 06(395) 2' 09 畠古屋出彊所 TEL052(811) 3660

惜，Ji宮集所 TEL045(320)4832 FAX045 (320)  4765 厚 木 出 張 所 TELO岨2(2') '76' FAX0462 (23)・1341

埼玉宮襲所 TEL日時 (774)2845 ま 械 出 現 踊 TEL0292(28)  0878 FAX0292 (28)  26' 4 

τ ｾｾ ｙ ｏ ｓ ｨｵ ｴｴ ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 ヰ土 干 540 大 阪 市 中 央区 南 新 町 1- 2 - 10( T Sビj レ)

T E L  (0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1 げて)

・東京/績浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大津/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置 ・サイン・スクリーン

干 547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

T EL  06 (792) 5858 F AX  06 (792)  2810 

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本

ＭＱｾ＠

日本電植株式会社

大阪市同区西本町 l の13の33

TEL . 06- 532- 0 4 6 1  (代ぷ)

F AX.06- 535- 5 18 1  

天J ' I[ ，fi 丹 波 市 新 町 4 9  

あ 干 :

勺 - ，- - 叩

ゆ こー 大

る 長 ・堕 Z  

足立F J
[ l ! I ，区 ス

ιl;反主王

切式E77

:; 会話高

社 三一五
E  号 六 四

77 
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

本 社 ・本 庖 東 京 都 港区 浜 松田Tl -25- 7 oli: 話03 (3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 烏1- 58- 59 電 話 06 ( 302)  2270 

支 応 北海道/ 東北/ 北 関 東/ 横浜/ 名 古 届 / 中国/ 九州|

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲシ械式会社

ヨ依庖・大臣志社 干550 大阪市内 l.l ill; 輔 I I i l 9帯25サ 屯品(06)44 1  8231  

東 京 本 社 干 102 JJi ｊｾＺ＠ rm r 代l J It( '，:¥1 見21 ＱＱＱ Ｕ 佑 ＱＰ サ 明ＨｴＮ ｩ ｾ Ｈ 凶 Ｑ ＳＲＶ Ｑ 鈴 Ｒ Ｚ ＱＱ

支 社 r. 1

1

1  J.t! .  k.¥附

主 庖 札制 fl [li' i .祈，tl 大i ¥. ｲ 民繊 ｪｊｾ ・ 令 ｬ ｬｾ .  ，;.: ，m 神 ，; ' J . ，: . 用阿山

1;' 品' r ¥': j 松 崎イト

営 業 所 m'l .i...尚館山氏仙川雌| 品j ' l i if 附 haf .  ，'j )l.1.1 .  ｾＯｾｉｉｉ＠ .  i l¥ .  '，;，.11 

ｾ＠ .. ，II .  . 悼 111' 怯山州知l 北九州 胤児 品 郎副

出張所 地 ｬ 川相品川崎ー怯 ｩ ｬ 也品ド Ｑ 凹 ｬ ｾ 崎大叶山崎

調 外 支 底 〆〆 ザポール ホンコ〆

続補研究所干 同4 )ゐ 1叫人川即 応町大; :，t ，;: 11 曲。酔地 ，li.，叫 (049215純 1511

空気調利設備 / X ' ¥ i了i'i ｾ設備

給 排 ノk 設 (iiii ( 1冨¥1 水 処 I盟 施 設

電 気 設 備 マー---v 環 境 純 設

三機工業株式会社

取 締 役 十 | 長

大 阪 支 l.lf 長

ｉ ｾ ｉ 谷治 二

三 間村 嘉 也

大阪支J吉 大阪 di' l' 央区北浜2- 2- 21 '，1!:話06( 202)3071( 代表)

本 J吉 点京百1¥千代 111医イT淡町1 - 4- 1 11.: 話03( 3502) 6111( 大 代 )

支 唐 名 山 桜 九 州 北 海 道 ・'1'1刈 ・* 北 ・北陸・問 l.li l

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

令 三 建 設 備 工 期 総 書 社

大 阪 支l苫 大 阪 市 北 区 紅 悔 111]' 3 祷 5 号 泣 話 (352) 1  1  3  1刊

本 社J k ) I ¥.者1¥中 央区 日 本材現腕仰T 2 - 2 2  ;tJ:a舌 ( 3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札幌 ・広 島 ・福岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。 -
-
-

晃 空 調
#式会社

本 社大阪市中央区峨見2丁目 l番61号Y イン2IMfD. ? ワー 電話 06 - 949 - 1371  

東京本広東京都新宿区西新宿新宿住友ピル1 ' I t 路03- 3344ー1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13 番 20 号1l l 骨量 06- 363- 1371

支 l古 iUI 台 償浜 名古屋 ・京都 ・神戸 ・広島・福岡

営 業 所 札 幌 ・ 松 江

出張所世ｾＨｾ . 秋悶・盛岡・大宮・千葉・川崎. i J 山・筒井 ・和歌山

鳥取 岡山 ・高絵 ・下関 ・熊本 ・鹿児島 i中縄

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

側 よりよき環境へ技術で挑む一 一 一

@8! )  株 式 会 社 糧 研

Ｑ ・ｾ ＮＮ｟Ｍｾ・

.t: H. }.: 阪市中央区瓦屋町 2丁目 11 lfl: 16号( オー トセン 7 ーピル l ・2陥)

掛け!l! 冊ユサ542 "正，;li )，、脱!i ( 06)  768- 5  0  3  1  ｦ｜Ｚｽｾ＠

ノノテナ;.， 7，部 ，正 HA 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1  代ｽｾ

ｾ ， ｕ 江主Ａ山 東京飾文京区小石川 1丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ビル 7階)

郵便番号 112 屯 話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代表

商昂は宇気てすo V  r-
掴 掴 黙と空気のエンジニア川 一 一

主ー〈J 5君主
・宮

空 気 調 和 4 ど竺k 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 、てτ 7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工業横式怠祖

大 阪 支庖 干530 大 阪 市北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 14 号

包 括 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代表)

本 社 干 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 l 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

ガス般備のき生計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条 Ｒ 丁目 Ｑ Ｓ 番 ＲＸ 号ｾ｛［Ｚ 06- 466- 2268 

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 屯0720- 49- 2128

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

3525西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 T 目8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 1苫 ・ 也 捕l斤 福 岡 ・京者1¥. 天 理 ・川 西 ・や1

'

戸

量 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 並施

⑨日本管工業株式会社

本 社 及 京 都 支 庖 京 都 市 南 区 西 九 条 32 問 111]'
2  0 番 地 の i

'，[i: 話 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜r : n専 川 ( 691) 1 0 4 5  

大 阪 支 庖 大阪市 北区 天満 1- 5- 20 Ｇ ［｛ ｾ ｩ Ｑｩ＠ ( 06) 352- 3501間

三 重 支 庖 il n li 栄 111' ] ' 2 - 1 1 1 .;立 話( 0592) 26- 3610間

四日市営業所J l q n  ｭ 市西 末広 ｾｉ
J  屯 話( 0593) 53- 7431刊

滋 賀 営 業 所 大i Ir市 中 央2丁目 4- 28 ; [ 話( 0775) 22- 9738刊

O K U J U  
スベー匁タリエィ，ー

包 箆rJ{:ffflffffi 容も妥三島む妥三留舘拶窃寄

「大規模天井無足場工法J

内外装創作パネル・システム天井 間仕切

開制オクジュー

社

大阪市北区西天満5丁目 3番 7号 干530

TEL (06)312. 4131 F A X (u6)312. 7998 

東京・九州・償浜名古屋ー仙台・宮崎・京都
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成轟轟圭桑雲霊

人と都市の快適な環境をつくります

- 空鯛・給排水・衛生設備

空貴闘靭

エ嶋配管

水処理

コー ジェネ レーショ ン

クリーノルーム

・プラン ト

プラント肘革委

システムヱ μ
ジニアリング

_ .... hl nる'fJ U' ; 4フ1J j J r.

ｾ史人

。 住 友 電 設 株 式 会 社 2522Z1222Z誤認さ男51 223J;; :!;!?

- 情報通信設備

情鰻通情ネッ トワ ーク

情緒処理

通情システム

抽退システム

・電力総量段備

費宜電

架空送配電

地中道配電

官 . 祖 目 股 肘 ・施工・監理

・電気設備

費宜喧 幹躍

動力・刷割畿置

電話、組送、イ ンターホ ン

防犯、防虫

中央. . 視制劃

システム肘甚

言I

電 気 工 事 設 計 施 工

締 zt 金 員 三 輿

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

。

大 阪 市 北 区 西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビノレ 5 階)

f也 君舌 0 6 ( 3 6 1)  3 6 7  l ( 代: )

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場PIT 2 丁目 1 7 祷 3 号

f包 括 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

堺 ・ 泉 州| ・ 泉 南 ・ 滋 賀

ヰ土

庖

本

支

営 業 所

社

設 計 施 工

ム

-

A

式

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電陽朝

電気段備・計裟制御役備・空調政備・クリーンルーム設備・プラン ト設備

給排水衛生設備・エネルギー集中監視システ ム 設計施工

三 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀

ｾ＠
士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ビル TEL 大阪06 (385)13GI(代)

大阪営業所 T EL 大阪06(385)1361( 代) 京都営業所 TEL 京都075(311 )1185(代)

東京営業所 T EL 東京03(3574) 0  6  6  5  福岡出張所 TE L 福岡092(771 ) 6 1 6  8  

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄支社長

大阪市中央区高麗絡4 丁目 3番 7号 電 話 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿・神奈川・東関東・中部・九州

場

一

ニ

エ

第

第

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

稼 式 会 事 士 工 又 工 ム ヒ " 一

線 式 会 主 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 。東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支底. 大阪市中央区北浜3-2-23( 信量ピノレ)

T  E  L06-202-3294  -・
11

聞

⑤ ｮｓｖｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人
1多づ

F

〆ヤ.. ....J

-d{
み

宜バイチ11ーシートP
イナリーシー P は， 立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

合わせ技術て積層した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです

立 電 線 株 式 曾 批 判 開 干 代 田 区 肌 2 T 目1制 干 代 田 ピ ル)

式会社
g堀 蛾

⑧益事通と錦ニ附る

行

T E L (06)351- 5428ff廿

F A X(06)351- 5299 

79 

貴本山代 表取 締役

在 官 狙 大 飯 耐t区西天盟12-6- 8( 堂ピル) TEL 由(364)1471・FAX 国(3臼)5日3

京亘 社 朝 国 東 京 臨 間 際16( ニュー新蝿ピル) TELIll (3504)0131.  FAX III 捌 )0268

名芭量五E 干462 名古置問怪童1 ' 1 1-11-14 TELO盟(9肘)5131. FAX051(914)7日5

戸亙届干 ＶＹ 神戸市置包容量咋喝 ＱＭＱｾ Ｈ 工ピスピ ルＩ TELO用( 鵠1)691・FAX0/8(871l 6161

研究所有田大阪府繍官三宝町七T3国 T  E  L0711(17) 8品H AX0711( 17) 1似

壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

回一fJ1::17)Ｈ株Ｉ副ｾＺｊＺｊ Ａ｝ｄ ＺＲ

孝藤

34 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号

代表取締役社長 依



デンカC S Aファミリー製品

- Tニ.I nCS A ( 膨張性混和材 ) コンクリー卜のひびわれ防止に

・雪ニ.10 弓ヌヨニJ ( クラウト用無収縮材) 鉄 骨 ベ ー ス 、 逆 打 部 の 充 填 モ ル タ ル に

Ｍｔ ニ Ｎｉ ｮ 司 ｆ Ｚｊーデ ｮｊ Ｇｊｾ Ｈ生私＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・雪ニJ nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・雪ニ.Inrl ooo(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期 出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式株業産
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖 T EL  4，;杜 ・京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

株;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

TEL  

d 合、

ｾ＠式

阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

業産

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 束京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T EL  大 阪 ( 0 6) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土
ふ

玄式

2 5 2 - 6 0 0 0  

株産物

T E L 大 阪 ( 0 6)  

洋光

Tl I J I !J 9J 乱暴ゆJl
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

半 世 紀 の 実 績 が 誇 る
責 任 施 工

種 ・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ー ( ETC- F)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

色 彩 豊 富長 尺 物

ロ

ロロ

ナ支{ 捕とヨ

i削k 規絡 S小波 ・S大波 ・Vi 皮 ・ポ y クス 彼 . wジャンボi皮・V デ ッ キ

S Vジャンポi皮 ・ボルトレスルーフ BL ' J'tの1む

平板・波板・棟包・雨押類・毛主樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレータームーパーエキゾスター(強制))

ボーロイド( 断熱材 ) D. G. K. ※カタログをこ Ｇ ｊ ｉＧ ［ ｾ 卜色、 。

豆岳

本社及西日本支社 干660 兵庫県尼崎市IIg和市通 3- 26 T EL. (06) 412- 5131  

松本ビJ レ7 F  

東 日 本 支 社 干335 地玉県政rlit;卓越 5- 6  - 32 T EL. (048)  442- 3115 

市 I J I !J 9J 乱暴9J l 掠式会祖

途用

エターノコア - F

80 

大和郡山市九条スポーツセンター屋根



都市の明日に、

今日できること。

【ガス空調]

大型ビルから中・小型ビルまで、

高効率なシステムをこ、用意。

快適な街づく りのお手伝いをします。

. 大阪ガス

f  

¥ 

ヌゲスには、都市のために 「できる」ことがいろいろあります。

①環境に、やさしくできる。②ランニング ・コストを、節約

できる。③多彩なシステムで、対応できる。そして大阪カヌ

には、快適つ♂くりを細やかに提案で、きるノウハウがあります。

この都市で、 一生懸命がんばるあなたを、もっと元気にで、き

ること 一。私たちの視線は、今 日も、明日に向かっていま士一

この都市を元気にすること。

大阪ガスは、進めています。
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高級匡根仕上材

三星シングル

T H R E E  S T A R  

C o mp o s i t e  t y p e  

A s p h a l t  S h i n g l e  

ダイナミックな表情を生みだす

コンポジットタイプのメカニズム

. MWP - 51施工例さて、既にご案内の通り国産化の

「三星シングj レW P. J を発売、一年を

経過致しましだ。

より日本の風土にマッチした色調

と、ランダムで小葺き感のある重厚

な住上がりが期待できる賠り合わせ

シングルとして改良しました。

お蔭様にてこ、好評をいただいてお

ります。

定 ｩｦｾ
価 量胃

1  ｾ崖
イ 翠大

'::: 料阪

11 1苫 一

己主上

円 E五

u 歪九

戸体 ぞ七

1、掛五

税 1 i&番

お P

可F
料

其

〒550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10 - 5  TEL. 06 (443) 0431 

〒650 神戸市中央区栄町通5- ト22 日宝栄町ビル TEL. 078(362)  6121 

干730 広島市中区西平塚町 8- 13 立駐 広 島 ピ ル TEL. 082(246)  8625 

干810 福 岡 市 中 央 区 薬 院 4 - 2  - 11 TEL.092(521) 3133 

阪

戸

島

問

大

神

広

福

西日本三星シングル工事協同組合

田島ルーフィング株式会社v  

幸信志 03379- 4


